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			規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士④

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

			
			底本カバーデザイン・アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			前巻までのあらすじ。

			自分たちの立ち位置を確認するレインさんたち。

			とてもおかしいリリーナさん。

			聖騎士たちと戦ってみる。

			入ってみたよ死霊都市。あとミリリともヤリました。

			死霊都市の探索。

			朽ち果てた大聖堂。その地下にあるもの。

			封印の扉。

			家に帰るその前に。

			戦い前の軽いドタバタ[image: kao76.png]

			迷路の番人（かわいそう）。

			順調すぎる迷宮攻略とがんばるマリナ。

			vs迷宮の主。

			vs四勇者。

			復活の三魔騎士と、規格外れの英雄。

			レリクス無双。

			vs三魔騎士。

			魔法を食らう騎士の最期。

			魔族皇子のディアギルム。

			七英雄ティルト、集積回路発動。

			今後の方針。

			ミーユが一番常識人。

			番外編　リンとカレンの決闘と、ミリリの苦悩。

		

	
		
			　

			前巻までのあらすじ。

			　

			　ミーユが妊娠した。

			　そしてミーユが妊娠を実家に伝えると、実家の父母は激怒した。ミーユの家で家督を継げるのは男子だけであり、妊娠が発覚すると父母の立場も危ういからだ。

			　自分たちのことしか考えていないミーユの父母に憤りを覚えたレインやレリクスは、ミーユの実家との戦争に入る。

			　二十万の大軍が攻めてきたものの、二十万程度ならレインとレリクスの敵ではなかった。

			　だがその二十万の中にいた、『魔竜殺しの七英雄・矛盾の妖魔ジェネラス』には、激しい苦戦を強いられる。

			　追い払うことには成功したが、苦戦を強いられたレインは修業の旅にでることにした。

			　まず手始めに、大きなギルドがあるという街に向かう。

			　

			　ちなみにミーユの妊娠は、ただのカンチガイだった。

		

	
		
			　

			自分たちの立ち位置を確認するレインさんたち。

			　

			　怪しい屋敷を越えたオレたちは、目的の街についた。

			　大きな城壁に囲まれた、とても大きな街である。

			「「待て！」」

			　衛兵ふたりに呼び止められた。

			「「身分証をだしてもらおう！」」

			　大きい街なら当然とも言える検問だった。

			「身分証？　わたしを見ても、そのように言うのか？」

			　リリーナが前にでた。

			　魔竜殺しの七英雄として、教科書にも載っているリリーナだ。

			　この街を救ったこともあるらしいし、常識で言えば顔パスだ。

			「ハハハハ。かわいいねぇ、お嬢ちゃん。

			　でもおじさんは今、こっちのお兄さんとお話ししているんだ。

			　悪いけど、後ろで待っててくれるかなぁ？」

			　しかしロリ化している今となっては、ただのかわいい女の子だ。

			「なっ……?!

			　いや、そうか。待っていろ。今身分証を……む?!」

			　懐に手を入れたリリーナが慌てる。

			　体のあちこちをさわりまくるが、身分証はでてこない。

			「まさか自宅に、置き忘れを……?!」

			「………。」

			　マリナがリリーナを抱きあげて、列の後ろに移動した。

			「はぐうぅ……」

			　格好をつけそこなったリリーナは、しょんぼりとうなだれた。

			　エルフの耳も、しおっと垂れる。

			　かわいい。

			「身分証って、学生証でもオーケィですか？」

			　オレは学生証を取りだした。

			「それはどこの学園かにもよるが……レイボルト魔法学園?!」

			「三公のグリフィンベール家のご子息がお通いなされることがあれば、

			　七英雄のリリーナ様が講師を務めることもあるという、

			　国内最高峰がひとつの魔法学園か?!」

			「しかもこの学生証は、ゴールドメタルがあしらわれている！

			　成績トップクラスの優秀者だぞっ?!」

			　衛兵さんは、ふたりそろって驚いていた。

			　東大首席を見ているかのような反応だ。

			　マリナやミリリに、カレンも身分証明書を見せる。

			「こちらも成績優秀者?!

			　で……ふたりはその召使いか……」

			　衛兵さんは、マリナの学生証を見ても驚く。

			　そして視線が、ミーユにいった。

			　ミーユのことは知らないが、オレとマリナの連れであるなら、きっとすごいに違いない、と緊張している眼差しだ。

			「…………」

			　ミーユは、決まり悪げに視線を逸らした。

			　しかし観念したかのように、ため息をつくと学生証を見せた。

			「やはり成績優秀者で、名前は…………ミーユ＝ララ＝グリフィンベール？！？！？！？！」

			「三公さまのご子息っ?!」

			「「これは失礼をいたしましたあぁ――――――――！！」」

			　衛兵のふたりは、武器を捨てて土下座した。

			「ええっと……そんな、土下座とかしなくてもいいんで……」

			　ミーユはとても悪いことをしてしまったかのような顔で、ふたりから目を逸らした。

			　これは後日知ったことだが、『グリフィンベール』は、雷名でありながら悪名でもある。

			　原因は、当主のダンソンである。

			　ダンソンがあれこれやっていたせいで、『とてもうるさくてヤバい権力者』というイメージがついた。

			　実際には失脚しているわけだが、テレビも新聞もない世界だ。

			　細かい話が伝わるまでには、かなりの時間がかかるのだろう。

			　新しいリーダーのリチャードがまともかどうかも、ここの人にはわからないだろうし。

			　そして一昔前のミーユも、まともな人間ではなかった。

			　親に理不尽な虐(しいた)げを受けていた過去から、周囲にも理不尽をバラまいていた。

			　だからこういう対応を見ると、過去の自分を思い出して恐縮してしまう。

			　まぁそれで恐縮するあたり、今はいい子になっているとも言えるけど。

			「しかしグリフィンベール家のおかたが、護衛もつけずに……？」

			「それについては、こういうことです」

			　オレは空に右手をかざした。

			「ファイアーボール」

			　ドゥンッ！

			　空に登ったファイアーボールが、雲に届いた。

			　ボワッと雲に穴があき、雲の隙間から空が見えた。

			「魔法を、空まで……？」

			「しかも無詠唱で……？」

			「つまり半端な護衛より、オレのほうが強いっていうわけです」

			「「なるほど……」」

			　ふたりは納得してくれた。

			　オレたちは、街の中に入る。

			「わたしが尊敬されたかったのに……！」

			　リリーナは、ひとり悔しがっていた。

			　忘れないように言っておきますが、彼女は二八〇歳です。

		

	
		
			　

			とてもおかしいリリーナさん。

			　

			　オレたちは、街に入った。

			　石畳の通路に、石造りの建物。

			　遠目に見える広場では噴水が美しい水をだして虹を作り、子どもがきゃっきゃと騒いでる。

			　ゲームなんかで、『中世ヨーロッパ風』と言われそうな街並みだ。

			「ままま、待て！　少年！」

			　ロリ化しているリリーナが叫んだ。

			「この街が初めてであるキミは、ここの地理も知らないだろう！

			　だからわたしが案内してやる！　名誉返上だ！」

			　つい先刻の、リリーナ基準では失態にあたる失態をカバーしようと必死であった。

			　でも……。

			「名誉を返上なさるのは、いけないと思います……にゃあ」

			　素朴で純粋なミリリから、素朴で純粋な突っ込みを受けてしまった。

			「はぐうぅ……！」

			　失態の上塗りで名誉を返上してしまったリリーナ。

			　しかし気を取り直し、オレの手を引く。

			「いいからくるのだ！　こちらにくるのだぁ！」

			　やれやれだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「このカドを曲がれば、冒険者ギルドがある！

			　名前の通り、冒険者が集うギルドだな！

			　武者修業的なことをしたいなら、ここで色んな依頼を受けてみるとよい！」

			　リリーナは、満面の笑みで紹介していた。

			　このギルドにまで案内をしたことで、自分の汚名は返上できたと言わんばかりの表情だ。

			　そんな甘くはないと思うが、かわいいのでスルーしておく。

			　リリーナの言う通り、カドを曲がった。

			　大きな店が見えてくる。

			　そこにあったのは――。

			　

			『レズビアン専用風俗店。ピンクサキュバス』

			　

			「……」

			「………。」

			「………………」

			　メンバー全員の長い沈黙の末、オレは言った。

			「ある意味、冒険者の店だな」

			「ふあぁんっ！」

			　リリーナは、涙目で叫んだ。

			　店員と思わしき、かわいい女の子がでてくる。

			「お客さんですかー？」

			「ちちちちっ、違う！　違う！　断じて否だ！　断じて否だぁ！」

			「では、このお店で働いてみたいとか……」

			「それも違う！　断じて否だあぁ！

			　この場所は、冒険者ギルドがあったのではないか?!」

			「冒険者ギルドでしたら、広場の近くに引っ越しましたよー」

			「そうであったのか……」

			「はいー」

			　コホン。

			　リリーナは、頬を赤くしつつも咳払い。

			「それでは行こうか！　改めて！」

			　リリーナは歩きだし、オレたちはついていく。

			　ただオレの視線は、風俗の看板に残っていた。

			　視線に気がついたマリナが、オレの腕にくっついたまま言った。

			「レイン………。」

			「なに？」

			「きょうみ、あるの………？　ふうぞく………。」

			「そこはまぁ……。男として……すこし……」

			「………。」

			　マリナは無言で、オレの腕を組んだまま歩いた。

			「性欲を持っているのも処理したいと考えるのも、男性に限ったことではございませんが……」

			「リンさまっ?!」

			　後ろでリンがぽつりとつぶやき、ミリリが驚いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「広場はこちらだ！　わたしはとても知ってるぞ！

			　この街には、それなりに長いこと滞在していた期間があるからな！

			　引っ越しがなければ完璧だ！」

			　リリーナが、三度目の正直と言わんばかりに先頭を歩いた。

			　オレたちはついていく。

			　その途中だった。

			「教会の前で、なにか騒ぎが起きてるぜな」

			「そのようだな……」

			　リリーナが、視線でオレに確認を求めた。

			「いいよ。行こう」

			　群衆の合間を割って進む。

			　野次馬をさえぎる聖騎士らしきヨロイを着込んだ人たちに止められた。

			「神聖教会の幹部候補生である聖神官・ローリアさまのお祈り中だ。

			　これ以上先に進むことは許されん」

			　横柄なる態度だが、言ってることはもっともだ。

			　オレは黙って、ローリアとかいう聖神官を見つめる。

			　わずかに赤みのかかった黒髪のショートカットに、ミリリにも並びそうなほどの幼い顔立ち。

			　それでいて、顔立ち相応に薄い胸。

			「若いですね」

			「武者治療の旅をなされているところだからな」

			「武者治療？」

			　ミーユが補足してくれた。

			「教会がやる治療の旅だよ。

			　幹部候補の若い神官が、国を回って色んな人を治療するんだ。

			　幹部候補生の修業になるし、教会の威信が高まって寄付も集まる」

			「三得の儀式だな」

			　会話している合間にも、少女の詠唱は続く。

			「敬虔なる信徒なる我が、治癒の神なるあなたに祈る。

			　邪(じや)知(ち)暴(ぼう)虐(ぎやく)の魔霊の呪怨に侵されし哀れなる子羊に、一片の慈悲を！

			　セイントール・ブレイクカース！」

			「かなりのレベルの解呪魔法ですね……」

			「ミリリの三倍はすごいと思います……にゃあ」

			「使われている聖水も、高いものの匂いがするぜな……！」

			　リンとミリリとカレンが、そんな風につぶやいた。

			　カレンの感想はすこしズレている気もするが、カレンなので仕方ない。

			　太陽を彷彿とさせる治癒の光が、倒れている冒険者を包む。

			　が――。

			「ダメっす……」

			　聖神官・ローリアは、首を左右に振った。

			「神聖教会の幹部であるローリアさまでも、眠りの呪いは解けませんか……」

			「大司教さまか、グリフィンベール家の四神将であられる、癒しのソフィーネさまを連れてくるぐらいでないと難しいと思うっす……」

			「それほどの呪いなのですか……」

			「体を蝕む効力が低い代わりに、解けにくさを優先している感じっすから……」

			「このブランドラも、王国の中では有数の大都市ではありますが、大司教さまや三公の四神将さまにお越しいただくことはさすがに……」

			「興味深い話だな」

			　リリーナが、聖騎士のあいだをするりと抜けた。

			　武道の動きと言うべきか、相手の隙を縫う歩行術だ。

			「あなたは……どなたっすか？」

			「通りすがりの冒険者だ」

			　パチンッ。

			　リリーナは、自身の指を軽く鳴らした。

			　倒れている冒険者にまとわりついていた邪気が、その一瞬で吹き飛んだ。

			「「「なっ……」」」

			　ギルドの人やローリアに、聖騎士たちも驚いた。

			　だがリリーナは、目覚めた冒険者に声をかける。

			「キミに呪いをかけたのは、どのような存在だ？

			　わたしたちは、修業の旅をしている者でな。

			　強い相手の情報はほしい」

			「どのような相手かは、よく覚えていないのですが……。

			　場所は東の、『死霊が住まう荒廃都市・グラレコス』でした」

			「グラレコスか」

			「知っているの？　リリーナ」

			「名前の通り、死霊が住まう荒廃都市だ。

			　人の死霊はもちろんのこと、虫の死霊や鳥の死霊に、クモやダンゴムシに、ナスやカボチャの死霊もいる」

			　ふざけたような話だが、リリーナは真面目な顔で言っていた。

			　ミーユなども、話は普通に聞いている。

			　どうもこの世界では、虫や野菜が死霊になるのも普通らしい。

			「浄化したりは、しないのですにゃあ？」

			「グラレコスの死霊は、弱いものが多い。

			　瘴気が強いグラレコスでないと、存在を保てないほどだ。

			　放置しても害はない上、初心者の神官や冒険者にとってはほどよい経験を積める相手となる。

			　だから放置されていたのだが……」

			「厄介な呪いをかけるようなやつがいると、話は変わるってことか」

			　オレが言うと、ギルドの人も言った。

			「現状、眠りの呪いは一週間程度で解けるのですが、今後もそうであるという保障はございませんので……」

			　もっともな懸念だ。

			「次の目的地は決まりだな」

			「そうだな、少年」

			　オレたちは、踵を返して進もうとした。

			　その時だ。

			「ちょちょ、ちょっと待ってほしいっす！」

			「協会幹部のローリアさんだっけ？　なんの用？」

			「自分も、連れて行ってほしいっす！」

			「え？」

			「あのややこしい呪いを一瞬で解呪できるなんて、すごいっす！

			　弟子入りがしたいっす！

			　せめてグラレコスでの動きは見たいっす！」

			「……？」

			　リリーナはほうけた。

			　ローリアが、どうして自分をほめているのか、理解できていない顔だった。

			　一秒、二秒、三秒と、考えてから気づく。

			「少年！

			　つい先刻の呪いを軽く解呪できるのは、すごいらしいぞ！

			　即ちキミは、わたしを尊敬してもよいのだぞっ?!」

			　その様子は、道案内をしようとしていた時の姿を彷彿とさせた。

			　教会の大司教クラスの人物を連れてこないと解呪できない呪いを、あっさりと解呪する。

			　リリーナにとってそれは、オレをギルドや広場に案内することよりも軽かった。

			　しかもこのリリーナ、一度死んでる。

			　死んだ状態から再生し、大幅に弱体化している。

			　その状態でこれ。

			　やはり父さんの知り合いは、スペックがおかしい。

		

	
		
			　

			聖騎士たちと戦ってみる。

			　

			　リリーナが自画自賛していると、ローリアが言った。

			「と……とにかく連れて行ってほしいっす！

			　勉強がしたいっす！

			　治癒魔法のエリートになって、色んな人を助けたいっす！」

			「お待ちください！　ローリアさま！」

			「そのような、どこの馬の骨ともわからない輩についていくのは……！」

			「そういうことなら、どこの骨かわかればいいのか？」

			　オレはミーユの胸元に手を伸ばす。

			「きゃあっ！」

			　目的のものを探すついでに、ふにっとしたやわらかな触感を手のひらいっぱいに感じ、目的のものをだした。

			「ボクのおっぱいを触る意味は、あったのかよ……」

			　頬を染めて胸元を両腕で隠すミーユは見ない振りをして、ミーユの胸元からだしたカードを聖騎士たちに見せた。

			「レイボルト魔法学園の、ミーユ＝ララ…………グリフィンベール?!」

			「あの三公の一角の?!」

			「七英雄の中でも『最強にして別格』と言われたレリクス＝カーティスと戦って負けたというが、それでもまだまだ威信を残した……」

			　父さんの名前も知っているのか。

			「それなら、オレのカードも見せたほうがいいかな？」

			　オレはオレのカードを見せた。

			「レイン＝カーティス……？」

			「まさか……レリクスさまのご子息の……?!」

			　聖騎士たちは固まった。

			　リーダー格の聖騎士が、恐る恐る言ってくる。

			「失礼ですが……、レインさま」

			　聖騎士リーダーが目配せをした。

			　ローリアの周囲にいた聖騎士はもちろんのこと、離れたところに控えていた聖騎士もやってくる。

			　その数、十六人。

			　剣と槍を持った前衛の聖騎士が五人ずつに、メイスを持った後衛の聖騎士が六人だ。

			「もしもあなたが、レリクスさまのご子息であられますなら……。

			　この人数を相手にしても、勝利を掴めると存じますが……」

			　試すかのような口ぶりだった。

			　後衛の聖騎士の声が聞こえる。

			（リーダーも意地が悪いな）

			（まったくだ。全盛期のレリクスさまご本人ならともかく、あんな若い息子程度が、この人数に勝てるわけがないだろうに）

			（普通に断るとカドが立つから、適度に脅してうやむやに……ってわけか）

			　なるほどねぇ。

			　慎重なのは、よいことではあるが……。

			「父さんの息子として試されているってなると、無様な姿は見せられないよね」

			　オレはパキリと指を鳴らした。

			　マリナたちにさがるよう目線で合図し、フウッと軽く息を吐く。

			　地を蹴った。

			　パアァンッ！

			　リーダーの聖騎士が吹っ飛んだ。

			　すごく手加減してみぞおちを手のひらで押しただけだが、超高速で吹っ飛んだ。

			　お星さまになりそうな勢いで吹っ飛ぶと、三階建ての建物の屋根の上に落ちた。

			「は……？」

			「ふ……？」

			「へ……？」

			　オレは腹部に力を込めて、魔力を発した。

			　オレを中心に、炎のドームが広がった。

			　コンマ数秒で消えるように力を調節したドームだが、聖騎士たちの武器は溶けた。

			　父さんだったらちょっとにらむだけで消し飛ばせる魔法だが、聖騎士たちへの効果は絶大だった。

			「なんだこれは?!」

			「ににににっ、人間かっ?!」

			　溶けた武器を見て慌てふためく聖騎士たちの背後に回り、頭の後ろを人差し指でちょこんと突いた。

			　その一押しで、聖騎士は気絶する。

			　ちょこん。

			　ちょこん。

			　ちょこん。

			　わずか一瞬で三人を倒した。

			「本物だ……！」

			「紛れもない、レリクスさまのご子息だ……！」

			「レリクスさまのご子息でもなければありえない強さだが、レリクスさまのご子息であれば納得の強さだ……！」

			　わりと非常識なはずの強さだが、父さんの息子であれば――ということで納得された。

			　さすがの父さんである。

			（レインって、レリクス義父(とうさん)のことを強いとかメチャクチャって言うけど、レインはレインでアレだよな……）

			（ミーユさまのお言葉に同意いたします）

			（ご主人さま、かっこいいですにゃあ……♥）

			　みんなの反応は様々だった。

			　サブリーダーと思わしき聖騎士が、吹き飛ばされたリーダーに代わって言ってくる。

			「あなたが、本物のご子息さまであるという確信は得ました。

			　しかし今回は、いったいどのようなご用件で……？」

			「修業の旅です」

			「は……？」

			「もうすこし強くなりたいと思って、修業の旅にでておりました」

			「修業が……、必要……、なのですか……？」

			　サブリーダーは、口をポカンとあけていた。

			「必要なのです」

			　オレがスパッと言い切っても、口はあいたままだった。

			「で、どうなんでしょうか？　オレにしてもミーユにしても、どこの骨かは明確にわかる者なわけですが」

			「あっ、はい！

			　レリクスさまのご子息と、グリフィンベール家の関係者ともあれば、問題はございません！

			　必ずや、ローリアさまの身になるかと思われます!!」

			　ミーユとオレの父さんの名前は、なかなかに効果的だった。

		

	
		
			　

			入ってみたよ死霊都市。あとミリリともヤリました。

			　

			　目的を決めたオレたちは、ミリリの土魔法で作られたボートに乗り込む。

			「ふえっ?!　ちょっ、なんっすか、これは！」

			　どぎまぎしているローリアを後部座席に押し込めて、火炎魔法を点火する。

			「ふひゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　ローリアの悲鳴を聞きながら、一直線に飛ばす。

			　死霊都市の場所は、街をでてから三時間ぐらいでわかった。

			　かなり遠くにあるというのに、空が薄暗い。

			　そして薄暗い空の下に、空よりも暗いドーム状の霧に包まれた街がある。

			　左右は森に囲まれて、いかにも死霊がでそうな空気だ。

			「死霊都市の名前に恥じない瘴気だな……」

			　ボートを止めた。

			　隣のマリナが、くいっ………と袖を引いてくる。

			　オレに耳打ち。

			（こしょこしょこしょ。）

			「やっぱりおばけが怖いって？」

			（こくこく。）

			　二回うなずいたマリナは、再び耳打ち。

			（こしょこしょこしょ。）

			「だから漏らさないよう、今のうちにおトイレに……って？」

			（こく………。）

			　マリナは頬を赤く染め、恥ずかしそうにうなずいた。

			「そういうことなら行ってきな」

			（こく。）

			　マリナは静かにうなずいた。

			（くい、くい。）

			　ミーユの袖を二回引き、無言で付き添いを頼む。

			「うっ、うん……」

			　気持ちは同じだったらしい。

			　ミーユは恥ずかしそうにしながらも、マリナといっしょに森の茂みのほうに向かった。

			　マリナがチラりとオレを見て――。

			　カキィン！

			　氷の壁を作った。

			　あの壁の向こうでは、マリナとミーユが下着をおろし、おしっこをしているわけか……。

			　想像すると、変な気分になってくるな。

			「ご主人さま……」

			「どうした？　ミリリ」

			「よろしければ、おあちらのほうで……」

			　ミリリは、マリナたちがいるのとは逆の茂みを視線で示した。

			「オレが付き添いで構わないなら、別にいいけど……」

			　オレはミリリと、森の茂みのほうへ向かった。

			　そこそこ大きな木の陰に隠れる。

			　ミリリは静かに下着をおろすと、大きな木の幹に、抱きつくかのようにしがみついた。

			「どうぞです……にゃあ」

			「えっ？」

			「マリナさまとミーユさまが、お立ち去りになられたあと、昂ぶられている気配がございましたので……」
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			　ふり……ふり……ふり。

			　ミリリは小さくかわいいお尻を、小さく振った。

			　ぴょこんと立った、猫の尻尾も小さくゆれる。

			　そして浮かべる表情は、瞳はうるんでほっぺも赤い、恥じらいの表情だ。

			　そのくせ幼いクレパスは、甘いしずくを垂らしてる。

			　ありがたくいただいておきますか。

			　オレは静かにズボンをおろした。

			　くちゅっ、くちゅっ、くちゅっ。

			　痛くないよう先っぽだけ挿れ、ゆっくりと馴染ませる。

			「はにゃっ、はにゃっ、はにゃっ……♥」

			　丹念に馴染ませたところで、ゆっくり奥まで挿入していく。

			「はにゃあぁんっ……♥♥♥」

			　とろけた顔のミリリを背後から抱きすくめ、おっぱいを揉む。

			「オレのためとか言いながら、自分が一番楽しんでないか？」

			「そっ、そのようなことは……。はにゅあぁんっ！♥♥♥！」

			　そんなことを言いつつも、乳首を摘ままれると喘ぐ。さらにオレが動かないと、自分から腰を振ってくる。

			「いつの間にやら、えっち大好きな子になっちゃって……」

			「ミリリをえっち大好きにしたのは、ご主人さまですにゃぁ……」

			　ミリリは涙目で訴えた。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レインが始めているのと同刻。

			　マリナとミーユは、済ませていた。

			「ん………。」

			「……戻るか」

			　野外でしたのは恥ずかしいのか、ふたりそろって頬を染めてる。

			「ところでさぁ……マリナ」

			「………？」

			「ボクってさ、レインを好きでいてもいいの……？」

			　マリナは、即答した。

			「レインのことを好き好きになるのは、女の子なら当たり前。」

			「えっ？」

			「レインはちょっとえっちだけど、素敵でやさしくてカッコいい。

			　女の子なら、好き好きになるのが当たり前。」

			「確かにボクも好き……だけど、当たり前って言うほどなのかなぁ……。

			　えっちなのも、『ちょっと』って感じじゃないし……。

			　好きだけどさ……。

			　レインのことも、レインとのえっちも、好きだけどさあぁ……！」

			　ミーユは顔を両手で覆い、その場にしゃがみ込んでしまった。

			「とにかくレインを好き好きになるのは、女の子なら当たり前のこと。

			　だからミーユがレインを大好きなのも、女の子だから当たり前。」

			「マリナがそう言ってくれるなら、ボクは……それで……」

			「うん。」

			　ふたりは、手を繋いで戻った。

			　レインもふたりと同じように、ミリリと手を繋いで戻ってくる。

			「にゃうぅ……」

			　ミリリの頬の染まり具合は、明らかに『したあと』であった。

			「ねぇ、マリナ……。

			　レインのいやらしいところは、本当に『ちょっと』なのかな……？」

			「ちょっと。」

			　即答であった。

			　マリナの場合、そもそもの基準が『一日十回はしたがるマリナ』だ。

			　仕方ないとも言える。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コトを済ませたオレたちは、死霊都市・グラレコスに入った。

			　入った瞬間にそうとわかる息苦しい瘴気。

			　率直に言って気分が悪い。

			　生ぬるい水が、ゆるやかになだれ込んでいるかのようだ。

			「っていうか早速、なんかいるな」

			　それは蚊だ。

			　地球と同じ、体長一、二センチの蚊だ。

			　オレは試しに剣で切る。

			　が――。

			　

			　剣は蚊をすり抜けた。

			　

			（ぶうぅ～～～～～ん…………ぴとっ）

			　蚊は普通に飛ぶと、カレンの頬に止まった。

			「ぜなあぁ?!」

			　カレンは自身のほっぺたを、ビシビシと叩く。

			　だが死なない。

			　ただの蚊だが死霊であるため、物理攻撃は通用しない。

			「ぜなぁ～～～、あっ、ああぁ～～～～～！

			　生理的にイヤだぜな！　生理的にイヤだぜなあぁ！

			　むずむずとかゆいのに叩いても死ななくて、ほっぺたを叩くと痛いのにかゆいぜなあぁ～～～～～～～～～～！」

			「フンッ」

			　パチンッ。

			　リリーナが指を鳴らして、聖属性の魔力を蚊に当てた。

			　蚊はあっさりと弾け飛んだ。

			「このように――この都市の死霊は、生者の生命エネルギーを欲している。

			　しかも物理攻撃が効かない。

			　倒すには、魔法か魔力のこもった武器しかない。それがなければ――」

			「かゆいことになるってことぜなっ……?!」

			「そういうことだ」

			　なんとも微妙でありながら、最高に嫌だった。

			　踏んでも蹴っても死なない蚊とか、魔王よりも最悪じゃないか。

			　しかし相手が蚊だと思えば、殺したい気持ちはマックスに高まる。

			　初心者に推薦されるのも、当然と言えば当然だった。

			（ぶうぅ～～ん）

			（ぶぅ～～～～～ん）

			（ぶうぅう～～～～～～～～ん）

			　蚊は群れを作っていた。

			　一直線に向かってくるわけではないが、遠巻きにオレたちを見ている。

			　オレはギロ――と軽くにらんだ。

			（ボンッ！）

			（ボンッ！）

			（ボンッ！）

			　蚊たちは爆発四散した。

			「なかなかやるな、少年」

			「父さんがよく、にらむだけで敵を爆発させていましたので」

			「そういう意味では、蚊たちも少年の修業にもなるかもしれんな」

			「基礎の修業って意味では、いいと思います」

			「義父さんがやっていたのはわかるけど、それでできちゃうのはどうなんだ……？」

			「ミーユさまがおっしゃりたいこともわかりますが、それがご主人さまですにゃあ……」

			「確かにレインだもんなぁ……」

			「ちょ、ちょっと待ってくださいっす！

			　どうしてそれで納得してしまうんっすか?!

			　いくら雑魚の蚊とはいえ、にらんだぐらいで倒せるのはおかしいっすよ?!」

			「だけどレインだし……」

			「ご主人さまですし……にゃあ」

			「常識の破れていく音が聞こえるっす……」

			　ローリアは、ただひたすら呆然としていた。

			　しかし『死霊都市』なんていう危うげなワードの街に入って、一番最初に対峙するのが、蚊の死霊であったとは……。

			　一寸の虫にも五分の魂とは言うが、実際にでてこられると微妙だ。

			　

			　ちなみにまったくの余談だが、蚊という文字は、虫に文と書く。

			　これは江戸時代に当てられた文字で、その由来は――。

			　蚊は、ぶ～んという羽音のする虫だから。

			　昔の人が考えることも、今と大差ないというわけだ。

		

	
		
			　

			死霊都市の探索。

			　

			　死霊都市を進む。

			　死霊都市と言うだけあって、様々な死霊が発生していた。

			　ハエの死霊やゴキブリの死霊。ハエの死霊を食べるクモの死霊などもいた。

			「レインレインレイン！

			　ゴールドカブトムシがいるぜな！

			　捕まえて売れば、おカネになるぜな！」

			　カレンが指差した先では、金色のカブトムシが木に止まっていた。

			　八メートルほど離れているが、樹液を吸っているらしいことはわかった。

			　カレンはタッタと走りだし、カブトムシに手を伸ばす。

			「ぜなぁ?!」

			　しかし手は、木とカブトムシを素通りした。

			　カブトムシは、羽を広げて飛んでいく。

			「どうなっているぜな……？」

			「ここは死霊都市だ。木に止まっているカブトムシですら、『木の死霊がだしている樹液の死霊をすする、カブトムシの死霊』なのだ」

			「ずいぶん徹底してるんだぜな……」

			「だから死霊都市なのだ」

			　ふしぎな都市であった。

			「しかしこれだけ死霊であふれているのに、外部に死霊があふれてこないってのもすごいね」

			「死霊とはつまり、肉体を失って魂だけになった生命体だ。

			　しかし魂は、基本的にもろい。

			　魂だけの状態で生命を維持するには、高度な魔力を必要とし続ける。

			　そして瘴気には、通常の空気よりも濃い魔力濃度が確認されている。

			　ゆえにこの都市は、蚊やクモのような低い魔力しか持っていない存在であっても、形を維持し続けることができるわけだ」

			「まぁ要するに……魔力はすごいってことか」

			「端的に言えばそうなるな」

			「でもその原理なら、瘴気が濃い空間では魔法の威力も高まりそうだね」

			「実際にそうだ」

			　リリーナは、カレンのほうをチラと見た。

			　視線でしゃがむようにうながす。

			「ぜな……？」

			　カレンがしゃがむと、脇の下に手を入れて――。

			　

			「ぜなあぁ――――――――――――――――――！」

			　ぶん投げた。

			　落ちてきたカレンを、お姫さま抱っこでキャッチする。

			　反動で、地面がズドンとへこんだりした。

			「このように――、わたしの身体能力強化魔法も、いつも以上に好調だ」

			「投げてみせる意味はあったぜなぁ?!」

			「いや……すまん。

			　わかりやすいかと思ったので、ついな。

			　詫びとして、クッキーのひとつでも……」

			「くれるぜなっ?!」

			「ああ」

			　リリーナは、懐をまさぐった。

			「む？」

			　体のあちこちをまさぐった。

			「……すまん。もうすこし、もうすこし待ってくれ。む、うっ、はぐうぅ?!」

			　クッキーはでてこない。

			　それらしき袋を逆さに振ったりもしたが、わずかな粉がでてくるだけだ。

			「もう食べちゃったりしてたぜな……？」

			「……すまん」

			「ぜなあぁ……」

			　カレンの瞳が、うるうるとうるむ。

			　期待させられた分、失望も大きかった。

			（とん、とん。）

			「なんだぜな……？」

			「はい。」

			　マリナがクッキーを差しだした。

			「りんご味。」

			　形もりんごを象った、かわいらしいクッキーだ。

			「まりなあぁ～～～～～～～～～～！」

			　カレンは口を、あーん、とあけて、かわいらしいクッキーを食べた。

			（んぐんぐんぐ）

			　その顔に浮かぶのは、満面の笑み。

			　つい先刻に投げ飛ばされた過去は、完全に消えている。

			　クッキーひとつでトラウマジェノサイドだ。

			　オレはマリナの頭を撫でた。

			（………。）

			　マリナの頬が、うれしげに染まった。

			　心が和む。

			　一方で、一般人のローリアはぼやいた。

			「いくら魔法が強化されるとはいえ、人をあんな高さまで投げ飛ばせるようになるのはおかしいと思うっす……」

			　しかしこの程度は今さらであったので、誰も気にしなかった。

			　ミーユが言う。

			「だけどどうしてこの都市にだけ、こんなに瘴気が……？」

			「文献は軽く漁ったが、『原因は不明』のひと言だったな。

			　記録の上では、五〇〇年ほど前から瘴気があふれ、都市の死霊化が始まったらしいが」

			「調査団の派遣とかは？」

			「王国の騎士団にしても領主の私兵団にしても、

			　危険な魔物や動物に、有益なアイテムが確実にでる迷宮の探索で忙しいからな。

			　大した脅威がない上に、有益なアイテムの発見例がないこの都市を本格的に探索することはないな」

			「探せばなにかある可能性はあるけど、その可能性が高くないので……ってことか」

			「黄金でも見つかれば、また変わるのかもしれんがな」

			「なるほど……」

			　オレたちは、改めて進んだ。

			　都市の中心部に進むにつれて、死霊の種類が変化してきた。

			　顔と口のところに穴があいたヒトガタの死霊に、野良犬の死霊などがでてくる。

			　ヒトガタの死霊は、半ば朽ちた建物の隙間からこちらを見ているものがいれば、宙を漂っているものもいた。

			　成人男性と思われるものや老人、幼い少女の死霊もいた。

			「不思議なゾーンだな……。

			　空が紫がかっていることもあいまって、絵画の中にでもいるみたいだ」

			「ボクちょっと、気分が悪くなってきたかも……」

			「もぐもぐ………する？」

			　顔色を悪くするミーユに、マリナは小さなりんごを渡した。

			　さくらんぼぐらいの大きさをした、金色のりんごだ。

			「ありがと……」

			　ミーユは、しゃくりと咀(そ)嚼(しやく)した。

			「グルルルルル……」

			「ファイアボルト！」

			　野犬の死霊が威(い)嚇(かく)してきたので、ファイアボルトで迎撃した。

			「ご主人さま……。おさすがですにゃ……」

			「なぁミリリ。次にあいつがでたら、対応しないか？」

			「ミリリがですかにゃ?!」

			「オレだと一瞬で終わるけど、ミリリ的にはちょうどいい相手かもしれない」

			「りょ、了解です……にゃあ」

			　ミリリは、緊張の面持ちでうなずいた。

			　十メートル進んだあたりで、野犬の死霊が再びでてくる。

			　今度は四体。

			「よし、やってみろ。ミリリ」

			「は、は、はいです……にゃあ」

			　ミリリはカチカチに緊張していた。

			　能力は高いミリリだが、生真面目すぎてプレッシャーに弱いところがある。

			「わたくしも参加しましょう」

			　リンがミリリの隣に立つと、野犬の群れに突っ込んだ。

			　槍を突きだす。

			　けれど相手はゴーストだ。

			　銀色の槍は、命を穿つには至らない。

			　背後から、別の野犬が飛びかかってくる。

			　リンはくるりと身を翻(ひるがえ)し、野犬の死霊を横に払った。
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			　しかしやっぱりゴーストだ。

			　槍は虚空を通過する。

			　リンは身を低くして、ゴーストの下を通過した。

			「本当に……槍は効かないようですね」

			　淡々とつぶやくリンであるが、気づけば野犬に囲まれた。

			　ミリリに目線で合図を送る。

			　ミリリは半ば反射のように、地面に手をつけて叫んだ。

			「ミリリの敵を串刺しに！　アースエッジです、にゃあ！」

			　野犬の足元が隆起した。

			　土の杭が発生し、野犬たちの体を貫く。

			　本来は『相手の足元に出っ張りを作る』程度の魔法だったが、このゾーンではかなりの威力になっていた。

			「やりましたね、ミリリ」

			　リンはニコりとほほ笑んだ。

			　ミリリは緊張しがちな子である。

			　それでも仲間がピンチになると、プレッシャーをはねのける強さも持ってる。

			　リンのサポートは、それを見越したものであった。

			「はにゃううぅ……」

			　しかしミリリは、一発でダウンした。

			「魔力切れか」

			「この領域は、魔法の威力があがる代わりに、魔力の消費が激しくなるようですね」

			「ボクも気をつけないとな……」

			「いくら全魔力をそそいだとはいえ、この若さでこれほどの規模のアースエッジをあつかえる子が、奴(ど)隷(れい)っす……?!」

			　驚(きよう)愕(がく)したローリアが、近くにいたカレンに尋ねる。

			「あのミリリという子は、どこかの亡国のお姫さまとか、宮廷魔術師のお子さんだったりするっすか……？」

			「ミリリは、普通の子だったと思うぜな」

			「普通の子なのに、あの年齢であのような魔法を……?!」

			　ひたすらに驚(きよう)愕(がく)するローリアであった。

			「で、大丈夫か？　ミリリ」

			「おすこし休めば、なんとかなると思いますです……にゃあぁ……」

			　ダメそうだった。

			　緊張していた分もありそうとはいえ、なかなかのダウンっぷりだ。

			「………。」

			　そしてマリナが、巨大なベッドを背負ってた。

			「ええっと……。それは……どこから……？」

			「落ちてた。」

			　マリナは、背後の建物を見やった。

			　その建物にはマリナがあけたと思われる穴があり、ベッドの消えた寝室らしき空間があった。

			『落ちてた』と表現するのはダイナミックすぎる。

			　ずしん！

			　マリナはベッドを地面におろした。

			（じ………。）と、ミリリを見つめる。

			「さすがにミリリが、ベッドでひとり、おやすみするのは……」

			（………。）

			　マリナはちょっぴり、しょんぼりとした。

			　ベッドを持ちあげ、元あった場所に戻す。

			　しかしすぐに戻ってくると、オレのミリリをおんぶした。

			「ん………。」

			「はにゃっ?!」

			「これもだめ？」

			「だ、だ、だめということは、ないですが……」

			「が………？」

			「恐れ多いです、にゃあぁ……」

			　かわいいミリリは、マリナの背中の上で恐縮した。

			　お尻の尻尾もくるんと丸まり、足と足の合間に納まる。

			「わたしは、大丈夫だから。」

			　マリナはそのまま歩きだす。

			　とても面倒見がよい。

		

	
		
			　

			朽ち果てた大聖堂。その地下にあるもの。

			　

			　雑魚を蹴散らし進んでいくと、大きな建物に行き当たった。

			　大聖堂、と言えばよいのだろうか？

			　屋根の上には巨大な十字架があって、建物の形もそんな感じだ。

			　ただ本来の大聖堂であれば神々しいステンドグラスで飾られていそうな場所が、空虚なる空洞と化している。

			　漂っている瘴気も、異様な濃さを発している。

			「すさまじい瘴気だな……」

			「なにかあるとしたらここ――っていう感じだね」

			「………。」

			「不安か？　マリナ」

			「すこし………。」

			　オレはマリナを、抱きしめてなだめた。

			「どうするよ……レイン」

			「ううーん、そうだなぁ……」

			　オレは軽く周囲を見渡し、変わったところがないかどうか確認してみた。

			　そういうものは特にない。

			「リリーナは、得意だよね？　人の魔力を察知するの」

			「このメンバーの中ではそうだな」

			「リンは、音で聖堂の中に人がいないかどうか探って」

			「了解です、レインさま」

			「ミリリは土魔法の応用で、聖堂の中を探知とかできない？」

			「やってみますです、にゃあ……！」

			「そういうことなら、わたしが補佐をしておこう」

			　リリーナが、自身の指をパチッと鳴らした。

			　

			　ミリリ

			　ＨＰ　　２０３２０／２０３２０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　ＭＰ　　２０２６０／２０２６０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　筋力　　２０２７５（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　耐久　　２０２６５（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　敏(びん)捷(しよう)　　２０３３０（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　魔力　　２０２５２（[image: yajirusi_ue.png]２００００）

			　

			　ステータス強化呪文だ。

			　相も変わらず、上昇の幅はおかしい。

			　だがリリーナは、父さんの仲間でもあったエルフだ。

			　ゆえにこの程度なら、『できて当然』になるらしい。

			「それではお探りさせていただきます、にゃあ……！」

			　ミリリは地面に両手をつけた。

			　目を閉じる。白い魔力が地面へと浸透していく。

			　ミリリの先輩であるカレンが、対抗意識を燃やして言った。

			「アタシはなにか、するべきかぜなっ?!」

			「カレンは、ええっと……」

			　特になにも思いつかなかったオレは、適当に言った。

			「パンツでも見せて」

			「ぜなあぁ?!」

			「特になにも思いつかなかったんだけど、ただ突っ立たせておくのもどうかと思ったんで……」

			「それでパンツは、意味がわからないぜなぁ……」

			　と言いつつも、カレンはスカートをたくしあげた。

			　恥ずかしいのだろう。顔は真っ赤で涙目だ。

			　オレはかわいいおパンツごしに、無防備な股間をくにゅくにゅといじった。

			「ぜなあぁ……！」

			　カレンの口から、甘く切ない声が漏れた。

			「少年……」

			「レインさま……」

			「ご主人さま……」

			　リリーナやミーユはもちろんのこと、ミリリもわりと引いていた。

			「えっち………♥」

			　唯一マリナは、オレの手を取り自分のをさわらせてきた。

			　マリナの敏感な部位は、とてもやわらかで気持ちがよかった。

			「どっ、どっ、どっ、どういう光景なんっすか……?!」

			　ローリアが、もっともらしい突っ込みを入れていた。

			　それはさておき。

			「聖堂の中に、人の気配はないって感じでいいか？」

			「それらしき魔力はない」

			「物音もいたしません」

			「ミリリは？」

			「人の気配などは、しないのでありにゃすが……。

			　地下に大きな空洞があって…………はにゃあああっ！」

			　ミリリの全身に、黒い魔力が駆け巡った。

			「ミリリ?!」

			　オレはミリリを抱きしめた。黒い魔力が、オレの体にも移る。

			　皮(ひ)膚(ふ)を焼いてくるかのような、悪意のカタマリのような魔力だ。

			「ディレイトヒール！」

			　リリーナが、咄嗟に回復を入れてくれた。

			　オレとミリリの体から、黒い煙が立ち上る。

			「平気か？　ミリリ」

			「大丈夫です……にゃあぁ」

			　口ではそう言うミリリだが、辛そうだった。

			「なにがあったかは、わかるか？」

			「黒い……黒いナニカ。でした……にゃあぁ…………」

			　ミリリはカクりと気を失った。

			「…………」

			　発症するは、眠りの呪いだ。

			　この都市にくるきっかけとなった、冒険者たちがかかったというやつだ。

			「この大聖堂の地下に、なにかある――ということのようだな」

			「そうみたいだね」

			　オレはミーユたちに視線をやった。

			「やっぱり……ボクたちは下がっていたほうがいい……？」

			「それを考えていたんだけど……いっしょのほうがいいかな、って思った」

			「わたしとマリナに、少年がいるところ以上の安全地帯はないであろうからな」

			「ありがと……」

			　ぴと……。

			　ミーユが、オレの腕にくっついた。

			「くっつかれると、戦いにくいんだが」

			「あっ、そっ、そうだよね！　ごめん!!」

			　指摘されて慌てて離れる。

			　かわいい。

			「しかし中に人がいなくて、ヤバいやつがいるって言うなら、することはひとつだな」

			　オレはスッと右手を構えた。

			　右の手首を左手で握りしめ、反動に備える。

			　キュオッ――と、大気が震える音が鳴る。

			　紅を帯びた金(こん)色(じき)の魔力が、右手のひらの先に集まる。

			「しょ、少年？」

			（あせあせ。）

			　リリーナが戸惑う横で、マリナがちょっぴり焦りつつ、ミーユやミリリを自分の近くへと寄せた。

			　リリーナも、無言でマリナのそばに寄る。

			「ん………！」

			　マリナは無言で、氷の魔法を展開した。

			　厚さ二十センチの、氷のドームが生成される。

			　オレは叫んだ。

			「焼き払え！　エルキェラット・エクレーヌ！」

			　紅を帯びた閃光が、大聖堂に放たれる。

			　雲に届かんとするその閃光は、瘴気にまみれた空気を切り裂く。

			　死霊都市の空が割れ、一条の光と青い空に白い雲が視界に入った。

			　そしていびつなる大聖堂は――。

			　跡形もなく消え去っていた。

			　マリナが作った氷のドームは、魔法の余波で半壊し、地面もガラス状になっていた。

			　まともに戦っていたら厄介だったかもしれない死霊が、成仏していくのも見えた。

			　そして地下への入り口が、ぽっかりと見えている。

			「ごういん、だな……」

			「すごい………。」

			「すごい……」

			「すごいっす……」

			「でもこれが、手っ取り早いかと思ってな」

			　オレは入り口に向かって進んだ。

			　入り口からは、一際濃ゆい瘴気がでている。

			「下は階段か……」

			「それもかなり古いようだな」

			「でもとりあえず、降りてみるしかないよね」

		

	
		
			　

			封印の扉。

			　

			　朽ち果てた大聖堂で地下室を見つけたオレは、静かに足をおろした。

			　石畳の階段なのだが古びているせいで、半ば土と化している。

			　踏んだ時にも土の触感がして、足がわずかにだが沈む。

			　ぺき、とヒビ割れる音がして、亀裂が広がったりもした。

			「先頭はオレ、二番目がマリナ。あとはミーユたちが適当に続いて、最後尾はリリーナにしよう」

			「うん。」

			「わかった」

			「最後尾は任せておけ」

			「レインとマリナとリリーナに頼って、全力で守られるぜなっ！」

			　戦う可能性の高いマリナやミーユにリリーナよりも、気合いのこもったカレンであった。

			　階段をおりていくと、扉があった。

			　金属製の扉だ。

			　魔法の力なのか、金属そのものの働きなのか、淡く白い輝きを放っている。

			「これは……ピュアミスリル？」

			「知ってるのか？　ミーユ」

			「名前の通り、純度の高いミスリルにつけられる名前だよ。

			　大さじいっぱいのピュアミスリルで、大樽ひとつ分の黄金と交換できるってぐらいには珍しい鉱石だね」

			「そいつはすごいな」

			「それに加えて、封印の魔法もかかってると思う。

			　ボクの家にも封印陣や封印紋の専門家の人たちはいたけど、これほどの封印は見たことないってぐらい強い……かな」

			「なるほど……」

			「レイン………。」

			「どうした？　マリナ」

			（じぃ………。）

			「石碑か」

			（こく。）

			　オレは周囲を警戒しつつ、石碑に向かった。

			「よくわからない文字だけど……。ミーユやリリーナは読める？」

			「ボクは無理かな……」

			「わたしにもわからん」

			「ちょっと待ってくださいっす！　それはたぶん……神官文字っす！　教会で独自に使われている暗号文字で、神官以上か、上級聖騎士の人にだけ教えられるっす！」

			「ローリアは読めるのか？」

			「たぶんですが、読めるっす」

			　ローリアは、石碑に手をかけ読み始めた。

			「アルバード歴八〇〇年。我らはこの地にタナトスとイルネス、マーダスの三魔騎士を封印することに成功した。しかしこの封印は、時を経るごとに効力が弱まる。三魔は、再び現れるであろう。この都市を中心に『眠り病』が蔓延し始めた時が、三魔騎士復活の合図だ。石碑を見ている勇敢なる者よ。封印という手段しか取れなかった我らに代わり、三魔騎士を滅してほしい。それが叶わずとも、再び封印をかけてほしい。封印の地は、扉の先にある迷宮の最奥にある。扉の封印を開く鍵である宝玉は、四ヶ所に封じられている。

			　東方の聖地・ヴィーンミルト。

			　北方の聖地・フリーズランド。

			　南方の聖地・竜人が治める土地、ドラゴリュート。

			　そして西方の魔境。世界の病が生まれし土地。ウエッターウエスト。

			　宝玉を集めるだけでも、困難の旅となるだろう。苦難の道のりとなるだろう。友を失う旅になるかもしれない。しかしその程度の力もないようでは、三魔騎士に勝利することはできない。タナトスだけでも厳しいだろう。力なきものが不用意に封印を解除しないための措置であると思ってほしい。封印という形でしか、三魔騎士を抑えることができなかった不甲斐なさを恨む。それでも頼む。世界を救ってくれ。　クリストフ・ウォーレン」

			「クリストフ・ウォーレンだと？」

			「知ってるの？　リリーナ」

			「アルバード歴七九〇年――つまり今から五一〇年前の人魔大戦において、人間やエルフの勝利に貢献したと言われる四勇者のひとりだ」

			「人魔大戦？」

			「歴史書の記述によれば、魔物化した人間――魔人を相手に、純粋な人間と獣人。エルフに竜人たちが一体となって立ち向かった世界戦争だ」

			「ちなみにクリストフ様は、六〇〇年の歴史がある神聖教会の歴史の中でも、『最強の聖騎士』として名高いお人でもあるっす！　銅像や肖像画もたくさんあるっす！　大戦が終わったあとは、四勇者たちと並んで各地に点在している魔物を封印・討伐していたって話っす」

			「ちょっと待ってほしいんだぜな！　細かい用語がいきなりでてきて、わけがわからないんだぜな！　つまりいったい、なにをどうすればいいんだぜなー！」

			　カレンが両手を握って瞳を閉じた、[image: kao63.png]な顔で混乱した。

			　オレもちょっぴり同感だ。

			　ミーユが色々、整理してまとめる。

			「歴史に残る聖騎士の、クリストフ・ウォーレン。そんな人でも封印が精一杯だった魔物が、この奥にはいる。封印が解ける日は近い。なんとかしないといけない。その魔物たちと戦えるだけの力があるかどうか示す意味でも、世界に散らばる宝玉を集め……」

			「長いぜなあぁ！」

			「ええっ?!」

			「もっと短くしてほしいぜな！　一息でズバッと言い切れるぐらいにしてほしいぜなあぁ！」

			「えっ、ええっと……。奥にいるのが三魔騎士っていうのがすごい魔物で、だけど封印されていて、でもその封印は……いやでもこれじゃ一息じゃなくって……ええっと…………」

			　ミーユは律儀に悩んでいた。

			　眉をハの字にして悩み、情報をまとめようとがんばっている。

			　オレは代わりに言ってやった。

			「扉をあけるため、世界中に散らばっている宝玉を集める必要がある」

			「わかったぜな！　つまりアタシは、レインについていけばいいんだぜなっ?!」

			　カレンは納得してくれた。

			「ねぇカレン！　ボクに説明を求めたわりに、納得の仕方がザックリすぎないっ?!」

			　ミーユは涙目であったものの、カレンだから仕方ない。

			　その時だった。

			　ドゴォンッ！

			　ピュアミスリルで作られたうえに強固な封印もかけられていた扉がひしゃげ、もうもうと煙を立てていた。

			　そして扉の奥からは、封印を自力で解いた三魔騎士が――。

			　

			　なんていうことはなかった。

			　

			　犯人はマリナだ。

			　宝玉を集めて封印を解く必要がある扉を、パンチでぶち壊していた。

			「こわせそうに………みえた。」

			　ということらしかった。

			　しかし実際に壊せている以上、マリナが正しいと言わざるを得ない。

			「話を聞いた限りだと、封印からかなりの時間が経っていたみたいだからなぁ。弱まっていたのかな？」

			「それにしたって、ピュアミスリルをパンチで壊せるのはおかしいよ……。絶対におかしいよ……」

			（がーん………。）

			　ミーユにおかしいと言われ、マリナはショックを受けていた。

			「なにはともあれ、これで奥に行けるようになったわけか」

			　その事実を前にして、オレは一回考えた。

			「父さんを連れてこよう。オレたちだけで解決するには、ちょっとコトが大きすぎる」

			「それにはわたしも同意しよう。昔の勇者を知らん以上、勇者が苦戦したという魔物の力もわからん。しかし『わからん』ということは、それ自体が警戒の理由だ」

			「教会にも、知らせたほうがいいっすよね……？」

			「それは不要と、わたし個人は考える」

			「ほへっ？」

			「組織とは、その大きさに比例して行動が遅くなるものだ。神聖教会の場合では、五賢人だか五聖人だったかに伺いを立てて、話がまとまるまでのどうこうを待たねばならなくなる」

			　淡々と説明したリリーナは、眉間にシワを寄せて言った。

			「率直に言って面倒だ」

			「確かに時間はかかるかもしれないっすが……」

			「要点は、それだけではない。むしろこちらのほうが大きいのだが……」

			「大きいのだが……なんっすか？」

			「教会の神官や聖騎士の百万人より、レリクスひとりのほうが強い」

			「ほへえぇっ?!」

			「百万は言いすぎたかもしれんな。

			　だが一〇万や二〇万なら、レリクスひとりでも勝てる。

			　これは絶対的な真実だ。

			　そのレリクスを連れてくる以上、教会などは知らんし要らん」

			「…………」

			　ローリアは、口をポカンとあけてほうける。

			　しかし横目で、オレのことをチラと見た。

			　聖騎士二〇人をあっさり倒したオレから、父さんの実力を図ろうとしている感じだ。

			「父さんは強いよ。色んな魔法もスキルもあるし、軽く見てもオレの十倍は強い」

			「その人は、実在しているんっすか?!」

			「圧倒的にしているよ」

			　ローリアは愕(がく)然(ぜん)としていたが、オレたちは一度戻ることにした。

		

	
		
			　

			家に帰るその前に。

			　

			　父さんを連れてくるため、街に戻ることにした。

			　以前に作った『転移のドア』があれば一瞬で移動できるのだが、ローリアには秘密にしておいたほうがいいと思った。

			　オレたちが街に戻ると、聖騎士たちに囲まれた。

			「ご無事でしたか！　ローリアさま！」

			「死霊都市はいかがでしたか?!」

			「眠り病の原因は?!」

			「えっ、えっ、ええっとっすね……」

			　どこまで言ってよいのかわからないのだろう。

			　ローリアは、視線でオレに助けを求めた。

			「調査をしている途中だが、忘れ物に気づいてな。取りに戻ってきていたところだ」

			「なるほど……」

			「そういうことなら、オレは宿に寄らせてもらうが」

			「その口振りですと、死霊都市にはまた向かわれる、ということですか？」

			「ああ」

			「ローリアさまは、いかがなさいますか？」

			「じ、自分は……最後まで見届けたいっす！

			　神聖教会の神官として、見届けないといけないと思ったっす！」

			「ふぅむ……」

			　護衛の聖騎士のリーダーが、アゴをさすってうなった。

			「そういうことなら、我らも同行してよろしいですかな？」

			「えっ？」

			「レイン殿のお強さは、身に染みて感じ入りました。

			　だからこそ、思うのです」

			　リーダーは、一拍の間をおいて言った。

			「あれほどの規格外れの力を持ったレイン殿が、たかが忘れ物で引き返さなくてはならない存在とはなんなのか――」

			　なかなか鋭いリーダーだった。

			「それを考えますと、ローリア様がそのような存在のところへ行くのに、我らが残っていてよいとは思えませんでした」

			　無難な言い訳をしたつもりなのに、墓穴のような結果になってしまった。

			　オレへの評価が、そこまで高くなっていたとは。

			「忘れ物をしただけでそこまで言われるとか、アタシのご主人さまはすごいぜなぁ……♥」

			「うん………♥」

			「まぁ、レインだしな……」

			　逆にカレンたちは、照れたり誇らしげだったりしていた。

			「いかがでしょうか？　レイン殿。

			　ローリア様の盾になることはあれ、レイン殿の邪魔はしないよう心がけますが。

			　レイン殿に劣るとはいえ、腕に覚えもございます」

			　腕に覚え……？

			　オレが疑問符を浮かべていると、ミーユが小声で耳打ちしてきた。

			（一応言っておくけどな、聖騎士って強いんだぞ？

			　中級聖騎士程度でも、

			　平均的な王国騎士なら十人でかからないといけないイノシシの魔物ともひとりで戦えたり、

			　並の騎士なら百人いても手をだしちゃいけない、特殊指定危険生物である大王スクイッドでも、三十人で倒せたりするんだぞ？）

			　ミーユ的には、それはすごいことらしい。

			　でもオレは――。

			　イノシシの魔物[image: yajirusi_sita.png]十歳のころにはひとりで倒していた。

			　大王スクイッド[image: yajirusi_sita.png]軽い魔法で一発だった。

			　なのであまりピンとこない。

			「しかし人である以上、個人差があるのも事実――ではございます」

			　いつも眠たげな瞳をしているリンが、いつも通り眠たげな目のまま槍を構えた。

			「わたくしが軽い『テスト』をしておきます。

			　レイン様とマリナ様は、『忘れ物』を取りにいってください」

			「そういうことなら、アタシもテストに参加してやるぜなっ！」

			　真面目なリンはもちろんのこと、相手を『弱そう』と見たカレンも叫んだ。

			　カレンという子は、弱い相手には強い。

			「でしたらミリリも、しますです……にゃあ」

			「テストって、どんな感じのことをするの？」

			　危ないことだと、リンやミリリが心配になる。

			「大したことではございません」

			　リンは事務的で抑揚のない声で言うと、ひとりの聖騎士を見やった。

			　並んでいる中では、もっとも若い聖騎士だ。

			「ではあなた、こちらへ」

			「レイン殿であればともかく、部下の奴(ど)隷(れい)が相手とは……」

			「そのような発言は、勝てる相手に限定したほうがよろしいですよ？」

			　リンは先っぽが、たんぽぽの綿毛のように白い丸で覆われている訓練用の槍を構えた。

			　それは挑発のようでいて、挑発ではない言葉。

			　真面目でクールで事務的なリンは、仕事のうえで必要なことや重要なことは端的に述べるところがある。

			　しかし相手からすると、それは挑発だったろう。

			　聖騎士は、面白くなさそうな顔で剣を構えた。

			　次の瞬間。

			　ドンッ！

			　リンの槍が聖騎士の喉笛に刺さった。

			　聖騎士は、あえなく吹っ飛び街の塀にぶつかった。

			「不合格――ですね」

			　リンの得意の瞬殺芸だ。

			　リンは人間の隙の有無を、光る壁という形で見ることができる。

			　槍一本が刺さる範囲でも見えさえすれば、相手を一瞬で倒すことができる。

			「グラーフは、聖騎士になってからは日が浅く、我らの中では最弱……」

			「それでも聖騎士として任命されるだけの力は持っている……」

			「それがたったの一撃で……。

			　いや、そもそも、グラーフが最弱と見抜ける眼力……」

			「レイン殿は、従えている奴(ど)隷(れい)ですら常識外れということか……」

			　聖騎士たちは戦慄していた。

			「しかしグラーフは、それでもこの中では最弱。

			『テスト』は、我ら全員にやっていただきたい」

			「元よりそのつもりです」

			　リンは再び槍を構えた。

			「大丈夫そうだな」

			　オレはそう判断し、マリナといっしょに宿を探した。

			　集団で歩いていた時も目立ったが、ふたりで歩いていても目立つ。

			　マリナが目立つのはもちろんだけど、オレもなかなかに目立つ。

			　どうやらオレも、この世界だと美形であるらしいのだ。

			「ふたりきり………♪」

			　マリナはマリナでうれしげに、オレの腕に腕を絡ます。

			　かわいい。

			　そしてこんなにかわいいと、なにもしないわけにはいかない。

			　聖騎士が二〇人近くいることを思えば、テストに時間もかかるだろう。

			　人目が途絶えた一瞬の隙をついて、路地裏に移動した。

			　マリナを壁に押し当てて、ちゅっ………とかわいいキスをする。

			（むにゅむにゅむにゅ）

			　ついでにおっぱいも揉んだ。

			「えっち………♪」

			　マリナはちょっぴりはにかみながらも、うれしそうに背を向けた。

			　壁に手をつけお尻を突きだす。

			　誘うかのように、小さく振ってきたりもした。

			　いただきます。

			　マリナの準備はできていた。

			　軽く突き立て押し込むだけで、ぬぷっと奥に入っていく。

			　根元まで差し込むと、マリナの奥の敏感なところに、こつっと当たる。

			「んんっ………！」

			　そのほのかなる衝撃だけで、マリナは達する。

			「はあっ、あっ、あっ、あっ、んんぅっ………！」

			　腰を軽く動かすたびに、マリナの中のひだひだが、オレのやつにずりゅずりゅとこすれる。

			　マリナを何度もイカせたのちに、オレも達した。

			　それからオレは適当な宿を借りた。

			　アイテムボックスのスキルを使ってドアをだし、家へと戻った。

		

	
		
			　

			戦い前の軽いドタバタ[image: kao76.png]

			　

			　父さんを連れて、リンたちがいたところに戻る。

			「ハアッ！」

			　リンが訓練用の槍を突き出した。

			　聖騎士は盾でいなすと、カウンターの袈裟切りを放つ。

			　バギィ！

			　リンが持つ訓練用の槍が、音を立ててへし折れた。

			「おおっ！」

			「さすがはトリスタン！」

			　観戦していた聖騎士から歓声が沸いた。

			　戦っていた聖騎士の口元に笑みが浮かぶ。

			　けれども、リンは動じない。

			　槍を折られた反動を利用して、自らの体を回転させた。

			　リンは聖騎士の横に回り込み、兜で覆われた頭に肘鉄。

			　頭をゆさぶられた聖騎士は、ぐらりとよろけた。

			　リンが自身の掌底を、相手の胸板に打ち込んだ。

			　ドンッ！

			　聖騎士、吹き飛ぶ。ゴホりと軽く血を吐いたりもした。

			　けれども、倒れたりはしない。

			　自身の胸元に手を当てる。聖騎士の胸元は、白く輝く。

			「中級以上の聖騎士となりますと、セルフヒールに自己強化の魔法も使用できるようですね……」

			「それゆえの聖騎士よ！」

			　トリスタンと呼ばれた聖騎士が突っ込んでくる。

			　トリスタンは剣と盾を持ち、リンは素手。

			　しかも相手は、自己回復と強化もできる。

			　状況は、圧倒的に不利――。

			　と、思いきや。

			　リンはトリスタンの剣を白羽取りした。

			　パシッと掴んでグイッとひねる。

			　リチャードが、剣を取られまいとして引っ張る。

			　リンはその瞬間に合わせ、剣を離した。

			「うおっ?!」

			　支えがなくなったリチャードは、バランスを崩す。

			　無防備になったところで、華麗なる回し蹴り。

			　それは完璧な軌跡を描き、リチャードの首筋にめり込んだ。

			　ヒールで回復する間もないまま、リチャードは白目になった。

			「あなたに限ったことではございませんが……。

			　ヒールがあると思うことで、打撃攻撃に対するケアが単調となるところがございますね」

			　リンは淡々と解説していた。

			「テストは終わったのか？」

			「ミリリやカレンとも精査いたしましたが……最悪でも弾除けにはなりそう、という意味では、七名ほどかと」

			「リンに勝ったのがひとり、ミリリやアタシと互角だったのがふたり、負けはしたけど筋がよかったのが四人、だぜなぁ！」

			「リンに勝ったやつもいたのか」

			「わたくしに勝ったのはリーダー。

			　ミリリやカレンと互角だったのは副リーダー、です」

			　敗北したにもかかわらず、リンの口調は淡々としていた。

			　あくまでもテストであって、本気ではなかったことがうかがえる。

			　聖騎士のリーダーが、オレに言う。

			「改めて申しあげますが……。

			　さすがはレリクス様のご子息。

			　引き連れている奴(ど)隷(れい)も、強者ばかりでございますな」

			「いやいや、それはレイン独自の力じゃ」

			　聖騎士のリーダーがオレを褒めたが、父さんが割り込んだ。

			「ワシは指導が苦手でのぅ。部下や奴(ど)隷(れい)を育成できたことはない」

			「あ、あなたはもしや……。最強の七英雄・レリクス＝カーティス様で……?!」

			「そう呼ばれることは多いの」

			　聖騎士たちがざわついた。

			（おお……！）

			（すごい……！）

			（あれがレリクス＝カーティス様か……！）

			　リーダーが口を開く。

			「し……失礼ですが、レリクス殿。

			　手合せ――などをしてはいただけないでしょうか？」

			「む？」

			「き……騎士として生まれたからには、一度は手合せしてみたいと思うのが、レリクス殿でありまして……」

			「ふむ……。よかろう」

			　父さんとリーダーが、あいたスペースに移動した。

			　オレには掌底一発で吹き飛ばされたリーダーであるが、父さん相手にはどうなるのか。

			　そんな気持ちで見ていると、父さんはリーダーを見つめた。

			「なんというプレッシャー……！」

			　リーダーは、風に押されたかのように吹き飛びかけた。

			　それでも吹き飛ぶことはなく、二本の足で立っていた。

			「レリクス様に見つめられて立っていられるとは……リーダー殿はおさすがですね」

			「リン様に勝利しただけのことはありますです……にゃあ」

			「すごいぜな……！」

			　立ってるだけで強者?!

			　基準がちょっとおかしくないっ?!

			　でも仕方ないのだろう。

			　それがウチの父さんである。

			　父さんが、人差し指をリーダーに向けた。

			　五メートル以上は離れた位置から、ツン……と押す。

			　次の瞬間。

			　

			　ズドォンッ！

			　

			　リーダーは、殴られたかのように吹き飛んだ。

			　街の城壁に激突し、バゴンと激しい炸裂音。白い煙がもうもうとあがる。

			　リーダーは、大の字になって城壁に食い込んでいた。

			「やりすぎてしまったかの……？」

			「明らかにやりすぎだ」

			「近ごろは、レインと訓練することが多かったからのぅ。

			　手加減はしたつもりだったのじゃが、失敗したようじゃ」

			「やれやれ」

		

	
		
			[image: p082.jpg]
		

	
		
			　リリーナは、指パッチンでヒールをかけた。

			　三〇メートル離れている相手に指パッチンでヒールをかけることができるのもおかしいのだが、父さんの仲間だった人なので仕方ない。

			「聖騎士の方々が百万人いても勝てるってのは、大袈裟な話でもなかったんっすね……」

			　ローリアも納得していた。

			「それでもリンに勝った以上、あの人も連れて行くってことでいいのか？」

			「わたくしは、ミーユ様とレイン様の判断に従いますが……」

			「レインやレリクスさんがおかしいだけで、普通に強い人だぜな！

			　レインの『いちばんどれい』のアタシから見ても、強い人だと思うぜな！」

			「お待ちなさい、カレン。誰が一番奴(ど)隷(れい)ですか？」

			「アタシだぜなっ！」

			「どうしてそうなるのですか？」

			「アタシはミリリよりも、『せんぱい』で『おねーさん』だぜなっ！

			　そしてミリリは、リンに勝っているぜなっ！

			　だからアタシが、レインの『いちばんどれい』なんだぜなっ！」

			「それは聞き捨てなりませんね……」

			　リンはすうっと目を細める。

			　事務的で物静かな目つきと声音に、わずかな怒りが篭っていた。

			「ミリリがわたくしの上に行くのは当然ですが、あなたがミリリの上――という判断には、納得がいきかねます。

			　レイン様に仕える時期が早かった――ということ以外に、ミリリよりも優れている点はどこですか？

			　強さ、可憐さ、ひたむきさ。

			　どれを取ってもミリリが一番であり、あなたやわたくしが一番になれる余地はございません」

			「はにゃあぁ?!」

			　想定以上の絶賛に、ミリリが一番驚いた。

			「そそそそっ、そのように言われますと、ミリリはミリリは恐縮で、照れてしまうのですが……にゃあ」

			「ですが事実です」

			「にゃうぅ……[image: kao84.png]」

			　褒められ慣れていないミリリは、真っ赤になってしまった顔を両手でおおった。

			「そっそっ、そんなことはないと思うぜなっ！

			　ミリリにも、足りないところは色々あるぜなっ！」

			「どこですか？

			　マリナ様やミーユ様に比べれば劣るところはあるでしょうが、あなたやわたくしと比較した場合には……どこですか？」

			「おっぱいが小さいぜなっ！」

			「にゃうぅん！」

			　ミリリは胸を、両腕で隠した。

			　ミリリはけっして、小さくない。平均からすれば、むしろ大きい部類に入る。

			　しかしリンやカレンが、とても大きい。

			　なので比較した場合だと、小さい部類となってしまう。

			「言ってはいけないことを申しましたね……？」

			「ぜっ、ぜなっ?!」

			　氷のナイフのような冷たく鋭いリンの視線と声音に、カレンは怯んだ。

			「そっそっそっ、そこまで怒ることだぜなぁ?!」

			　負け犬という名の小物っぽい挙動であたふたと慌て、視線を左右に泳がせた。

			　そこで気づいた。

			　ミリリと同じく胸を押さえて、気重に視線を伏せているミーユに。

			「きっきっきっきっ、気にしてないぞっ?!

			　ボクは全然、気にしてないぞっ?!

			　リンやマリナやカレンと比べておっぱいがちっちゃいことや、背が低いことなんて気にしてないぞっ?!

			　っていうかちっちゃくないからな?!

			　ボクはちっちゃくないからなっ?!

			　リンやマリナやカレンと比較するから――ってだけで、ボクはちっちゃくないからなっ?!」

			　必死なうえに涙目だった。

			　誰がどこをどう見ても、滅茶苦茶に気にしていた。

			　かわいい。

			「でも意外だなぁ。ミーユが気にしているのって」

			「それはあなたのせいだと思う。」

			「オレの？」

			「いや……別に。レインのせいとは違うっていうか。

			　ボクが勝手に気にしてるだけっていうか。

			　おっぱいの大きい子をさわってる時間のほうが長いのが気になってはいるんだけど、ボクを大事にしてくれる時間も、短いわけじゃないし……っていうかまったく気にしてないしっ?!」

			　もう本当に涙目だった。

			　可哀そうになってくる。

			　しかもオレが悪い。

			　抱きしめておこう。

			「ミーユはさびしがり屋だなぁ」

			「ううぅ……」

			　ミーユは恥ずかしそうに歯を食い縛りつつ、オレの胸板に顔をうずめた。

			　もしも犬の獣人だったら、尻尾をブンブン振っていたと思う。

			　かわいい。

			　それはさておき。

			「リンとカレンはどうするんだ？」

			「レイン様が許してくださるのであれば、上下の関係はつけておきたい――と考えます」

			「アタシはレインが許さなくても、きっちり上下を教えたいぜなっ！」

			「ミリリは？」

			「ご主人さまがミリリをかわいがってくださるのであれば、何番目でも構わないです……にゃあ」

			　ミリリらしい答えであった。

			「それはいけませんよ、ミリリ。

			　なんらかの事情でわたくしたちとレイン様が別行動になった時、指示系統はどうするのですか？」

			「それは……」

			「話し合いができる場合であれば、話し合いでもよいでしょう。

			　しかし『話し合いに時間を使う』という行為自体が、状況を悪化させることもあります。

			　そういう事態も想定し、指示系統は整えておくことは重要である。

			　訓練施設でも教わりませんでしたか？」

			「確かに教わりました……にゃあ」

			「そーいうときは、アタシに従えばいいだけだぜなっ！」

			「…………」

			「どーしてそこで目を逸らすぜなっ？！？！？！」

			「ふ……深い意味も浅い意味も、いい意味も悪い意味もないです……にゃあ」

			「ほんとーぜな？」

			「ほんとうです……にゃあ」

			「それならまったくおんなじことを、アタシの目を見て言ってほしいぜな」

			　カレンは、ジトーっとミリリを見つめる。

			　その距離はとても近い。

			　キスできそうな至近距離だ。

			「ふみいぃ……」

			　可哀そうなミリリは、目を閉じて顔をそらした。

			　目尻に涙が浮かんでいたりもした。

			　本当に可哀そうだ。

			「ぜなあぁ～……」

			　カレンのほうも涙目だった。

			「思っていたより、尊敬されていなかったぜなあぁ……」

			　カレンの頭の中では、『自分は頼れるおねぇさん奴(ど)隷(れい)。ミリリは自分をウルトラ尊敬している』となっているらしかった。

			　手持ちの棒を、リンへと向ける。

			「決闘するぜなっ！」

			「はい……？」

			「リンはアタシを、弱いと思っているところがあるぜなっ！

			　だからアタシと戦って、負ければ話は終わるぜなっ！」

			「ではレイン様たちが地下へともぐっているあいだ、わたくしとあなたは戦うことにしておきましょう」

			「リンはついてこないってことか？」

			「客観的事実関係から考えて、カレンやわたくしは足手まといになる可能性が濃厚です。

			　合理性で言えば『弾よけの盾』という役割もございますが……」

			「それは無理だな」

			「レイン様なら、そうおっしゃるかと……」

			　リンはなぜか、ほっぺをぽうっと赤くした。

			　その原因は、すぐにわかった。

			「わたくしの中に入ってくる時も、膣の奥をおやさしく突いてくださりますし……」

			「わかる………。」

			「うむ……」

			「はにゃあぁ……」

			「わかる……けどさ…………」

			　心当たりのある全員が、内股でもじもじとした。

			「ぜなぁ……」

			　唯一本番はしていないカレンも、想像してもじもじとした。

			「とにかくそういう話なら、オレたちだけで行ってくるよ。留守番はよろしく」

			「はい」

			　オレたちは、リンたちを置いて地下迷宮へと向かった。

		

	
		
			　

			迷路の番人（かわいそう）。

			　

			「いきなり迷路とはのぅ」

			「そのようですね」

			　大聖堂の地下。

			　マリナが殴り破った扉の奥に、オレたちはいた。

			　天井や壁が、うっすらと白い輝きを放っている。真珠を粉にして混ぜたかのように神秘的だ。

			「迷路と言えば、壁を破壊して直進するのが定石じゃが……」

			　そんな定石は知らない。

			「しかしこの壁は、迂(う)闊(かつ)に破壊すると洞窟そのものが壊れそうじゃの」

			「そういうことなら、普通に進むしかないですね」

			「そうじゃな」

			「うん。」

			　オレたちは進む。

			　メンバーは、父さんとオレに、マリナとリリーナ。

			　あとはローリアと、聖騎士たちが七人だ。

			　リンとカレンに、ミリリとミーユは留守番である。

			　ミーユやミリリは、ついてきたそうにはしていたが――。

			『ボクは……行かないほうがいいよね』

			『ミリリは戦いでは足手まといでも、罠を探る能力が……』

			『逆探知で攻撃を食らう可能性があるからダメ』

			『にゃううぅ……』

			『…………』

			　ミリリがうなだれ、ミーユはしばらくのあいだうつむく。

			　しかし不意に顔をあげると――オレの唇にキスをした。

			『戻ってこいよ！　絶対！　ごはん作って待ってるからな！』

			『ここにいるミリリも、お待ちしておりますですにゃああ！』

			　そんな風に言って、泣きながらオレを見送った。

			「ふたりのためにも、無事に帰らないとな」

			「うん。」

			　マリナがうなずき、オレの隣を歩く。

			　そして淡々と歩いていると――。

			「敵か！」

			　スケルトンが現れた。

			　数は八体。

			　死霊都市というだけあって、スケルトンも透けている。

			　普通の物理攻撃は、効かないに違いない。

			　オレたちを見つけたスケルトンは、くぼんだ眼窩に赤い光を宿してオレたちを見つめ――。

			「「「Ｇｕえｅｅｅｅｅｅ…………」」」

			　死んだ。

			　普通に外敵として現れたかと思ったら、父さんを見た瞬間に死んだ。

			　リリーナが補足する。

			「今のレリクスは、気を張っているからな。

			　スケルトン程度、姿を見せるだけで撲滅できる」

			　にらむだけで敵を爆発させたり、四神将を手加減したデコピンで倒したりしていた父さんは、姿を見せるだけで敵を倒すこともできるらしい。

			　意味がわからない。

			　でもそれが父さんと言われたら、納得しかない。

			「力なき死霊のモンスターにしか通じんところではあるがの」

			　それでもおかしいと思います。

			　そんなチートのかいあって、危ない敵はでてこなかった。

			　ただのスケルトンではない、剣と盾を装備したスケルトンもでたが――。

			『Ｇｙａａａａａａａａａ……』

			　一見手ごわそうに見える、半透明のデスキマイラの死霊も――。

			『Ｇｕｅｅｅｅｅｅｅｅｅ……』

			　と消えていく。

			　圧倒的父さん。英語で言えばＡＴＴだ。

			　いやもうほんと、父さんひとりでよかったんじゃないの。

			　なんてふうに思っていたら、すこし開けた空間にでた。

			　半透明のサイクロプスがいる。

			　その出で立ちと雰囲気から言って、このフロアのボスなのは間違いない。

			　オレとマリナに、リリーナも構える。

			　オレは聖騎士たちに言った。

			「死にたくなければ下がっていろよ」

			「くっ……」

			　聖騎士たちは、メイスを構えて後ろにさがった。

			　サイクロプスの死霊は、オレたちに言った。

			「よくきたな……強き人間よ。

			　我はこの、第二の門を守護する…………Ｇｕえぇぇぇぇぇぇ………………」

			　そして死んだ。

			　強いと思われていたサイクロプスの死霊も、父さんの前では少ししゃべるのが精一杯だった。

			「死霊の身でありながら、レリクスさまを相手にしゃべることができただと……?!」

			「あのサイクロプス、生前は名のある存在だったに違いないっす……」

			　だが背後では、そんな評判が立っていた。

			　オレの父さんを前にした場合、そういう評価になってくるのだ。

			「扉の守護者を倒したはよいが、門が開く気配はないのぅ」

			「ちょっと手をあててみましたが……魔法的な力で封印されておりますね」

			　しかもこの封印、マリナがパンチで壊した門と雰囲気が似ている。

			「パンチで壊せないか？　マリナ」

			「今度のは………むずかしい。」

			「やっぱり、門の鍵となる宝玉が必要に思うっす……」

			　ローリアがつぶやくと、呼応するかのように人魂が現れた。

			　人魂は、オレたちの周りを旋回する。

			『資格なき者よ…………ぎゃあああ』

			『どのようにしてここにまで辿りついたのかは知らぬが……ぐええぇぇ…………』

			『立ち去れ……立ち去……ごふうぅぅ…………』

			　でも父さんの力でやられていった。

			　バランスブレイカーな父さんは、シナリオブレイカーでもあった。

			「しかし宝玉がないと門が開かないって言うんじゃ仕方ないな」

			「そうっすね！　諦めて探すっす！

			　わたしたち神聖教会も、全力でサポートするっすよ！」

			　ローリアや騎士たちが、協力体制をアピールするが……。

			　

			　ドゴオォォンッ！

			　

			　マリナがキックで吹っ飛ばした。

			「キックでなら………壊せそうだった。」

		

	
		
			　

			順調すぎる迷宮攻略とがんばるマリナ。

			　

			　迷宮の攻略は順調だった。

			「ワシは第三の扉を守る番人……グハアアァ…………」

			「資格なきもの、立ち去れ……立ち去……げりっぺえぇ…………」

			　定期的に死霊はでてくるのだが、一瞬で死ぬ。

			「気をつけよ。

			　ここより十二歩進んだところに罠がある」

			「わかるんですか？」

			「わずかじゃが、壁の隙間から悪意と邪気が滲みだしておる」

			　父さんは、右の壁をコンコンと叩いた。

			「この反響音から察するに、壁の中は空洞。

			　入っているトラップは、ガス系のナニカじゃろうな」

			　それだけでわかるとか……。

			　今日(Ｋｙｏｕ)も父さんはＯｋａしいぜ。

			　英語で言えばＫＯだ。疑いなしのノックダウンだ。

			「んっ。」

			　マリナが氷の塊(かたまり)をだした。

			　[image: kao98.png]

			　という感じの、ちょっとお茶目なマスコットだ。

			　どこがイカなのかは、まったくわからないが。

			　マリナの氷に、罠の反応はない。

			　まったくの無音。

			　けど――。

			「空気の流れが変わった？」

			「匂いはもちろん音もない。

			　それでいて凶悪な作用を持った痺(しび)れガスだな。

			　ひとたび浴びれば全身の筋肉はもちろん、心臓までが痺(しび)れるだろう。

			　レリクスやわたし、キミやマリナなら平気であろうが、後ろの連中は危なかったな」

			　そう言ってリリーナは、魔法のバリアを展開した。

			　これで後ろの連中も平気だ。

			「危険なトラップだなー」

			「世界中に散らばっているらしい『宝玉』とやらを集めていれば、無効化できる可能性もあったかもしれんがな」

			「しかし秘宝に頼りすぎると、カンが働かなくなることもあるからのぅ」

			　父さんの場合は、カンとかそういうレベルで語っていいものでもない気はするけど。

			「次の曲がり角を右に曲がると、モンスターがおるの。

			　風の流れから、スケルトンじゃと思われる」

			　オレは心の中で思った。

			（だからどうしてわかるんですか）

			「んっ。」

			　マリナがツイッと前にでた。

			　今度の氷像はこんな感じだ。

			　[image: kao99.png]

			　氷の通路を地面に作り、カコンと蹴ってすべらせる。

			　氷像が、曲がり角を通過すると――。

			　グシャガアッ！

			　スケルトンに襲われて砕けた。

			「………アイスニードル。」

			　そこにマリナは、マシンガンのようにツララを出した。

			　ズガガガガ。

			　スケルトンの群れは、バラバラになった。

			　と――思いきや。

			「再生した?!」

			「竜牙兵、と呼ばれる個体かもしれんな。

			　生前にドラゴンの骨を煎じた粉を飲んだものがなれるというスケルトンで、

			　粉みじんにされても無限に再生するうえ、神聖魔法にも高い耐性を持つ」

			　実際、そのスケルトンたちはタダモノではない。

			　死霊でありながら父さんを前にして、死んでいないのがその証拠だ。

			　が――。

			「アブソリュート………ゼロ。」

			　マリナは丸ごと凍らせた。

			　砕いても再生されるなら、氷漬けにしておけばいい理論だ。

			　厄介そうな敵であったが、一撃で完封だ。

			（じ………。）

			　マリナが無言でオレを見てくる。

			「ほめてほしいの？」

			「うん………。」

			　マリナは小さくうなずいた。

			　ほんのわずかに頭をかたむけ、差しだすようなポーズも取ってくる。

			　よしよしよし。

			　オレはマリナの頭を撫でた。

			「ん………♥」

			　うれしかったらしい。

			　ほんのりほっぺを赤くする。

			　生まれが恵まれていなかったマリナは、自分を肯定する気持ちが弱い。

			　隙あらば、オレに認めてもらいたがるところがある。

			　そんなマリナも愛らしい。

			　それなのでオレは、マリナの手を握りながら先へ進んだ。

			　のんきと言えばのんきだが、オレにとっては世界よりもマリナだから仕方ない。

			　世界のためにマリナを殺す――なんてやつがいたら、光の速さでぶちのめすよ。

		

	
		
			　

			vs迷宮の主。

			　

			　淡々と迷宮を進んでいると、一際立派な門に辿りついた。

			　色合いなどは今までと同じだが、込められている魔力が違う。

			　例によって、宝玉がないとダメそうな雰囲気だったが――。

			「んっ！」

			　マリナが蹴ったら吹き飛んだ。

		

	
		
			[image: p103.jpg]
		

	
		
			　オレたちは、門を抜ける。

			　その先にあったのも門。先のそれとは違って、酷く禍々しい。

			　そして門を守るかのように佇んでいるひとりの男。

			　陽炎のようにたゆたう白いオーラは、死霊の者とは思えないほどに神々しい。

			「初めまして。

			　わたしの名前はクリストフ。この迷宮に三魔騎士を封印した、四勇者のひとり」

			　クリストフは、恭しく礼をした。

			「オレはレインだ。レイン＝カーティス」

			「ワシはレリクス。レリクス＝カーティス」

			「わたしは………マリナ。レインの………およめさん。」

			　そんな感じで、オレたちは名乗った。

			　マリナの名乗りだけ、すこしかわいい。

			「きてくれて礼を――と言いたいところだが、宝玉を持っていないようだな」

			「ダメなのか？」

			「あの宝玉は、正しい心を持っている者でなければあつかえないようになっている。

			　この門を通る戦士は、力と正しい心の両方を持った戦士でなければならない。

			　魔族を尊ぶ邪教徒であってはならない。

			　宝玉がないのなら、貴公の心を我が剣で確かめさせていただく」

			　クリストフは剣を構えた。

			「不愉快に思われたならすまない。

			　しかしわたしは、わたし自身の封印術でこの場に封じられた存在だ。

			　封印術で封じられた存在は、複雑な判断をこなすことができない。

			　以上の言葉も、事前に定めた通りにつづっている」

			「なるほど……」

			　オレは静かに剣を構えた。

			「それじゃあ、一対一で」

			「よかろう」

			　オレが前にでると、マリナたちは後ろにさがった。

			「では、行きます」

			　オレは攻撃を宣言し、ファイアボルトをクリストフに放った。

			　レベル２０００の大王スクイッド程度なら、一撃で殺せる炎雷魔法。

			　だがクリストフは、左手一本で受け止めた。

			　ファイアボルトは、小さな爆発を起こし消え去る。

			「よい魔力だが――浅い」

			　クリストフが突っ込んできた。

			　右手の剣でオレを突く。オレが素早く左に逃げれば、剣を両手で持って刺突を斬撃に変えてくる。

			　バク転で回避した。

			　蹴りのひとつでも入れられそうな気はしたが――――。

			（っ?!）

			　危険なオーラを察知して離れる。

			　父さんはもちろん、ネクロやジェネラスとも違う、独特の力。

			　それをクリストフは持っていた。

			「カンがいいようだね」

			　陽炎のようだったクリストフのオーラが、太陽のフレアのように波打った。

			　さらに沸き立つフレアの一部が、白い玉となって浮かぶ。

			「わたしの聖闘気の特徴は、『対象の封印』。

			　この聖闘気に触れたものは、その個所を封印される。

			　魔法で傷を受けなかったのも、そのおかげだ」

			　クリストフが、封印の白い玉を放つ！

			「聖封・散弾射！」

			　無数の球が飛んでくる。

			　視界を埋め尽くす超高速のそれは、必然的に回避不可。

			　オレは咄嗟に、ダブルをだした。

			　炎と雷の魔力で作った、オレそっくりの偽物だ。

			　ボシュボシュ、ボシュンッ！

			　しかしダブルは、散弾を食らった端から弾けてしまった！

			「くそっ！」

			　それでも弾幕は薄らいだ。身をよじって回避する。

			　白い玉のひとつが、オレの左腕をわずかにかすめた。

			　それはもう本当に、『かすめた』というだけだった。

			「っ?!」

			　なのに左腕が『封印』された。

			　完全に動かない。

			　クリストフが突っ込んできた。斜めの軌跡を描く斬撃。

			　オレは自身の剣で受ける。

			　キィンッ！　と紅い火花が散った。

			　左腕が封印されている今、剣を持つ手は右腕だけだ。

			　そのせいで重い。

			　じりじりと押される。

			　オレは咄嗟に剣を引く。

			　クリストフの体勢を崩し、バックステップでさがる。

			「甘いっ！」

			　クリストフの左手から閃光。身を翻(ひるがえ)して回避する。

			　その閃光は、右目のまつ毛にチリッと触れた。

			　それでも確かに回避した。

			　まつ毛にチリッと触れた以外には、一切触れなかった。

			　が――。

			　

			　右目の視界も封印された。

			　クリストフの周囲に、封印の発球が浮かぶ。

			「聖封・散弾射！」

			「ファイアーウォール！」

			　オレは炎の壁を張る。

			　だがそれも、先刻のダブルのように消されてしまう。

			　身をよじって最小限に受けてはいくが――。

			「かすったね？　右足に」

			　その通り。

			　右の太ももにかすってしまっている。

			　機能がゆるやかに封印された。

			「わたしの散弾射を二度も受けてその程度で済んでいるとは、驚きだ。

			　ランクをつけるなら、優にＳとは言えるだろう。

			　しかし三魔騎士たちは、ＳＳ以上の実力者たちなのだ」

			　クリストフの周囲に、またも封印の白球が浮かぶ。

			　しかしまったく同じ技を、三度も食らうつもりはない。

			　オレはクリストフをイメージし、炎の玉をオレの周辺に浮かべた。

			「炎の玉で、わたしの聖気を無効化させよう、というわけか。

			　確かに玉をぶつければ、相殺させることはできるだろう」

			「…………」

			「しかしどうかな？　わたしはキミという大きな目標にひとつでも当てればそれでいい。

			　だがキミは、わたしの玉という小さな目標すべてを落とさなければならない。

			　それは大変なことだと思うが？」

			「常識で言えば、その通りだな」

			「フフフ……。よろしい。それでは貴公に敬意を表し、温存なしの全力でいこう」

			　クリストフの全身が光り輝く。

			　五〇ほどの光球が、一〇〇にまで増えた。

			「ではゆくぞ――聖封・散弾射！」

		

	
		
			　

			vs四勇者。

			　

			「ではゆくぞ――聖封・散弾射！」

			　迷宮の守護者――クリストフの死霊が、触れた相手を封印する、無数の封印弾を放った。

			　オレは目を閉じ、封印弾の流れを感知する。

			　クリストフは言った。

			『自分は貴公にひとつでも当てればいいが、貴公はわたしの封印弾すべてに当てる必要がある』

			　これは間違っていない。

			　だが正確でもない。

			　クリストフの封印弾は、オレに当てなくてはいけない。

			　オレというターゲットを狙い、無数の玉をライフルのように飛ばす必要がある。

			　オレは違う。

			『置く』だけでいい。

			　クリストフの封印弾が通るラインに、オレの魔力がたっぷりこもった火炎弾を『置く』。

			　それだけで構わない。

			　クリストフの弾が、オレが置いた魔力の弾にぶつかっていく。

			　ぼしゅぼしゅぼしゅんっ！

			　クリスフトの弾は勝手に当たり、勝手に消えた。

			　オレはズドンと地を蹴った。

			　一直線に向かっていく。

			　渾身の魔力を、右腕に込めて――。

			　

			　クリストフの顔面を殴る！

			「グハアッ――――――――――！」

			　クリストフは吹っ飛んだ。

			　それと同時に、オレの体はぐらりとゆれた。

			　右足が封印されている状態での無理な突撃だったため、うまくブレーキをかけられなかった。

			（これは転ぶな……）

			　と思った。

			　次の瞬間。

			（ぎゅっ………。）

			　マリナがオレを抱きとめた。

			　遠くで見ていたリリーナが、目を丸くする。

			「今の動きは早かったな……。

			　少年が地を蹴ると同時に、マリナも地を蹴っていたぞ」

			「今のタイミングだと、レインがころぶと思った。

			　あとは………パンチも当てられると思った。」

			　オレに対する、絶大な信頼であった。

			　そんなマリナは、オレにくっついたままほっぺたを赤くする。

			　心臓の、どきどきという音も聞こえた。

			　かわいいマリナは、ぽつりと言った。

			「ハグできて………うれしい。」

			　じー………。と、オレの横顔を見つめてもくる。

			　えっちを求めてる時の顔である。

			「………したい。」

			　本人も言っているのだから間違いない。

			　なんというのか、ブレない子である。

			「くっついてるとしたくなるのは、あなたのことが、好き好き病………だから。」

			　本当にブレない。

			　ただここでするのは、いくらなんでもまずい。

			　オレはクリストフを見た。

			「戦いと魔力を通して、キミのことが伝わってきたが……。

			　人のために戦える正義の心と、けっして折れない強い魂。

			　弱い者に手を差し伸べる、温かなやさしさ。

			　そして………………」

			　クリストフは、しばしの間をおいて言った。

			「色欲の魔王ですらドン引きしそうなやらしさ」

			　とても台無しになった気がするが、否定できないのも事実であった。

			「正しい………。」

			　誰よりもオレを理解しているマリナが言うのだから、それはもう間違いない。

			「しかし全体の98パーセントを占めるやらしさを除きさえすれば、清く正しい心を持った、勇敢な戦士だ」

			「98パーセントも除いたら、もう別人じゃないですか?!」

			「残った２パーセントの正義の心や勇敢な魂も、Ｓ級の戦士を超えるそれであるから大丈夫だ」

			「つまりオレのやらしい心は、Ｓ級クラスの正義の心や勇敢な魂をたった２パーセントに追いやってしまうほどあるっていうことですか……」

			　それってどんだけなんですか。

			　そんな風にも思ったが――。

			「正しい………。」

			　肯定されてしまった。

		

	
		
			　

			復活の三魔騎士と、規格外れの英雄。

			　

			「それではキミに、封印の力を託そう」

			　三魔騎士を封印していた迷宮の守護者・クリストフの体が光り輝く。

			　光はオレの体に移り、オレの全身を包んだ。

			　全身が、じんわりと温かい。

			　光は、オレの左の手首に集まる。

			　銀色のリングになった。

			「それは封印の輪だ。身につけているあいだは三魔騎士も封印できるほどの、封印の力を使えるようになる」

			　マジですか。

			「ただし使用できるのは、三回だけだ。

			　三魔騎士を可能な限り弱らせてから、リングの力を発動してくれ。

			　弱らせれば弱らせるほど、封印の時間は長くなる」

			　それは慎重に使わないといけないな。

			「それでは最後の扉をあけよう。幸運を祈る」

			　扉が開いた。

			　その奥には――――扉。

			「大切な封印だからな。二重にかけられている」

			　クリストフは、二枚目の扉にも手を当てる。

			「クリストフさんは、どうするんですか？」

			「キミたちが三魔騎士を封印するのを確認し次第、この空間に再び自らを封印する。

			　そしてまた遠い未来に、三魔騎士たちの封印が解けるころ――」

			「今回と同じような形で、人を呼ぶ……ということですか」

			「この地には、天然の魔力が眠っているからな。

			　自らを封印しつつ、力を蓄えるにはちょうどよい」

			「死ぬまではもちろんのこと、死んでも世界に尽くすわけですか……」

			「そうしてもよいと思えるほどの感謝を、わたしはこの世界にしている」

			　クリストフは、穏やかに笑った。

			「わかる………。」

			「マリナもわかるんだ」

			「ここはわたしを、あなたに出会わせてくれた世界。

			　世界を守ることに理由が要るなら、わたしにとってはそれがすべて。」

			　今日もマリナは、健気を擬人化したかのように愛らしかった。

			　この子がオレの恋人ですよ、と世界に自慢して回りたい気分だ。

			「ちなみにクリストフさんは、もしオレたちが三魔騎士を倒したらどうします？

			　封印ではなく、倒したとしたら」

			「その時は…………浮遊霊として、世界を見て回りたいかな」

			「自分が案内するっすよ！　神聖教会の後輩として！」

			　背後で見ていた神官のローリアが、そんな風にも言っていた。

			「「「我らも護衛いたします！」」」

			　ローリアの護衛についていた聖騎士たちも、そんな風に言った。

			　二枚目の扉が開く。

			「では改めて、幸運を祈る」

			　力を使ったせいだろう。クリストフが薄くなる。

			　オレたちは扉を抜けて、封印の間へと入った。

			　細長い通路を抜けて、封印のかかっていない扉をあける。

			　祭壇があった。

			　高潔なる魂を持った聖騎士・クリストフが、生涯を賭してほどこした封印の祭壇だ。

			　祭壇の上には、毒紫色に輝く水晶があった。

			「これが三魔騎士を封じている水晶かな……？」

			「この禍々しい気配。それで間違いないじゃろう」

			「封印魔術であればわたしにも心得はあるが……。この封印は、まさに限界が近づいているな」

			「んっ………。」

			　マリナが右手に魔力を貯めこむ。扉をあけた瞬間に敵がでてきても、攻撃できる構え。

			「それではワシが、封印を解くとしよう」

			　父さんが、右手の剣に魔力を込めた。

			「フンッ！」

			　剣を振る。白い闘気が放たれた。

			　封印の水晶は、真っ二つに裂けた。

			　毒紫色の煙の中に、三魔騎士のシルエットが浮かぶ。

			「んっ………！」

			　マリナはいきなり、氷のツララを飛ばしまくった。

			　無数のツララが、毒紫色の煙の中に入り込む。

			　そして――。

			　

			　跳ね返ってきた！

			　

			　父さんが剣をなぎ、無数のツララを一撃で払う。

			「マリナ自身が放つそれより、威力が増しておったのぅ」

			「うん………。」

			　マリナは、やや不満を持ちながらもうなずいた。

			　気持ちとして納得はいかないが、真実なのは間違いない。

			　煙の奥から現れた、ひとりの騎士が言った。

			「我は魔法をすべて受け止めて増幅して反射するスキルを、魔王様より授かった存在。

			　よって魔法は通用しない」

			　紫色のフルフェイスの面で顔をおおった、紫色の甲冑騎士だ。

			　その騎士が煙の奥からでてくると同時に、ほかの魔騎士も現れる。

			　黒いフルフェイスの面と甲冑で全身を包んだ騎士に、銀色の髪をオールバックにまとめた男だ。

			　銀色の髪の男の耳は、魔族のように尖っていた。

			「封印を解かせてみれば、我らとの『戦い』ではなく『封印』を選んだ弱虫クリストフはおらず……。我らと『戦い』ができそうにない者も、七名近く……」

			　銀色の髪の男の視線は、オレたちの後方にいるローリアと、ローリアを守る聖騎士たちのほうに向かった。

			「黒騎士、タナトス。わかっているな」

			「…………」

			　タナトスと呼ばれた黒騎士が、口に指を当てた。口笛ならぬ指笛を吹く。

			　ヒュー――――と音が駆け抜ける。

			　頭痛をもよおす不快音。

			　オレや父さん、マリナやリリーナにとっては『嫌な音』で済んだ音だが、後方の聖騎士にとっては――。

			　

			　死をもたらす音。

			　

			　音が流れると同時に、聖騎士たちはバタバタと倒れた。

			　耳から赤い血が流れ、開かれた瞳に光りはない。誰が見ても、死人のそれだ。

			「ハアッ、ハッ、ハッ…………」

			　聖神官のローリアだけが、かろうじてバリアで凌(しの)いでいた。

			　ただそれも、いつまで持つかわからない。

			　銀髪の男が言った。

			「我ら三魔騎士は、虫が嫌いでねぇ……。

			　虫けらが現れたときは、殺虫音で一掃させていただくことにしている」

			　それを聞き、クリストフが資格にこだわっていた理由もわかった。

			　数を集めて潰そうとする戦術は、三魔騎士には通用しない。

			　少数の精鋭を集める以外は、無意味なのだ。

			　次の瞬間。

			　ゴッ！　破壊音。

			　その音は銀髪の男の顔からでていた。

			　一瞬で移動した父さんが、男の顔に拳をめり込ませた音だ。

			　男は吹き飛び、壁にぶち当たる。

			「…………?!」

			　死の音を鳴らした黒騎士が口をあけ、攻撃の音をだそうとした。

			　だが父さんは、音よりも早くに動いた。

			　手刀で黒騎士を裂く。

			　マリナの魔法を跳ね返した紫の騎士が、剣を父さんに振り下ろす。

			　父さんは、右手を構えて炎を放った。

			　火炎魔法だ。

			　それは騎士に吸収される。

			　騎士の手前で増幅し、太陽のごとき巨大な炎のカタマリとなって、父さんに――。

			　放たれることはなかった。

			「喝ッ！」

			　父さんは叫ぶと同時に両手を重ね、火炎魔法をさらにぶち込む。

			　それは紫の騎士が反射しようとしていた魔法をぶち抜き、紫の騎士を貫通した。

			　紫の騎士の上半身と下半身のほとんどが消え、頭と手足がわずかに残されるだけとなった。

			「命を奪うことはよい。

			　彼らはその覚悟でこの場へとおもむいた。

			　しかし強きことを理由に弱き者を『虫けら』と罵ることが許されるなら、ワシはあえて言うてやろう」

			　かつて見たことのない怒りと殺気を携えて、父さんは言った。

			　

			「おヌシらこそが、虫けらであると」

			　

			　それは魔竜殺しの七英雄の中でも『最強』と謳われた、規格外れの英雄の姿であった。
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			レリクス無双。

			　

			　圧倒的な力を見せた父さんの前に、三魔騎士は為す術もなく吹き飛ばされた。

			　しかし戦いは終わっていなかった。

			「クククク、クク…………」

			　父さんに吹き飛ばされた銀髪オールバックの男が、不気味な笑い声をあげる。

			「魔王様を討ち取られ、自らも封印された余ら三魔騎士は、封印の中で考えていた。

			　仕えるべきあるじを亡くした今、どうしようかと。

			　そして結論を得たのだ。

			　我ら三魔騎士のうちのひとりが、新たな王になろうではないかと！」

			　銀髪の男から、禍々しい妖気が滲み出る。

			　大気が震え、壁や天井が小刻みにゆれた。

			「ふたりの騎士が封印を解くことに注力する中、余はひとり力を溜めた！

			　そして今、手にした力は魔王のそれだ！」

			　紫の騎士と黒い騎士が、男の左右で再生した。

			「王がいれば兵は生まれる！

			　王がいれば騎士は生まれる！

			　そして余の特性は『不死』！

			　貴様が何度殺そうと、余は無限に蘇(よみがえ)る！」

			　父さんが、有無を言わさず突撃をかけた。

			　拳を放つ。

			　しかし銀髪の男は、あろうことか――――。

			　

			　父さんの拳を、素手でつかんだ。

			　

			「さらに蘇(よみがえ)った余の力は、死する前よりも強化される」

			　あいているほうの手で、父さんに掌底を叩き込む。

			　父さんが吹き飛んだ。

			　燕尾服の胸元が、わずかに瘴気で腐食していた。

			　マリナがつぶやく。

			「つよい………。」

			「確かに無限に再生するうえ、そのたびに強くなるって言うんじゃ……」

			　理屈では倒せない。

			　もう本当に、オレがクリストフから受け取った封印の腕輪が頼りだ。

			　ただしあくまで、理屈で言えば。

			　ふしぎなことに、父さんがいると思えば負ける気がしない。

			　父さんは、闘気をたぎらせ口角をゆがめた。

			「不死を名乗る存在であれば、ワシは過去に三〇二体殺した。

			　その経験から言えば――」

			　父さんが剣を抜く。

			　父さんが剣を振る。

			　真空の斬撃が、地面をえぐりながら飛ぶ。

			　銀髪の男は真っ二つになる。

			　男は再生を始めるが、父さんは剣を放り投げて男に接近。

			「貴様のようなタイプは、殺し続ければ死ぬ」

			　男のこめかみに右フック。

			　男の頭蓋骨をへし折ると、宙にほうった剣を手に取り、無数の斬撃。

			　コンマ一秒にも満たない時間で男を八つ裂きにした。

			　男が父さんから、十メートルほど離れたところで再生を始める。

			　父さんは、自身の両手に闘気を溜める。

			「ワシが相手をした中でもっともしつこかった男は、九〇万六二八〇回で死んだものじゃが――」

			　闘気弾を放った。

			「クククク…………デスゾーン！」

			　男が言うと、男の前に亜空間が発生した。

			　闘気弾が吸われる。

			　復活していた騎士のふたりが、父さんの両手をつかんだ。

			　男は改めて叫ぶ。

			「デスゾーン！」

			　父さんは、現れた異空間に吸われてしまった。

			「やつは異空間に葬らせてもらった。

			　我ら三魔騎士以外の者が入れば『死』によって腐食され、五分と持たずに死亡する空間だ。

			　脱出する方法も、余を倒す以外には――――ない」

			　男はクククと勝ち誇る。

			　その時だった。

			　ザグウゥ、ザグウゥ、ザグウゥ！

			　空間に亀裂が入ると同時に、誰かが奥で空間を蹴り飛ばした。

			　魔力の壁がバリンと割れて、父さんが現れた。

			「たかが異次元に送った程度で、ワシを倒せると思っては困る」

			「うおおっ、おっ、おのれえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

			　男が初めて動揺を見せた。

			　漆黒の魔力弾を無数に発射し、父さんを押し戻す。最後は自らも、父さんに体当たり。

			　父さんは魔力と男の勢いに押され、再び異次元に戻ってしまった。

			「決まったネェ……」

			「あの空間は、入った者を殺すだけではない。

			　我ら三魔騎士の力を十倍にし、それ以外の者の力を十分の一にする」

			「自力で脱出しかけた時は驚いたガ……。イルネス自らが入り込んだなら終わりさネェ」

			　ふたりの騎士は、あとは事後処理と言わんばかりにオレたちを見た。

			　リリーナが言う。

			「気をつけろよ…………少年。

			　レリクスにかかればただの雑魚でしかなかったやつらだが、キミやマリナの基準では強いぞ」

			「そうみたいだね」

			　オレとマリナとリリーナは構えた。

		

	
		
			　

			vs三魔騎士。

			　

			　戦いが始まった。

			　オレは紫の騎士に切りかかる。

			　ガキィンッ！

			　紫の騎士はオレの剣を剣で受けた。

			　火花が散ってつばぜり合い。

			「中々の実力ではあるようだが……。

			　先のご老人には劣るな」

			　紫の騎士が、ザッと下がって剣を振る。

			　三日月状の斬撃が、オレに向かって飛んでくる！

			「んっ！」

			　マリナが氷のツララをぶつけ、相殺した。

			「ファイアボルト！」

			　オレは雷属性が混ざった炎を放つ。

			　それは甲冑に吸収された。

			「我に魔法は通じんと、先刻教えたばかりのはずだが？」

			　オレの魔法が、増幅されて跳ね返る！

			「やっぱりダメか……」

			　フャイアーボールをぶつけ、爆発させて横に転がる。

			　手を伸ばし、魔法――といきたいとこだが放ったところで意味がない。

			　自重する。

			　爆風に乗じて突っ込んだマリナが、紫の騎士に拳を入れた。

			　ズガガガガンッ、五連撃。

			　さらにタトンと宙を跳ね、華麗なる回し蹴り。

			「硬い………。」

			　しかしダメージを受けたのは、むしろマリナのほうだった。

			　騎士の体はグラリとゆらぐが、大したダメージには見えない。

			　騎士がブオンと振るった剣を、バック宙で回避する。

			　騎士に大きな隙が生まれる。

			　やはり魔法を使いたいところだが、魔法は効かない。

			　オレは地を蹴り切りかかる。

			　しかし斬撃に対しては、騎士の反応は早い。

			　きっちりと対応し、剣を振り上げ受け止める。

			　ギャリィンッ！

			　二度目の火花が散った。

			「斬撃はきっちりとガードするあたり、食らえばダメージは行くみたいだな」

			「机上の空論というやつだな」

			　オレと紫の騎士は、剣を重ね合わせてにらみあう。

			　声がした。

			「クックック……。

			　それでは我も、参戦させていただこうかネェ……」

			　黒い騎士の声だった。

			　後ろの聖騎士たちを殺した、死の音を発する。

			　意識がボワッと遠ざかりかける。

			「戦闘しながらになると、不快指数が段違いだな……」

			「本当に、不快で済んでるのかネェ……？」

			　魔騎士の指摘は正しかった。

			　オレのステータスは、単純に低下している。

			　それなりに鍛えた聖騎士複数人を即死させるような呪いの言葉を、実力者を相手取りながら聞かされて無事で済むはずはないのだ。

			「確かに厄介な呪いだが……。

			　わたしがいれば、どうにでもなる」

			　後方のリリーナが、自身の指をパチッと鳴らした。

			　低下したステータスが元に戻る。

			「ナニ……?!　我の発した、死の音ガ……?!」

			「遠い昔に猛威を振るったのが貴様らと聞くが……。

			　ヒトは常に進化している。

			　猛威を振るっていたのが遠い昔という時点で、もはや大した存在ではない」

			　リリーナは、右手を前にだしながら接敵していく。

			「ぐ……。ググ……！」

			　黒い騎士は死の魔力で空間を満たそうとするが、リリーナが張った白いバリアに押されていく。

			「増してわたしは、貴様らの天敵である聖属性の使い手だ。

			　貴様らが――わたしに勝てる道理はない」

			「このロリ餓鬼ガァ――――――――――――！」

			　黒騎士が剣を振りあげ振り下ろす。リリーナは紙一重で回避すると、手刀を入れた。

			　ザンッ！

			　黒騎士は真っ二つになる。

			「クリストフたちさえいない時代ナラ……。

			　世界は、我ラ魔騎士団のものと思ったのニ…………」

			「考えが甘いな」

			「グギャアアァー…………！」

			　リリーナの光に包まれて、黒騎士は消えた。

			　右手だけがガチャリと残る。

			　リリーナは、「さて……」とつぶやき踵を返す。

			　オレの横を通りすぎ、さらりと言った。

			「そちらの紫は頼むぞ、少年。

			　キミやマリナにとって強敵ではあるが、勝てない相手ではない。

			　わたしはこちらの、殺された聖騎士たちを蘇(よみがえ)らせる」

			「そんなことができるのか……？」

			「死体の状態がよいうえに、死後間もないからな。

			　蘇生できる可能性は高い。

			　これが心臓を潰されていたり、死後一日でも経っているとどうしようもないのだが」

			　リリーナは、こともなげに言った。

			　瞳を閉じて、意識を集中させていく。

			「やはり蘇生に問題はなさそうだが……。

			　立ち込める瘴気が少々邪魔だな。

			　ローリア。少し手伝え」

			「ど、どうすればいいっすか?!」

			「聖魔法のバリアを張って、わたしを包め」

			「はいっす！」

			　ローリアが、光のバリアを張った。

			　紫の騎士が、唖然としてつぶやく。

			「タナトスがやられ、イルネスと互角のやつもいる。

			　この世界は本当に、我らがいた世界なのか……？」

			「リリーナが言った通り、ヒトは進化するってことなんだろうよ！」

			　オレは戸惑う紫の騎士に切りかかった。

			「ぐううっ！」

			　紫の騎士は、左手からも剣をだした。二刀流だ。

			　オレの斬撃を、自身の剣をＸ(クロス)させて受ける。

			　ギャリィンッ！

			　三度目の火花。

			「調子に乗るなよ……小僧！」

			　騎士の瞳が怪しく光る。鋭い悪寒を感じたオレは、首をツイっと横にズラした。

			　ギュオンッ！

			　まばゆい閃光がオレの横を通過して、背後の壁に穴をあけた。

			　もしも直撃していたら、死んでいてもおかしくなかった。

			　紫の騎士が、追撃をかけてくる。

			　オレは剣を両手で握り、迎撃の構えを取った。

			　ギャリィン！　キキィン！　ガキィンッ！

			　互いに打ち合う。

			　オレが徐々に押されていく。

			　やはり二刀が相手では、手数の面で劣る。

			　その時だ。

			　騎士の右足首が、カキィン――と凍る。

			　マリナであった。

			「魔法だとっ?!　どういうことだ?!　わたしに、魔法は――」

			「だからわたしは、あなたを凍らせてはいない。」

			　マリナは騎士の、足元を指差した。

			「わたしが凍らせたのは、あなたの足首の周りの空気。」

			「くッ……！」

			　騎士はすぐに足を引き抜く。

			　その一瞬を、オレは狙った。

			「食らええっ！」

			　オレの鋭い斬撃が、騎士の右腕を飛ばした。

		

	
		
			　

			魔法を食らう騎士の最期。

			　

			「強いな……。ククク。

			　貴様の仲間が言った通り、我らはもはや、時代遅れの産物ということか……」

			　腕を切られた紫の騎士が、腕のない右腕を押さえた。

			「しかしこの我とて、伊達や酔狂で三魔騎士を名乗ったのではない！

			　ただ駆逐されるためだけに、五〇〇年を眠り続けていたのではない！

			　オオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

			　紫の騎士が雄叫びをあげた。

			　周囲の瘴気が螺(ら)旋(せん)を描き、紫の騎士に集まる。

			　瘴気の中には、死の音を得意にしていた黒い騎士の怨念も混ざっていた。

			　すさまじい風が吹き荒れる。

			　今すぐやつを討伐しなければと思う反面、近づいたら吸い込まれる――という危機感もある。

			　というか実際、嵐に巻き込まれないよう、立っているだけで精一杯だ。

			「コヒュー…………」

			　そうこうとしているうちに、騎士の変身は終わってしまった。

			　大きさが倍になり、体からは四本の腕。

			　大きなヨロイは黒と紫の色が不自然に混ざり、おどろおどろしい雰囲気を与える。

			　周囲の瘴気の影響だろう。その頭部には、ガイコツの頭部ができあがっている。

			「クカカカカ……。ゆクゾ」

			　魔騎士がチャージをかけてくる。

			　目にも留まらぬスピードだ。

			　ギャリィンッ！

			　オレは振り下ろされた剣の横に斬撃を入れ、軌道を逸らして回避する。

			　ドゴォンッ！

			　オレの斬撃で威力が死んだはずの一撃は、それでも硬い地面を砕いた。飛び散った破片が、オレの頬にパチパチと当たる。

			　魔騎士の別の腕が、切りあげるような薙(な)ぎ払いを入れてきた。

			　身をのけぞらせて回避。鼻の先を剣がかすめた。前髪も散る。

			　魔騎士の残り二本の腕が、同時にオレを攻撃してくる。

			　ガガガガガッ！

			　マリナのツララが、魔騎士の剣の横っ面に当たりまくった。

			　同時にマリナはチャージをかける。

			　魔騎士の手前で深く踏み込み、頭部を狙ったジャンプ――。を、すると見せかけ横っ飛び。

			　オレの体を抱きしめ転がり、魔騎士との距離を取る。

			「へいき………？」

			「ああ」

			　オレはうなずき、笑みを浮かべた。

			　マリナが安堵の声を漏らす。

			「よかった………。」

			　魔騎士の骨の頭が、こちらのほうを向いた。

			　パカリと開く。

			　熱閃砲！

			　空気をも溶かしかねない閃光の塊(かたまり)が、一直線に飛んでくる！

			　が――。

			　

			　オレは縦に切り裂いたっ！

			　

			　ネクロとの戦いで、助けにきてくれた父さんがだした技の応用だ。

			　ズバッと切れた閃光は、オレの後ろにあった壁に、二筋の深い穴をあけた。

			　魔騎士がスケルトンの口を、カタカタと鳴らした。

			「クカカカカ……。ツヨイ！」

			　その場で飛び跳ね一回転し、顔をぐるぐると回す。

			　断続的に発射される熱閃光が、床や壁や天井を壊した。

			「面倒なマネを」

			「マリナはオレの後ろにいろよ」

			「うん………。」

			　リリーナがバリアーを張ってやりすごし、オレは飛んでくる閃光を切り裂いた。

			　しかし強いと、自称するだけのことはある。

			　熱閃光の出力は、発射のたびにじわじわとあがっている。

			　というかオレは大丈夫でも、剣のほうがまずい。

			　切っ先が、ほんのわずかに溶け始めている。

			　予備の剣もあるにはあるが、無暗に出してもジリ貧だ。

			「んっ。」

			　マリナが剣を出してきた。

			　それは氷の剣である。マリナが魔法で作ったものだ。

			「手のところ、すこし冷たい………けど。」

			「あとでマリナにあっためてもらうさ！」

			　オレはまっすぐに突っ込んだ。熱閃光をかいくぐり、氷ではないほうの剣を投げる。

			「クカアッ！」

			　半ば溶けていた剣は、ポッキーのように折れてしまった。

			「アイテムボックス、オープン！」

			　予備の剣を取り出して、二刀流で切りかかる。

			　相手の剣は四本に増えているものの、精密さが落ちている。

			「アンタ……二刀流の時のほうが強かったぜ！」

			　ガキイィンッ！

			　魔騎士の剣を二本弾いた。しかし発生した隙を、魔騎士は的確に狙う。

			　二本の剣が、オレの両肩に落ちようとした。

			（ダブルッ！）

			　オレは雷をベースに作った分身を展開する。

			　分身による体当たり。

			　魔騎士は尻餅をついた。

			　しかしオレの分身は、すぐさま魔騎士に吸収された。

			　相手の魔法を吸収し、増幅させて跳ね返す技能はそのままのようだ。

			　が――。

			「ファイアボルト！　ファイアボルト！　ファイアボルトオォー！」

			　オレは炎と雷撃の性質が混ざった魔法を、一気呵成にぶち込み続けた。

			「グオオオオッ……！」

			　つい先刻に父さんは、紫の魔騎士を魔法で倒した。

			　コイツはある程度の威力の魔法は吸収するが、すべての魔法を吸収してしまうわけではない。

			　もっと言えば――。

			「マリナ！　すぐに使える最大級の魔法を、あいつにぶち込んでくれ！」

			「効くの………？」

			「実験だ！」

			「うん………。」

			　マリナは自身の魔力を高めた。

			　周囲の温度を八度はさげて、小さな声でぽつりとつぶやく。

			「アブソリュート………ゼロ。」

			　カキイィンッ！

			　魔騎士の体が、巨大な氷に包まれた。

			　しかし魔力で作った氷は、みるみるうちに吸収される。

			　今までの流れから言えば、氷の魔法がハネ返ってくる。

			　が――。

			「グゴッ、おっ、オオオ……！」

			　魔騎士は悶え苦しんだ。

			「………？」

			　首をかしげてしまったマリナに、補足説明を入れてやる。

			「あいつは魔法を、吸収・増幅してハネ返す力を持っていた。

			　そこでプラスのエネルギーを持った炎と、マイナスのエネルギーを持った氷を同時にぶち込んでやれば、体はどうなるのかなぁ――って思ってな」

			　プラスのエネルギーとマイナスのエネルギーを、ひとつの体で増幅させる。

			　常識で言えば、矛盾していて不可能なお話だ。

			　それをやったらどうなるか。

			「オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

			　大爆発。

			　力を吸収し無敵になったつもりの騎士は、自らの力で死んだ。

		

	
		
			　

			魔族皇子のディアギルム。

			　

			「……やったか」

			　粉々になった魔騎士を見つめてオレは言った。

			　リリーナのリザレクションも終了し、聖騎士たちが蘇(よみがえ)る。

			　それと同時に、空間も割れた。

			「ふぅ」

			　父さんだった。

			　その右手には、魔騎士の頭部を持っている。

			「勝ったんですね」

			「自称とはいえ魔王を名乗るだけあって、なかなかの強敵じゃった。一八万二五〇〇回殺して、ようやく息絶えおったよ」

			　メチャクチャ殺しまくってた。

			　その時、外から声がした。

			「瘴気がなくなったかと思えば……これは？」

			　かつて四勇者と呼ばれた英雄――クリストフだった。

			　オレは言った。

			「見ての通りです。あなたが封印していた魔騎士は、オレたちと父さんでやっつけました」

			「まさか勝利するとは……」

			「これはわたしが魔騎士にも言ったことだが――。

			　ヒトは常に進化している。数百年も昔の存在な時点で、今の時代では取るに足らなかった――ということだ」

			「なるほど……そうか」

			　クリストフは、穏やかな笑みを浮かべた。

			　そして言ったリリーナは、フフン！とこちらを見つめてる。

			（いいことを言ったろう?!　少年！　今のわたしは、とてもいいことを言ったろう?!）

			　声には出していなかったものの、顔でそう言っていた。

			「どちらかと言えば、リリーナさんたちが異常なだけだと思うっす……」

			（だよなぁ……）

			（死んだ我らを、蘇(よみがえ)らせてくださったし……）

			（我らでは、盾にすらなれんかったわけで……）

			　ローリアや聖騎士たちは、冷静につぶやいていた。

			「いずれにしても礼を言うよ。

			　魔騎士たちが外にでなくて、本当によかった」

			「クリストフさんは、これからどうするんですか？」

			「キミたちが、戦いにでる前にも言った通りだ。死霊の体が維持できなくなるまで、外の世界を見て回ろうと思う」

			「そうですか」

			　温かな気持ちが芽生えた。

			　色々あったクリストフだが、残された余生？は、穏やかなものになるのだろう。

			　と――オレが思ったその時だ。

			「魔騎士どもは死んだのか」

			　声がしたと思ったら、何者かがクリストフに攻撃をしかけた。

			　ザンッ――。

			　クリストフの、死霊の体がえぐられる。

			　だがクリストフは、かつては四勇者と呼ばれた身だ。

			　突然の不意打ちに動揺することもなく、反撃をしかける。

			「聖封・散弾射！」

			　それは相手に触れた部位を封印する、クリストフの奥技。

			　オレもけっこう、苦戦させられた技であるが――。

			「カアッ！」

			　現れた男は、気合いだけで吹き飛ばした。

			「死霊は死んでおけ」

			　男が軽く腕を薙(な)ぐ。その一撃で、クリストフに残された体が消し飛ぶ。

			「クリストフさん！」

			「気にするな……。レインくん。

			　わたしは……元々、魔騎士を封印するためにこの世界にいた身だ……。

			　その魔騎士が滅んだの……なら…………」

			　クリストフは、消滅した。

			　高潔なる勇者は、最期まで気高かった。

			　オレはクリストフを殺したやつを見やった。

			　先刻の魔騎士のボスと、どこか似た雰囲気を持つ銀髪の男。

			　精悍な顔立ちをしている一方、どこか酷薄な印象を受ける。

			　二本のツノが雄々しく生えて、両の瞳は血のように紅い。

			　ひたいについている第三の目は、値踏みするかのような瞳でオレたちを見ている。

			　男の横には、ふたりの少女。

			　どこか無機質な印象を受ける無表情な少女と、悪魔のツノやコウモリの羽やヘビの形をした尻尾などを生やした幼げな少女だ。

			　尻尾を生やした、幼げな少女が言った。

			「あれれぇー？　レリクスにリリーナぁ？　こんなところで何してるのぉ？」

			「知り合いなのか？　リリーナ」

			「そうだな……。

			　少し昔の、知り合いだ」

			「我を知らぬ者がいるなら、教えてやろう。

			　我が名はディアギルム。

			　人間からは、『魔竜殺しの七英雄のひとり、魔族皇子のディアギルム』と呼ばれている」

			「ボクもそんな感じだねー。名前はロプトで、ついていた称号は『ジェノサイド・キマイラ』だったかなー？」

			「まったく、懐かしい名前じゃのぅ」

			　それを言う父さんは、かつての友を見るような眼差しを向けていた。

			　今の友ではなくて、『かつての』だ。

			　実際、オレも、クリストフを殺したやつにいい感情は持てない。

			　七英雄のネクロが、自分たちを『魔竜を殺しただけの人間にすぎない』と称していたことも思い出す。

			　ネクロの目的は死んだ恋人を甦らせることであり、世界を救うためではなかった。

			　リリーナも、『真に英雄と呼べるのはレリクスだけだ』と言っていた気がする。

			「我はヒトに興味がなかった。

			　我が統治する魔族の民が無事であれば、それでよかった。

			　貴様たちの魔竜討伐に協力したのは、魔竜が我が民にも危害を加える可能性があったからだ」

			「それとまったく同じ理由で、ヒトに攻撃を加えにきたのか？」

			「流石だな……レリクス。

			　貴様はヒトの身でありながら、我をよく知っている。

			　先日とある事情から、我はヒトを滅ぼすことに決めた。

			　三魔騎士なる存在は、その尖兵にでもしてやろうかと考えた」

			「ボクはどっちでもよかったんだけどねぇー。元々ギルっち寄りの存在だから、ギルっちについたって感じかなー」

			「おヌシはどうなのじゃ？　ティルト」

			　父さんは、今まで一言もしゃべっていない少女に声をかけた。

			　少女はしばし黙っていたが、ぽつりとつぶやく。

			「……わからない」

			　どこかマリナと似た雰囲気を持つ少女ティルトは、淡々と続ける。

			「私は、作られた存在。

			　それでも魔竜を倒したら、なにかがわかる気がしてた。

			　だけどなにもわからなかった」

			「だから今度は、ヒトを滅ぼしてみるわけか？」

			「…………」

			　ティルトは否定しなかった。しかしながらこの場においては、沈黙こそが肯定だった。

			　リリーナが言う。

			「あの子は、わたしたちが探索していた古代遺跡に封印されていた子でな。自分が生まれた意味について、延々と悩んでいた。『魔竜を放置していては、悩むための世界もなくなる』ということで、協力はしてくれたのだが……」

			「今回は、敵に回ったっていうわけか……」

			「そうなってしまうな」

			「しかし消(しよう)耗(もう)しているなぁ？　レリクス」

			　ディアギルムの体から、殺気が漂う。

			　かと思いきや。

			　姿が消えた。

			　目にも留まらぬ速さでオレの横を通り過ぎると、父さんに攻撃をかけていた。

			　ガギイィンッ！

			　鋭く伸びたツメと、父さんの剣が交差する。

			「老いているなぁ、レリクス！　魔竜を殺した時の貴様であれば、我など両断できたであろうに！」

			「否定できんのが辛いとこじゃなっ！」

			　父さんは、ディアギルムのツメを押し、斬撃を放てる間合いを作った。

			　目にも留まらぬ切り払い。

			　だがディアギルムも速い。

			　父さんの斬撃を回避した。

			「ゴホッ……」

			　父さんがセキをした。手の甲で唇をぬぐう。

			　その手の甲には、赤い血がついていた。

			　魔竜殺しの英雄として戦った父さんは、魔竜との戦いで傷を負った。

			　その関係から、全力で戦える時間は短い。

			　それでも大概の相手なら、本気をだすまでもなく勝てた。

			　それがあの、ディアギルムは――。

			　加勢しないと。

			　オレが思ったその直後。

			　ティルトと呼ばれた無表情の少女が、オレに攻撃をかけてきた。

			　脇腹をえぐるリバーブローだ。

			「クッ！」

			　かろうじて剣をだしたものの、意味はなかった。

			　剣はバキンとへし折れて、少女の攻撃がみぞおちに刺さった。

			「レイン！」

			　マリナが少女の頭上に、氷のカタマリを出現させた。

			　推定一トンはあろうかというそれが、少女に向かって落下する。

			　ガシッ！

			　少女はそれを抱きとめた。

			　抱き砕く。

			　少女の視線がマリナにいった。

			　オレは折れた剣を捨て、徒手空拳で対応した。

			「少年！」

			　リリーナが手をかざし、回復魔法を飛ばしてくれた。

			　ダメージが癒える。

			　身体能力も向上した。

			「それはずるいと思うよぉ、リリーナぁ」

			　ジェノサイド・キマイラと呼ばれた少女――ロプトが右手をすうっとかざした。

			　右手の先がドラゴンに変わり、紅蓮の炎を吐き出してくる。

			　ロプトはタンッと飛び跳ねた。ガゼルのような跳躍力だ。

			　そして宙でくるくると回り、リリーナの上に落下する。

			　ズゴオオンッ！

			　隕石が落下したかのような衝撃音が響き、地面には巨大なクレーターもできた。

			　石の破片が、散弾銃のごとき勢いで散った。

			　リリーナは、その攻撃を受け止めていた。

			「うぅわっ。オーバーブレイドかぁ。肉体の限界を越える補助魔法を使用して、壊れる体は回復魔法で強引に癒やす。なんていうか……ズルくない？」

			「魔物の力を取り込める、貴様ほどではないと思うがなっ！」

			　リリーナは叫び、ロプトの体を魔力で弾いた。

			　その全身は、白く光り輝いている。

			　とても強く頼もしい、ワルキューレのような姿。

			　だがオレは、直感でわかった。

			　

			　あの能力は、長い時間は使えない。

			　消(しよう)耗(もう)していて全力をだせない父さんと、単純に強いティルト。

			　多少優勢ではあるが、それも時間の問題でどうなるかわからないリリーナ。

			　状況は、最悪と言えた。

		

	
		
			　

			七英雄ティルト、集積回路発動。

			　

			　父さんの救援には行きたいが、今のオレも苦戦している。

			　目の前の少女――ティルトが救援を許してくれない。

			　拳に肘に掌底波。

			　あらゆる攻撃が重い。オレは防戦一方だ。

			　ひとつでも直撃を受けてしまえば、一瞬で吹き飛ぶだろう。

			　それでもなんとか耐えているのは、技量の差だ。

			　父さんとの組み手を毎日のようにしていたオレは、格上との戦いには慣れている。

			　一方で目の前の少女ティルトは、力押しの度合いが強い。

			　それゆえオレは、最小限の力で防御に徹し、相手が一瞬の隙を見せたところを――。

			　突く！

			　オレの掌底が、ティルトの胸に突き刺さった。

			　ティルトの体が、後方に飛んでいく。

			　今まで戦った七英雄の中では、一番くみしやすいかもしれない。

			「マリナ！」

			「うん！」

			　マリナがオレを踏み台にして飛んだ。

			　宙でくるりと回転し、オレが掌底を当てたところに追撃を放つ。

			「…………」

			　しかしティルトは頑丈だった。

			　マリナの足を、ガシッと掴んでグオンと投げた。

			　マリナは壁に当たる直前、背中に雪を展開した。

			　その雪をクッションにして、ダメージを最小限に抑える。

			　それでも衝撃は重かったらしい。ドォンッと鈍い音がした。

			　心配になる一方、ティルトから目を離すわけにはいかない。

			「ライトニング！」

			　ティルトに雷撃を入れた。

			　直撃を受けたティルトは、一瞬動かなくなる。

			「雷撃魔法の被弾を確認。

			　集積回路発動。

			　アキュミレーションキャノン・レールガンモード」

			　ティルトが右手をこちらに向けた。

			　雷撃魔法を跳ね返してくる！

			　軌道線上にある分子すべてを溶かしかねない威力だが、幸いにして直線的であった。

			　横っ飛びで回避する。

			　しかし回避したあとの地面が深く抉られていた。

			　直撃すればただでは済まない。

			　格闘戦の時も思ったが、ティルトの攻撃は大味だ。

			　威力は高いが雑である。

			　個人を相手に戦うよりも、大軍や大型のモンスター、城壁への攻撃などに向いていると思われる。

			　攻撃力なら父さんクラス。だけど技術も含めると――。

			　

			　オレにも勝ち目が、あるかもしれない。

			　

			　そう考えた直後。

			「重力百倍！　グラビトン・フィールド！」

			　ドォンッ！

			　オレの体に、百倍の重力が圧しかかった。

			　重力を操ると言えば、父さんと戦っていた魔族――ディアギルムの技だ。

			　見ればディアギルムのひたいにある第三の瞳が、紫色に輝いていた。

			　ただのネズミをライオンよりも強い『魔物』に変える、魔水晶の輝きだ。
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			「使うなら言えよおぉ……。ぎるうぅ……！」

			「っ……！」

			　ディアギルムの放った技は、ディアギルムの仲間であるふたりにも重力が加算されてた。

			「重いっすうぅ……」

			「ぬおぉ……！」

			「この程度、神聖教会の聖騎士魂でえぇ……！」

			　聖騎士やローリアたちも、地面にひしゃげて耐えていた。

			　ディアギルムを除いた全員の重さを、百倍にするようだ。

			　これはまずいと、オレは思った。

			　全員の重さが百倍ということは、全員のスピードが極端に低下するということ。

			　全員のスピードが極端に低下するということは――。

			「…………」

			　ティルトが無言で右手を構える。オレへと向ける。

			「重力魔法の被弾を確認。

			　集積回路発動。

			　アキュミレーションキャノン・グラビトン」

			　ディアギルムの魔力が、ティルトの右手に溜まっていく。

			　ズドオォンッ！

			　漆黒の球体が、オレに向かって放たれた！

			「う……おおおおおおおおっ！」

			　オレは全身の力を振り絞り、横に向けて転がった。

			　でも足りない。

			　まだ足りない。

			「ファイアーボール！」

			　火炎魔法を発射して、その反動で強引に飛ぶ。

			　どしゃりと転がり起き上がる。

			　オレの立っていた場所で、『グラビトン』が炸裂した。

			　漆黒の球体が拡大し、範囲内のすべてを吸い込む。

			　半球状の穴が地面に残った。

			　これもやっぱり、直撃すれば命はない。

			　しかも百倍の重力のせいで、オレの体は滅茶苦茶に重い。

			　今はもう、立っているだけで厳しい。

			　もう一度あの攻撃がきたら、果たしてよけられるかどうか――。

			　なんて考えているとティルトは、腕を構えたままで言った。

			「キャノン収束。

			　クールモードに移行。

			　５、４、３…………。

			　集積回路発動。アキュミレーションキャノン・グラビトン」

			　マジかよっ！

			　即死級の攻撃を、五秒間隔で発射するとか！

			「ファイアボルト！」

			　オレは雷撃を放つ。先刻戦った魔騎士なら、これで体が爆発を起こしたが――。

			「雷撃魔法の被弾を確認。集積回路――使用中。帯電処理に移行します。

			　アキュミレーションキャノン・グラビトン」

			　ティルトは自らの周囲に雷を携えたまま、『グラビトン』を放つ！

			「くっ……！」

			　オレはオレの目の前で両手を重ね、全神経を集中させた。

			　すさまじい重力波だが、要するに魔法。

			　だったら魔法で相殺すれば――。

			「オオオオオオオオオオオオッ！」

			　自身の魔力を暴走させて、黒い球体にぶつける。

			　大爆発が起きた。

			　オレは後ろに吹き飛ばされて転がる。

			　百倍の重力が伸しかかり、潰れそうになる。

			　それでも堪えた。

			　ティルトを見やる。

			　漆黒の球体は消し去れたのだが――。

			「キャノン収束。クールモードに移行。５、４、３…………」

			　反則すぎる！

			　父さんに助けてもらうにも、父さんは父さんでディアギルムに苦戦している。

			　このままじゃ――。

			　オレが思ったその時だ。

			「「「聖騎士魂を見せろおぉ――――――！」」」

			　この迷宮でなんの役にも立っていなかった聖騎士たちが立ちあがった。

			　聖騎士のリーダー格に残りの聖騎士が力を渡す。

			　白い輝きに包まれた聖騎士のリーダーが、その輝きをメイスにまとわせて投げた。

			　メイスは、父さんに対峙していたディアギルムのこめかみに当たる。

			　ゴスッと鈍い音がした。

			　ディアギルムへのダメージは皆無。

			　しかし視線が、聖騎士たちのほうへ伸びた。

			　その一瞬を、父さんは逃さない。

			　百倍の重力を感じさせない速さで突っ込み、斬撃を放った。

			　三日月のような弧を描く、美しい一撃。

			　ディアギルムの右腕が飛んだ。

			　さらに父さんは、拳をディアギルムの顔面に叩き込む。

			　ディアギルムは吹き飛んだ。しかし宙で回転し、体勢を立て直す。

			「やはり摩耗しているな――レリクス。魔竜と戦った時の貴様なら、今の一撃で我を狩り取れていた」

			「否定できんのが、辛いところじゃのぅ……」

			　父さんは息を吐く。

			　全身には汗がにじんで、限界を示していた。

			　その父さんが、横目でオレをチラと見やった。

			　目線はオレの手首を見ていた。

			　つい先刻に、かつての勇者にして封印魔法のエキスパート――クリストフから授かった腕輪だ。

			　効くかどうかの確信はなかった。

			　しかし父さんが使えと言うなら、効くのだろうと思った。

			　オレは、右腕を抱えて叫んだ。

			「悪しき者どもを封印せよ！　ハイラント・ズィーゲル！」

			　ディアギルムとティルト、ロプトの三人の体が、白い光に包まれる。

			　勇者クリストフが数百年をかけて貯めた魔法の腕輪は、三人を封印した。

			　ただし、魔法を発動したオレだからわかる。

			　この封印は、一ヶ月と持たない。

		

	
		
			　

			今後の方針。

			　

			「いやはや、衰えたものじゃのぅ」

			　父さんが、口元についた血をぬぐった。

			「ロプトたちは、逆に強くなっていたな」

			　リリーナも、疲れたように息を吐く。

			「大丈夫か？　マリナ」

			「………くるしい。」

			「どこが苦しいんだ?!」

			「むね………。」

			「胸か。衝撃は殺していたように見えたけど、殺し切れていなかったのか……？」

			「ちがう………。」

			「違う？」

			「好き好き病で………くるしい。」

			「ええっと……」

			「戦うあなたが、かっこよすぎて………。」

			　マリナは本気で言っていた。

			　玉のような汗が浮かんだ顔の熱病にうなされているみたいな様子で、荒い吐息を吐いていた。

			「あなたが好き好きしてくれないと………死んじゃう………。」

			　マリナは本気で言っていた。

			　まぁしかし、いつものマリナとも言える。

			「すいません、マリナの具合が悪いみたいなんで、隣の部屋で休んできます」

			「わたしも付き合おうか？」

			「ふたりっ切りで大丈夫です」

			「そうか」

			　マリナを抱っこし、隣の部屋に移動した。マリナを寝かす。マリナは自ら、足をＭの字に広げてきた。パックリと割れたお○んこがひくひくと動き、よだれのような愛液をドロドロと垂らしている。

			　指を入れてくちゅりと撫でた。

			（びくびくびくびくっ！）

			　ほんのひと撫でしただけなのに、マリナは背筋をのけぞらせてイッた。

			　早すぎである。

			「今日は………。ガマン………。してたから………。」

			　迷宮にくる前にもヤッたはずだが、ガマンしていたことになっていた。

			　もはやＡＭ24時――安定のマリナ、24時間えっちしたがる――だ。

			　オレはマリナの要望通り、注射で治療をしてあげた。

			　行為を終えてからしばし休んだ。

			「もう大丈夫か？」

			「うん………。」

			　かわいいマリナは、ほっぺたを赤くしてうなずいた。

			　父さんたちのところに戻る。

			「戻ったか、我が息子レインよ」

			「はい」

			「時にひとつ質問なのじゃが、おヌシの感覚では、ディアギルムたちはどのくらいで出てきそうじゃった？」

			「一ヶ月ぐらいだと思います」

			「やはりその程度か」

			「父さんの見立てでも、そんな感じですか」

			「その通りじゃ」

			「一ヶ月後には、勝てそうですかね？」

			「無理じゃろうな」

			　即答だった。

			「ワシには、魔竜と戦った時の傷が残っておるからのぅ。これがある限り、やつには勝てん。

			　治療を試みた時期もあったが――」

			「わたしの回復術はもちろんのこと、死者を再生させるネクロの死霊術でも治らなかった」

			「もはやただの傷を超え、呪いのたぐいでもある感じじゃな」

			　父さんでも勝てない。

			　そのシンプルな結論は、理屈で言えば絶望だった。

			　この人で勝てないのなら、世界に勝てる人はいないだろう。

			　そう思わせてくれるのが、オレの父さんだったのだから。

			　その父さんが、勝てないことをあっさりと認めてしまった。

			　本来であれば、絶望のあまりに崩れ落ちてもおかしくない。

			　だがオレは、理屈で言えば味わうべき絶望を、味わってはいなかった。

			　父さんとリリーナが、落ち着いていたせいだ。

			　ふたりが落ち着いているなら、なにかの策はあるだろう――と思ったのだ。

			　聖神官のローリアが、そんな気持ちを代弁するかのように言う。

			「ふたりとも落ち着いているっすが、なにか策はあるっすか……？」

			「策と言えるほどの策はないのぅ」

			「そうだな。策と言えるほどの策はない」

			「それなのに落ち着いていたっすかっ?!」

			「慌てて妙案がでるのなら、いくらだって慌ててみせる。しかし現状は違う。それなのに、どうして慌てる必要がある？」

			　実に理路整然とした主張を、淡々と語るリリーナ。

			　こういうところは素直にすごい。

			　やはり場数を踏んでいる、魔竜殺しの七英雄だ。

			　が――。

			「…………」

			　数秒間の沈黙を挟んだあとに。

			（今のセリフは、クールだったとは思わないか?!）

			　両手をグッと握りしめ、オレを見てくる。

			　エルフの耳はぴこぴこ動き、瞳はキラキラと輝いている。

			　まるで飼い主が投げたボールを取ってきた子犬のようだ。

			　定期的にクールでかっこいいのがリリーナならば、かっこいいところを的確なタイミングで台無しにするのもリリーナだった。

			　オレはリリーナの頭を軽く撫で、父さんに尋ねた。

			「策と言えるほどの策がないことはわかりました。では策と言えないような策はあるんですか？」

			　父さんは言った。

			「竜人の里じゃ」

		

	
		
			　

			ミーユが一番常識人。

			　

			　雑談をしながら進んでいると、遠くに森が見えてきた。

			　リリーナが言う。

			「あそこだ。竜人の里は、あの森の奥にある」

			「では、おりますか」

			　オレは車を止めた。

			　静かにおりて森を見る。

			　遠くから見る限り、ちゃんとした森だ。

			　空の青さとのコントラストが美しい緑の森。羽ばたく白い鳥も見える。

			　のんびりと森林浴でもしたいような森だ。

			　森の中に入る。

			　ひんやりと涼やかな空気に、木漏れ日がまぶしい。

			　道らしい道がないせいで歩きにくいところではあるが、基本的には綺麗な森だ。

			「フハハハハ！　綺麗で気持ちよくって、爽やかな森だぜなー！」

			　カレンが楽しげに走りだす。

			「待てカレン。一見美しいこの森であるが……」

			　リリーナは注意しかけていたが――。

			「ぜなあぁ！」

			　カレンは落とし穴に落ちた。

			「カレン?!」

			　オレたちは駆け寄った。

			「なにかヘンなのがくっついてくるぜなあぁ～～～～～」

			　穴の底では、カレンが複数のグリーンスライムに襲われていた。
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			　カレンはバレーボールサイズのそいつらを、ひっぺ剥がして放り投げ、ひっぺ剥がして放り投げた。

			　しかし多勢に無勢すぎて、どうしようもならない。

			　服がかなり溶かされている。

			「激しき風よ！　我が声に従い動け！　リトルサイクロン！」

			　ミーユが小さな竜巻を起こした。カレンの体が巻きあがる。

			　竜巻に挙げられたカレンは、あられもない姿になっていた。

			　スライムにやられた衣服が飛んでいき、スカートがまくれる。

			「ぜなあぁ―――！」

			　と抵抗していたが、徐々に裸になっていく。

			　すばらしい光景だ。

			　地上にドサりと落ちた時には、一糸まとわぬ全裸になってた。

			　リリーナが言った。

			「一見美しいこの森であるが、危険な生き物も多数いる。地面を溶かして落とし穴を作り、落ちてきた獲物を捕食する森スライムはその一例だ。動く時は慎重にな」

			「先に言ってほしかったぜなあぁ……」

			「それはすまん」

			　全裸で涙ぐむカレンは、とてもかわいらしかった。

			「レイン。」

			「どうした？　マリナ」

			「わたしも、落ちてきたほうがいい？」

			「ええっとぉー……」

			　さすがに答えに詰まってしまった。

			　しかしマリナは、オレの詰まりを察してくれた。

			　穴に近づきぴょいんと跳ねて、自ら餌食になりにいく。

			「ご主人さまが、お喜びになられるのでしたら……」

			　ミリリもぴょいんと飛び込んだ。

			「んっ………。あっ………。」

			「はにゃああっ……！」

			　ふたりともスライムにやられ、服が溶かされていく。

			　オレの希望とはいえ恥ずかしいとは思っているのか、身をくねらせる姿も愛らしい。

			「バカかオマエらっ?!　リトルサイクロン！」

			　ミーユがふたりを助けるべく、竜巻を起こした。

			　ふたりの体が舞いあがる。

			　衣服がちりぢりになっていく。

			　常識的な突っ込みがオレの眼福になっているのは、中々に皮肉だ。

			　ふたりの体が落ちてきた。

			「ミリリはわたくしが」

			　リンがそう言ってくれたので、裸のマリナをお姫さま抱っこする。

			　肉感的な重みが、ずっしりと伝わってきた。

			「ん………♥」

			　マリナはオレの肩に手を乗せて、お礼のキスをほっぺたにしてきた。

			　むぎゅっと抱きついてくる。

			　裸の巨乳が、オレの体に当たって潰れた。

			「マリナは甘えっ子だなぁ」

			「あなたのことが、大好き好き………だから。」

			「はにゃあぁ……」

			「どうしたのですか？　ミリリ」

			「ご主人さまのためと思っていたしましたが、実際に裸になると恥ずかしかったですにゃ……」

			　それを言うミリリは、腕や股間を隠していた。

			　甘えてくるマリナはかわいいが、恥じらっているミリリもかわいい。

			　オレは予備の服をだす。

			「できれば、見ないでほしいですにゃ……」

			　ミリリはオレに背を向け着始めた。

			　ミーユが無言で壁になる。

			　オレはマリナに服を渡した。

			「………。」

			「どうした？　マリナ」

			「あなたに、着せてほしい………。」

			「仕方ないなぁ」

			　オレはマリナの後ろに立った。マリナに万歳をさせる。伸びあがった腕に、衣服の袖を通させた。

			「この服………なに？」

			「替えの服がこれしかなかった」

			　オレが用意したのは、メルヘンチックなエロ衣装だ。

			「恥ずかしい………。」

			「でもかわいいよ」

			「それなら………。着る………。」

			　オレはマリナに衣装を着せた。上着がおっぱいを通過する時にはおっぱいをさわった。着せ終わったあとには軽く抱きしめ、お腹や股間をふにふに、ぷにぷに、したりした。

			「やんっ………。」

			「あっ………。」

			「えっち………。」

			　などと言うマリナだが、オレが手を離そうとすると――。

			「もっと………。」

			　オレの手首を握りしめ、離させまいとする。

			　かわいい。

			　そんな感じでイチャつきながら、森の奥を進む。

			　巨大なラフレシアをファイアボルトで威(い)嚇(かく)したり、伸びてきたツルを切り払ったりして進む。

			　少し変わったところでは――。

			「なんだこれは……」

			「双葉の行進だな。害はないから気にするな」

			　足のついた双葉が、行列を作ったりもしていた。

			　ただの双葉が歩く姿は、シュールの一言に尽きる。

			　オレたちは、双葉を飛び越えて進んだ。

			　やがて川の前につく。

			　幅の広い川である。向こう岸まで、百メートルはありそうだ。

			「オレとマリナなら、ジャンプで飛び越えられそうだけど……」

			「アタシは絶対無理だぜなっ！」

			「ミリリも自信はないです……にゃあ」

			「ボクも自分ひとりなら、風魔法でなんとかなるけど……」

			「川を渡る必要はないぞ？　竜人の里は、この川をのぼっていった先にあるからな」

			「そうだったのか」

			　オレたちは、川に沿って歩き始めた。

			　百メートルほど歩いたころだろうが。

			　グオゴゴゴ――と地面がゆれる。

			　振動から察するに――。

			「地下からの攻撃かっ！」

			　オレはバックステップを踏んだ。

			　ズドォンッ！

			　巨大な触手が、地面から生えた！

			　生えた触手は、攻撃が外れると見るやすぐに引っ込む。

			　オレは川のほうを見る。

			　巨大なタコが、ザバァ……と現れた。

			　そのひたいには、モンスターの証である魔水晶。

			　ネズミ程度のモンスターでもライオンを越える強さにしてしまう、未知の水晶である。

			「アレは……災害指定種のヘラクレスオクトパス?!」

			「知っているのですにゃ?!　ミーユさま!!」

			「災害指定種は、魔水晶でモンスター化した時に、災害級の被害をもたらす生き物のことだ！　もしもモンスター化している災害指定種の存在が確認されたら、国に報告して軍に出撃してもらわないといけない！」

			「たったっ、大変ですにゃ……！」

			　ミーユとミリリが色々と言っていたものの、オレはヒュオンと剣を振る。

			　ズバアアッ！

			　タコは真っ二つになった。

			「よし！」

			「さすがは、ミリリのご主人さまですにゃあ……！」

			　ミリリは両手を重ねあわせて、尊敬の眼差しでオレを見た。

			「いや……。もう……。知ってたけどさ。レインが強いってこと、知ってたけどさぁ……」

			　逆にミーユは、色々と言いたげだった。

			　何気にミーユが、みんなの中で一番の常識人になっている気がする。

			　

			　森を越えたオレたちは、唸る滝に辿りついた。

			　百メートル以上の幅に加えてビルよりも高そうな滝は、むかしテレビで見たナイアガラの滝を彷彿とさせる。

			「飲み込まれたら、二度と浮かんでこれなさそうだぜなぁ……！」

			「はにゃあぁん……」

			　カレンとミリリが、オレにくっついて震えた。

			　特にミリリは、無意識でそうしているような感じだった。

			　オレはリリーナに問いかけた。

			「なんかすごい滝があるけど、ここからはどこに行けばいいの？」

			　リリーナは、滝を指差すと言った。

			「ここをまっすぐだ」

			「……えっ？」

			「竜人の里は、この滝の裏側にあるのだ」

			「「ええええええええええええっ?!」」

			　オレとミーユが同時に叫んだ。

			　リリーナは、淡々と言う。

			「この滝を通り抜ける程度の力がなければ、竜人に会う資格もない、ということだ」

			「ん………！」

			　バシュボシュバシュンッ！

			　マリナが滝にツララを飛ばした。

			　一本一本が一メートル級の、かなり大きなツララであった。

			　が――。

			　パキポキポキンッ。

			　ツララはあっさり折れてしまった。

			　一メートル級のツララも、滝の前では小枝であった。

			　しかしマリナも、いきなりツララをぶっ放すとは。

			　地味に力押しを好む、バーサーカー気質があると思う。物腰は穏やかで静かなのに。

			　その時だった。

			　森の奥から、巨大なツノイノシシが現れた。

			　ひたいには、魔物化を示す魔水晶。

			　狙いはリリーナ。

			　ミーユやミリリなら危ないが、リリーナなら大丈夫だろう。

			　オレがそう思っていると、リリーナはバックステップで回避した。

			　シンプルに見える仕草だが、残像が残るほどのハイスピードだった。

			　ツノイノシシは、川へと落ちる。

			　無数のピラニアがイノシシを食い荒らす。

			　そのピラニアは、全身のウロコが魔物化の証である魔水晶と化していた。

			「まぁこのように、川の中には魔物化した小魚も多いからな。油断はするんじゃないぞ？」

			「今のやつらが小魚なんですかっ?!」

			「体長三十センチ程度なら小魚であろう」

			　ミーユは苛烈に突っ込むが、リリーナは流した。

			　しかし話を聞けば聞くほど、すさまじい滝である。

			　どうやって突破すればいいものか。

			　考えていると、リリーナが動いた。

			　ふわっと跳ぶと――。

			　

			　川の上に着地する。

			　

			「すごいですねぇ」

			「わたしはエルフだからな。風や水といった、自然系の魔法は得意だ」

			　リリーナは水面を滑空し、滝へと向かった。

			　危ない――！　と言いたくなるような無防備さではあったものの、何事もなかったかのように滝の中へと入ってしまった。

			　オレは心配になった。

			　アレだけ普通に入った以上、常識で言えば問題はない。

			　しかし入ったのはリリーナだ。

			　想定外の誤算が起きて事故っていても、特に違和感はない。

			　五分経った。

			　音沙汰がない。

			　助けにいったほうがよいのでは……？

			　と思ったその瞬間。

			　リリーナは、至って普通に現れた。

			　滝に入っていったときとおんなじように、ツウゥ――と水面を滑空してくる。

			　意味もなく回転し、まばゆい飛沫を飛ばして言った。

			「とまぁこのように、わたしクラスであれば難なく通れる」

			　ミーユとミリリが、おずおずと手をあげた。

			「それを難なくと言われましても、意味がわからないんですが……」

			「そもそも、どうやって通り抜けたんですにゃ……？」

			「そこは普通に、こう……だな」

			　リリーナの体が、透明な水に包まれた。

			　中にいるリリーナもまた、半透明になっている。

			「このように自らをエレメント化させれば、滝の威力は半減できる」

			「普通の人にはできませんよっ?!」

			「ミリリも無理だと思いますにゃあっ?!」

			「確かに多少の修練は、必要かもしれないが……」

			「リリーナさまの『多少』な時点で、『多少』ではないと思いますにゃあ！」

			「そもそも『エレメント化』なんて技術を、ボクは初めて聞きました！」

			　ふたりは苛烈に突っ込みを入れた。

			　だけど実際、どうなんだろう。

			　オレは試しにやってみた。

			　オレが使える属性は雷と炎なので、得意な雷でやってみる。

			　自らの体を、雷にする感覚……と。

			　バチバチバチッ！

			「お、できた」

			　自分で手足を見る限り、完全な雷になっている。

			「えええええええええええええええええええっ?!」

			「にゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ?!」

			　ミーユとミリリのふたりが驚く。

			「わたしは………むずかしい………。」

			　マリナは実践しようとしてたが、周囲の空気を凍らせているだけだった。

			「一瞬でやれてしまうあたり、少年は『さすが』だな」

			「さすがで済ませていいんですかっ?!」

			「ミリリはおかしいと思いますにゃあ！」

			　ふたりは突っ込みを入れていたが、オレは大したものには感じなかった。

			「しかしこれ、見た目は特別な感じがしますがすごい状態になった感じはしませんね」

			「エレメント化は、体を魔法体に変化させるものだからな。魔法の威力は上昇するが、剣が主体のキミには恩恵が少ない」

			　リリーナは、オレに向かってナイフを投げた。

			　しかしナイフは、オレを通過して背後の木へと刺さった。

			　オレの体に穴があいたが、すぐにふさがってくれた。

			「しかしこのように、多少の物理攻撃は無効化できる」

			「便利ですね」

			「魔法攻撃への耐性は落ちるため、一長一短なところではあるがな」

			「こっちが攻撃する時も、エレメント化してる属性の魔法だけになりそうですしね」

			「そういうことだ」

			　オレとリリーナが会話してると、ミーユが叫んだ。

			「どうしてこんなわけのわからない技術を一瞬で体得してるうえに、技術の使い方についてまで話せてるんだっ?!」

			「どうしてって言われてもなぁ……」

			「レインはすごい。」

			　ふと見ると、マリナは右手を氷化させていた。

			「わたしもがんばってみたけど、体の一部だけで限界。」

			「右手を氷にしている時点で、おかしいと思うけどっ?!」

			　確かにミーユが正しい気はする。

			　でもできてしまっている以上、できるものだとしか言えない。

			　そしてマリナは、氷と化した右手を滝へと向けた。

			　ドゥンッ！

			　氷のキャノンとでも言うべき技が、滝へと向かった。

			　それは滝を凍らせる。

			　が――。

			　ピシピシピシ……ばしゃあぁんっ！

			　滝はすぐにヒビ割れて、中の水がでてしまった。

			「………。」

			　マリナはほんのり不満げに、両の瞳を細めていた。

			　とりあえずぶっ放すあたり、本当にバーサーカー気質だ。

			　

			　

			　オレたちは修業のため、竜人の里に行く必要がある。

			　竜人の里へ行くには、巨大な滝を越える必要がある。

			　その滝は分厚い。厚さ数百メートルはある。

			　マリナが氷の魔法を放っても、一瞬凍ってすぐ溶ける。

			「ファイアボルト！」

			　オレは炎雷の魔法を放った。

			　ジュワアァンッ！

			　白い蒸気が爆発を起こした。

			　しかしわずか五秒程度で、滝は元に戻ってしまう。

			「ふむ……なるほど」

			　オレがつぶやくとミーユが言った。

			「なにかわかったのか？　レイン」

			「わかったって言うほどじゃないけど、手応えは感じたって感じかな」

			「レインは、やっぱすごいな……」

			　オレはミリリに耳打ちをした。

			「はにゃ……！」

			　ミリリはビクッと身をすくめ、赤くなってぷるぷると震えた。

			「わっ……わかりましたですにゃ……」

			　頭の猫耳を両手で押さえ、ふうっとひとつ息を吐く。

			「大いなる大地よ、ミリリの命に従ってくださいにゃっ！」

			　両手をかざし、魔力を発した。

			　土の形の、モーターボートを作りだす。

			　オレたちは、ボートへと乗り込んだ。

			「次は……。このボートを浮かしてくれ。ミーユ」

			「あっ……ああ」

			　ミーユは風魔法を使ってボートを浮かした。オレは火炎魔法を使い、ボートを川の上へと移動させる。

			「な、なぁ、レイン」

			「どうした？　ミーユ」

			「ボク、イヤな予感しかしないんだけど……」

			「確かにアタシも、力という名のパワーで押す展開しか見えないぜな……」

			「ミリリはミリリは、ご主人さまを信じますです……にゃあ」

			　ミーユとカレンが不安を漏らす中、ミリリだけはオレを信じた。

			「ご主人さまなら、力押しでもなんとかしてくださると、信じております……にゃあ……！」

			　しかし結論から言うと、ミーユたちと大差なかった。

			　でもそれが、正解でもあった。

			「ミーユはボートの浮遊。ミリリはボートが破損したら修理。カレンとリンは、ピラニアとかが飛んできたら撃退してくれ」

			「わたしは？」

			「マリナは、どれって言うことはない。オレたちが危ないと思ったら、自己判断でオレたちを守ってくれ」

			「わかつた。」

			　マリナは微妙に舌っ足らずに言ってうなずく。

			（そわそわそわ）

			　なにも言われなかったリリーナが、そわそわそわと待機していた。

			（そわそわそわっ！）

			　オレと目があうと、『そわそわ』はより強くなった。

			「じゃあ行くか」

			「少年?!」

			「この滝って、滝をどう越えるかも修業の一貫じゃないの？

			　だからリリーナは、最低限の情報だけ与えて黙っていたんだって思ってたけど」

			「それは確かに正論だ！　キミから『この滝をどう越えればよいのか』を問われていたら、わたしはそう答えていた！　しかし尋ねられてから『自分で考えるのだ』と答えるのと、なにも問われずに無視されるのとでは、わたしの気分が変わるではないかっ！」

			　リリーナさん二八〇歳は、今日も二八〇歳とは思えなかった。

			　もっとも見た目はロリなので、見た目的には問題ないが。

			「じゃあリリーナは、オレたちの突撃が破綻しそうになったら助けてくれるような感じで」

			「うむっ！」

			　リリーナさん二八〇歳は、満足そうにうなずいた。

			「っていうかレイン！　今『突撃』って言わなかった?!

			　突撃ってどういうこと?!　ねぇどういうこと?!」

			「そのままの意味だぜ？　ハッハッハッ」

			　オレはボートの後方に、右手をツイッと突き出した。

			「ファイアッ！」

			　炎がゴウッと噴射され、ボートは一気に前にでる。

			　巨大な滝が、眼前にまで迫る！

			「魔法剣――サンダーブレード！」

			　オレは剣に魔力を宿し、十字に振るった。

			　

			　ズバアンッ！

			　

			　巨大な滝が十字に割れる。

			　滝の奥には、ほら穴も見えた。このままボートで突っ込んで行っても構わないような、幅広いほら穴だ。

			　穴までの距離、七〇〇メートル。

			　ボートは進む。

			　グングン進む。

			　けれども、水が落ちてくる。

			　わずかな飛沫も、超高速で落ちてきたなら兵器と変わる。

			　飛沫に紛れた小さな小石が、オレの頬をチリッとかすめた。頬から赤い血が垂れる。

			　ボートもボコッとへこんでしまう。

			「はにゃああ……！」

			　ミリリがすぐさま修復をかけた。

			　滝の左右からは、ピラニアも飛んでくる。リンとカレンが、槍や棒ではたき落とす。

			「くうっ……！」

			　ミーユが辛そうに顔をしかめた。

			　滝の勢いが強すぎて、ボートを支え切れないでいる。

			　補助したほうがよさそうだ。

			　オレがそう思った直後。

			　

			　空から水が落ちてきた。

			　

			「んっ！」

			　マリナが滝を凍らせて、一瞬の時間を稼ぐ。

			「ミーユ！」

			　オレはミーユを抱きしめて、右手をスウッと添えてやる。火力で浮力を増加させ、ボートは安定を保った。

			「ごめん……」

			「気にするな」

			「レイン………！」

			　今度はマリナが、辛そうに顔をしかめた。

			　水量が多すぎて、支え切れないでいる。

			「ファイアーボール！」

			　オレは炎を空へと飛ばし、滝の勢いを相殺した。

			　穴までの距離、三〇〇メートル。

			　これはイケるか……？

			　と思った次の瞬間。

			「レイン！　前！」

			　前方から、超高速の閃光がっ?!

			「なんだコイツはっ?!」

			　オレは剣で閃光を弾く。

			　ギュインッ！　ギュイィンッ！

			　独特な音と共に、閃光は弾かれる。

			　しかし剣が溶けてしまった。閃光は、二閃、三閃と飛んでくる。

			「チッ！」

			　オレは溶けた剣を投げ、一本の閃光を弾いた。

			　残り二本を素手で受ける。

			　バギイィンッ！

			　両手の骨がわずかにひしゃげる。

			　オレは魔力を全開にし、強引に弾いた。

			「ファイアボルト！」

			　閃光を放った何者かに、炎雷の魔法を放つ。

			　ボートは滝を突破して、ほら穴の中に入った。

			　幅広いほら穴の中を、一直線に飛び進む。

			　その時だった。

			　周囲の景色が一瞬ゆがむ。

			　そして外に飛び出した。

			　青い空と緑の芝生と見たことのないような形の木々。

			　流れる一本の小川の上では、虹色のプリズムがかかった大きなシャボン玉のようなものが浮かんでいた。

			「おお……」

			　幻想的な光景に、オレは一瞬、見とれてしまう。

			　でもそれが失敗だった。

			「ふえぇん……。ごめん……」

			　ミーユがだらりと力尽き、ボートが浮力を失った。

			　オレたちは、ボートごと落下していく。

			『ほあああああああああああっ?!』

			　ボートの下から声がしたような気もするが、そんなことを確認する余裕もないまま――。

			　

			　落下した。

			　

			　

			「あいててて……」

			「はにゃあぁ～～～～～」

			「ごめん…………」

			　地面に落ちたオレたちは、みな一様に目をまわす。

			「………。」

			　無事だったマリナがオレを見つめた。

			　オレの右手をスッと取り――。

			　

			　おっぱいをさわらせてきた。

			　

			「……マリナ？」

			「こうなった時は、えっちなことになるのがお約束だと思った。」

			　すごい淡々と言ってるが、そのほっぺたはほんのり赤い。

			　わりと発情している感じだ。

			　それなのでオレも、乳首をキュッとつねっておいた。

			「あんっ………♪」

			「それでここは、どこなんだぜなぁ……？」

			「ここがどこかも気になりますが、わたくしたちが落ちる寸前、誰かを潰してしまったような気も……」

			　カレンとリンがつぶやいた。

			　その時だった。

			「くひっ、ひぃ、ひいぃ～～～～～」

			　ボートの下から、誰かが這いずりだしてきた。

			「いったいなにをしやがるのだ?!　エルンは死ぬかと思ったのだ！」

			　現れたのは、緑の髪と赤い瞳が印象的な少女であった。

			　口には鋭い八重歯にも見えるキバがあり、頭部にはツノ。

			　そしてその背中には赤いツバサが生えていて、お尻からはドラゴンの尻尾。

			　その外見から察するに――。

			「竜人か……？」

			「いかにもなのだ！　エルンは誇り高き竜人族の、若きエース的なアレなのだ！」

			　エルンと名乗った少女は、えっへんと胸を張った。

			　だがその胸は、全力で平たかった。

			「しょっしょっしょっ、初対面でどこを見ているのだぁ?!」

			　オレの視線に気づいたエルンは、真っ赤になって胸を隠した。

			「オマエなぁ……」

			「ご主人さま……」

			　ミーユやミリリが普通に引いてた。

			「オレは初対面の女性の胸をジロジロ見たりしないって発想はでてこなかったか……」

			「とーぜんだろ」

			「ミリリはミリリは、ご主人さまの強くおやさしくたくましいところは存じておりますミリリですが……。

			　別の意味でたくましい部位に、ほとんど毎日、貫かれてもいるミリリですので……」

			「日ごろのおこないってやつだぜなー！　フハハハハ！」

			　みんなから、そろって正論を言われてしまった。

			　それはさておき。

			「エルンさん――でしたね。

			　竜人のあなたがいるということは、ここは竜人の里、でよろしいのでしょうか？」

			「その通りなのだっ！

			　ここは竜人が集まる竜人の里なのだっ！

			　エルンはゲートの見張り番なのだ！　未熟なやつが近寄ってきたら、ドラゴンビームで牽制するのだ！」

			　オレはつい先刻に飛んできた閃光のことを思い返した。

			　アレはエルンの攻撃だった――ということか。

			　その時だった。

			「へぶうぅ!!」

			　マリナが魔法で作った氷が、エルンのひたいを直撃した。

			「なっなっなっなっ、なにをするのだぁ?!」

			「レインのこと、こうげき………した。」

			「説明を聞いていなかったのだ?!　エルンは未熟な者は入れないように……ひいいぃ！」

			　エルンが話している間にも、マリナはツララをぶっ放す。

			　しかし事情は、理解しているのだろう。

			　相手の体には当てていないし、適度に攻撃をやり終えたあとには言った。

			「………それはそれ。」

			「ちなみに見張り番ってことは、オレの父さんにも会ったのか？」

			「ニンゲン……？　ならやってきたのだ……」

			　エルンは、ほんのりと青ざめていた。

			「あのニンゲン？　は、試しの滝を吐息ひとつで吹き飛ばし、エルンの竜ビームの軌道も、にらむだけで逸らしていたのだ……。意味がわからないのだ……」

			　父さんだった。

			　姿形の特徴は聞いてないのに、父さんであると確信できた。

			「その人は、オレのことでなにか言ってませんでしたか？」

			「女の子を連れた、利発そうな少年がくる。我が息子のレイン＝カーティスというのじゃが――とは言っていたのだ！」

			　父さんであった。

			　しかしその言い方、悪い気はしないが少し恥ずかしい。

			　いや、まぁ。

			　父さんにそう思ってもらえているってのは、うれしいところではあるんだけど。

			「あとは……。『レインが来たら、スケイルのところまで案内するように』とも言われたのだ！　オマエがレインなのだ?!」

			「ああ、そうだ」

			「わかったのだ！　このエルンが、案内をしてやるのだ！」

			　オレはエルンに付き従った。

			　里の中を歩く。

			　質素な暮らしを心掛けていると思われる里の中は、村と呼ぶに近い雰囲気であった。

			　竜人たちが畑をたがやし、家も村っていう感じに古い。

			　あとは武術が盛んなのか、道場らしき建物が各所にあった。

			「でも少し妙だな……」

			「なにがだ？　少年」

			「この空間、すごく広いじゃないですか。滝の裏に、これほどのスペースはあったかな――と」

			「あの滝の裏にあったのは、転移の魔法陣だからな。何千年か前にこの里を建てたと言われる伝説級の力を持った初代長老が、世界各地に入り口を作ったらしい」

			「なんでそんな面倒な真似を」

			「強いやつとは戦いたいが、弱いやつがくるのは困るのだ！　だから弱いやつが入れないトクベツな場所に、入り口を作ったのだ！　と聞いているのだ！」

			「なるほど」

			（………。）

			　マリナが少しそわそわしていた。道場を見ている。

			「気になるのか？」

			「すこし………。」

			　地味に戦闘民族であった。

			　まぁオレといた時も、毎日のようにオレや父さんと組み手していたしな。

			　エロな意味でも健康的な意味でも、体を動かすことは好きな性格なのかもしれない。

			「戦いだったら、スケイルさまともできるのだー！」

			　ということだったので、エルンの案内のまま進んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここなのだ！」

			　エルンに案内された先には、鳥居のように荘厳な門があった。

			　エルンが門をギギリとあけると、石造りの階段。

			　かなり高い階段は、軽く百段はありそうだった。

			　そして階段の先からは、戦いの音が聞こえる。

			　非常事態か?!

			　と思ったオレは、一直線に走った。

			　一歩で十段は飛ぶ勢いで走った。

			　戦闘音の原因とは――。

			　

			　父さんだった。

			　

			　稽古でもつけているのだろう。

			　百人近い門下生らしき竜人を相手に、たったひとりで立ち回っていた。

			　拳や蹴りはもちろんのこと、気弾や閃光も、軽くいなし続けている。

			　一軒家ほどの大きさをした巨大な岩石を投げ込まれたが、右腕一本で受け止めた。

			　オレを見た父さんは、一軒家ほどの岩石を持ったまま、平然と言った。

			「おお、我が息子レイン。ようやくきたか」
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			　ティッシュを丸めてゴミ箱に捨てるような気安さで岩石を放り投げ、飛びかかってくる竜人にも微動だにせず叫ぶ。

			「喝ッ！」

			　その一声でドーム状の衝撃波が生まれ、飛びかかっていた竜人たちが吹き飛んでいく。

			　地面に敷き詰められた石畳も剥がれては舞いあがる。

			　父さんがいた地点で、核爆発でも起きたかのようだった。

			「ん………！」

			　マリナが氷のバリアを張った。

			　厚さ五十センチ級の氷であったが、ビシビシとヒビ割れる。

			　そんなすさまじい喝なのに、父さんは平然としていた。

			　普通の人がヒヨコを握り締めるかのような手加減で、竜人たちを吹き飛ばしていた。

			　今日も父さんは、父さんをしているなぁ……。

			　

			　

			「相変わらずじゃのぅ、レリクス」

			「こちらこそ、よきリハビリとなりました」

			　道場の奥から、ひとりの幼女が現れた。

			　薄いピンクのかかった髪に、幼い体型。

			　竜人を示す羽と尻尾に、二本のツノ。

			　しかしその立ち振る舞いは、どこか『達人』を彷彿とさせる。

			　油断ならない人だなぁ、と思って見ていると――。

			　

			　動いた。

			　

			　オレか父さんでなかったら、『消えた』と錯覚するほどの超移動。

			　オレはほとんど直感で、心臓の前に手のひらをやった。

			　パシッ！

			　竜人幼女の攻撃を、かろうじて防ぐ。

			　幼女の動きは止まらない。

			　拳を引くと足払い。オレのバランスが崩れたところで消える。

			　こういう時のセオリーは――。

			（背後かっ?!）

			　その通りだった。

			　無防備になったオレの背を目がけ、掌底が放たれる。

			　オレは反射で振り返る。かろうじてガード。

			　けれども、後方に飛ばされる。そんなオレの頭部を、逆立ちのような格好で掴む。

			「ハアッ！」

			　オレは全身から雷撃を発した。幼女の拘束をゆるませる。腕を掴んで一本背負い。

			　幼女は素早く受け身を取ると、オレから離れた。

			「初見でここまで防ぐとは……」

			　そうつぶやいた幼女の頭上に、巨大な氷が落ちてくる。

			「ふおおっ?!」

			　ズゴオォンッ！

			　隕石のようなそれは、隕石が落ちたかのようなクレーターを作った。

			「レインを………、こうげき………した。」

			　マリナは、軽くキレていた。

			　しかしそんなマリナの怒りを、幼女はあっさりといなした。

			　怒気の風の隙間をくぐり抜けるかのような動きで、マリナの背後に移動する。

			　背中を指で、トン――と突ついた。

			「わっちが本気であったなら、絶命していたところじゃのぅ」

			「………。」

			　マリナは、はた目にはなんの動揺もない無表情であった。

			　でも付き合いの長い、オレにはわかる。

			　かなり悔しがっている。

			　さらに幼女は、ミーユたちをチラと見た。

			「うわっ！」

			「きゃっ！」

			「はにゃっ?!」

			「ぜなあぁ!!」

			　みな一様に、体の一部を突つかれたかのような反応を見せた。

			　ちなみに『きゃっ！』と悲鳴をあげたのは、リンである。

			　普段はクールぶってるが、咄嗟の悲鳴は女の子らしかった。

			「今のは、わっちが本気を出していたなら貫くこともできていた『急所』じゃな」

			　確かにミーユらが押さえているのは、首筋や胸元だ。

			　普通に攻撃を食らっていれば、致命傷でもおかしくはない。

			　というかオレに対しても、幼女は視線をやってきている。

			　もっともオレは、食らうことなく弾いているが。

			「これは……確かに。

			　レリクスが推薦するだけのことはあるのぅ」

			「そろそろ、自己紹介をしていただけませんかね？」

			　異世界につきものの【鑑定】スキルは使ってみたが、特殊な力で弾かれてるのだ。

			　まぁたぶん、里の長老とかだろうけど。

			「ふむ……。そうじゃな。わっちの名はスケイル。竜人の里の、十六代目長老じゃ」

			「そうでしたか」

			「しかしこの身のこなしと対応力。すさまじき才能と修練のあとを感じるのじゃ……」

			「我が息子ですからのぅ」

			　父さんが、誇らしげに言った。

			　まぁ鍛錬に関しては、小さいころから父さん相手にやっていたからね。

			　こう見えて、鍛えている部類ではあるのだ。

			「まぁしかし、話が通っているなら早い！　以前にわたしにしてくれた、潜在能力がプワァーっと開花するパーっというやつで、わたしのレイン少年たちを、ぺーっと強くしてやってくれ！」

			（ぐいっ。）

			　リリーナが言うと、マリナはオレの腕を組んだ。リリーナを見つめる。

			「あっ、ああ。『わたしの』ではなかったな。キミであって、ミーユたちのでもある、みんなのレインだ」

			（ん………。）

			　満足したらしい。マリナは小さくうなずいた。

			　でも組んだ腕は離さなかった。

			　リリーナは、改めて言う。

			「ではレイン少年たちを、ペーッと強くしてやってくれ！」

			　長老のスケイルは言った。

			「イヤじゃ」

			「なにいぃ―――――――?!」

			「そもそもわっちら竜人の民は、基本的に中立じゃ。ディアギルムは魔人族のことしか考えておらん粗暴なる男じゃが、魔人族のことは考えておる。すべてを滅ぼそうとした魔竜とは違う」

			「しかしディアギルムをほうっておけば、レリクスら純人族に、わたしたちエルフ。はては獣人族にも、多大なる被害が……」

			「それを聞いてすら一方に加担せんのが、中立ということじゃ」

			「むうぅ……」

			「それにおヌシら、以前にわっちが才能を開花させてやろうとした時も、まったく開花せんではなかったではないか」

			「そっ、そのようなことはない！　少なくともわたしは、スケイル殿の『力』で力が大いに伸びたぞ！　指をパチッと鳴らすだけでも、ヒールの魔法をかけられるようになった！」

			「おヌシ以外はどうなんじゃ？」

			「いや……、それは……。レリクスはあなたの力ではどうにもならない存在であったし、死霊術師のネクロは自身もアンデッドと化していたがゆえ、あなたの聖なる力とは相性が悪かった。妖魔のジェネラスは『他人の力で強くなることに興味はないのでねぇ。クトゥフフフ』と笑って断るだけであったし、古代兵器であったティルトは兵器がゆえに、『成長』という概念もなかったし……」

			　散々であった。

			　しかし父さんの理由が一番人間離れしている気がするのはどうしてだろう。

			「フンッ」

			　スケイルは、幼女らしくスネてしまった。

			「怪しい…………ぜな」

			「ふわっ?!」

			「アタシは詳しいんだぜな。こーいうことを言うヒトの十四割は、だいたいウソつきのヒキョー者なんだぜな。アタシは詳しいんだぜな」

			　強気な発言であった。

			　ただしカレンは、オレの後ろに隠れてる。

			　オレを盾にして後ろに隠れ、顔だけ出して言っている。

			「なっなっなっ、なにを言うのかっ！　よりにもよって、わっちがウソつきのボンクラじゃと?!」

			「ボンクラはともかく、ウソつきなのは間違っていないと思うぜな（ジト目）」

			「よっ、よかろう。そこまで言うなら、おヌシの潜在能力を引き出してやるわい」

			「ほんとーぜなっ?!」

			「わっちはウソはつかん。前にでてくるがよい」

			「それは怖いからイヤだぜな……」

			　カレンはすこし出していた頭を、引っ込めてしまった。

			「それでわっちをヒキョーと言うのか……」

			　スケイルは、ジト目でつぶやいた。

			「まぁ、よい。せめて顔だけは出せ」

			「わかったぜな！」

			　カレンはオレの後ろに隠れたままで、頭だけを出した。

			　近づいてきたスケイルが、カレンのひたいに指を当てる。

			「む……。む。むむむ、む？？？」

			「どーしたぜな?!　早くするぜなっ！　早くアタシの、秘められた力的なものを目覚めさせるぜなっ！」

			　純粋に楽しみらしい。

			　カレンは幼い子供のような、キラキラとした瞳で言っていた。

			「いや……すまぬ。わっちが探せる範囲だとおヌシには、『秘められた力』が存在しておらぬ」

			「ぜなあぁ――――――――――――――？！？！？！」

			「本当にすまぬ……。

			　これについては、言い訳せん。

			　ボンクラのウソつきと言われても、言い返すことができぬ。

			　本当にすまぬ……」

			「真剣に謝られてしまうと本当に真実で、ショックがとても大きいぜなあぁ――――――！」

			　カレンは泣いて逃げ去った。

			　そしてオレは思うのであった。

			（大丈夫なんだろうか、この人）

			　強いのは間違いないんだろうけど、オレと同じくらいだし。

			　っていうかこういうのって、この人はオレを圧倒できるぐらいに強いのが常識じゃない？

			　大丈夫なんだろうか。

			　なんて考えていると、幼女スケイルは叫んだ。

			「貴様その顔！　わっちの力を疑っておるなっ?!」

			「あっ、はい。すいません」

			「しれっと謝るでないわぁ――――！」

			「無礼なのは認めますし謝りますが、父さんよりも弱くてカレンも強くできないんじゃ、不安に思うのは仕方ないと思います」

			「本当に、ハッキリと言うのう……」

			「オレが心の中で思ってただけのことを、わざわざ拾ったのはスケイルさんですし」

			「本当にハッキリと言うのぅ！」

			　全力で叫んだスケイルは、オレをビシッと指差した。

			「しかしわっちがすごいところは、『方法』をたくさん知っておることじゃ！　六千年とも言われる竜人族の歴史のうちの、五百年分の知識は頭の中に入っておることじゃ！　大小あわせて六八〇〇の『技と魔法』を知っておることじゃ！　その者が習得したい技能に合わせ、三二〇〇ある『訓練の方法』から、もっとも適切なものを選べることじゃ！」

			「それはすごいですね」

			「わっちを尊敬するがいい!!」

			　スケイルは、えっへんと胸を張った。

			「スケイル殿は、今日も褒められたがりであるな」

			　リリーナ二八〇歳が、他人ごとのように言った。

			「…………」

			「いや待て少年！　どうしてわたしを、奇妙なものを見る目で見たのだ?!」

			「イミハ　アリマセン」

			「発音がおかしいぞっ?!　少年は、わたしがスケイル殿と変わらんレベルの褒められたがりであるというのかっ?!」

			　まさかの自覚なしだった。

			　かなり残念なところだが、リリーナなので仕方ない。

			　オレの中ではもうすでに、『リリーナと書いて残念と読む』の図式ができあがっている。

			　それはさておき。

			「訓練の方法を三二〇〇も知っているなら、早くやってはもらえませんか？」

			「わっちの話を聞いてはおらんかったのか？　わっちは中立じゃ。一方の陣営に肩入れなどをするつもりはない。掟でもそうなっておる」

			「陣営に肩入れとかではなくて、単に入門者として強くしてください、という理由でもダメですか？」

			「確かにその理屈なら、掟的には問題ないが……」

			「ないがなんです？」

			「おヌシはさっき、わっちを小ばかにしたからのぅ……」

			　早くも根に持たれていた。

			「だけどオレ、このままじゃ撤回はしませんよ？　さっきのカレンじゃないですが、口先ではなんとでも言えますから」

			「ぐぬぬ……」

			　それは安い挑発だったが、幼女スケイルは乗ってきた。

			　このへんは、カレンへの対応を見ての計算尽くである。

			「フンッ」

			　スケイルは、すねたかのようにそっぽを向きつつ、光る玉を投げてきた。

			　ビー玉サイズの小さな玉だ。

			「飲んでみい」

			「はい」

			　オレは素直に飲み込んだ。

			　その直後、スケイルが叫ぶ。

			「グラビティ！」

			　全身が、ずっしりと重くなった。

			「今飲ませたのは、耐性弱化の宝玉じゃ。あらゆる魔法への耐性が、五分の一に低下する。その上で、わっちは重力が二倍になる魔法をおヌシにかけた」

			「つまり今のオレは、いつもの十倍の重さがあるってわけですか」

			「そういうことじゃ」

			「…………」

			「無言になってどうしたのじゃ？　重力魔法を操れるわっちを、早くも見直したのか？」

			「あ、いえ、すごいとは思ったんですが、ディアギルムはこちらの重力を無条件で百倍とかにしてきてたよなぁ……と思いまして」

			「これでもわっちを認めんのかー！　あんまり言うとスネるぞ?!　わっちスネるぞ?!」

			「いやほんとすいませんでした」

			「わかればよいのじゃ！」

			　スケイルは胸を張った。

			　その時だ。

			（ふにっ………♥）

			　不意に背中に、やわらかな触感。

			　マリナであった。

			　オレの背中にくっついて、意味ありげな視線を向けてる。

			　やわらかいのは、豊満にして放漫なおっぱいであった。

			（………。）

			　マリナは無言でオレを見つめて、スケイルを見た。

			（ぴと………。）

			　オレの背中に顔をうずめる。

			　マリナはけっこう、人見知りする。

			　オレが攻撃されて怒ったりしている時は平気だが、冷静になると人見知りする。

			　これで大丈夫なのだろうか、と思って話してみたことはあるのだが――。

			（あなたが、いてくれるから………。）

			　と言われてしまったので、甘やかしたままである。

			　ハッハッハ。

			　そんなマリナを代弁するべく、オレは口を開こうとした。

			　だがその前に、ミーユとミリリが同時に言った。

			「「あのっ！」」

			「どうしたのじゃ？」

			「えっ、ええっと……」

			「ミーユさまから……」

			「いや、ミリリからで……」

			「ミリリはミリリは、奴(ど)隷(れい)の身でございますし……」

			「それを言ったらボクだって、レインの恋人してるだけの平民…………えへへへ」

			「ミーユさま……？」

			「いや、ごめん。『レインの恋人』って普通に言ったけど、実際に口にだしてみるとついニヤけちゃってさぁ…………えへへへへ」

			　かわいい。

			「それでなにを言おうとしていたのじゃ？」

			「あっ、はいっ！

			　ええっと……レインに飲ませたその玉を、ボクたちにも飲ませてください!!」

			「ほぅ？」

			「ボクたちが修業して、どこまで強くなれるかはわかりません！

			　でも黙って見ているなんて、絶対にできないんです！」

			（こくっ。こくっ。）

			　ミーユが強く力説すると、オレの背中のマリナもうなずく。

			「ミリリもミリリも、まったく同じ気持ちですにゃ！」

			（こくっ！　こくっ！）

			　ミリリが言うと、マリナも強くうなずいた。

			「ミリリが言ってミーユさまがおっしゃるのでしたら、わたくしも後ろにいるわけにはございませんね」

			　リンも静かに前にでる。

			「ほっほっほっ。よい娘たちに好かれておるのぅ」

			「オレもそう思います」

			　その時だった。

			「どうして誰も追ってきてくれないんだぜなあぁ?!」

			　一度泣いて逃げたカレンが、もっと泣いて現れた。

			「知らない土地でひとりになって、とっても不安でさびしかったぜなぁー!!」

			「自分から逃げておいて泣きじゃくるとは、すさまじい理不尽でございますね……」

			　[image: kao220.png]な顔で叫ぶカレンに、リンは冷静に突っ込んだ。

			「それはそれとして……。お戻りになられたということは、カレンさまもお修業をなさるのですにゃ？」

			「どういうことなんだぜな？」

			「スケイルさまは、潜在能力をパーッと引きだす以外にも、色々なお修業法を知っているらしいのですにゃ。ミリリたちは、そのお修業を受けようと思っていたのですにゃ」

			「まさか戦うつもりなのぜなっ?!」

			「おっしゃる通りなのですにゃ」

			「だけど相手は、レインでも勝てないような相手ぜなっ！　アタシたちが修業して、どうにかなるとは思えないぜなっ！」

			「例えばディアギルムには、部下を引き連れてくる可能性もございます。そのような場合は、わたくしたちがお役に立てる可能性もございますかと」

			「ぜなあぁ……！」

			　たとえ役に立つ場合でも、戦いたくはないらしい。

			　カレンは瞳をうるませて、ぷるぷると震えた。

			「いや別に、無理はしなくてもいいんだけど」

			　するとカレンは、両手をパタパタと動かして叫ぶ。

			「みんながいなくなったら、アタシはまたひとりぼっちだぜなー！

			　ひとりはさびしいんだぜなー！」

			　こうしてみんな、オレの修業につきあうことになった。

			　魔法耐性をさげる宝玉を飲んで、体を十倍の重さにしてもらう。

			「うわあっ！」

			「はにゃあぁ……！」

			「全身が重たいぜなあぁ……！」

			「くッ……！」

			　ミーユがその場でべちゃりと潰れ、ミリリとカレンは立てずに四つん這いとなる。

			　リンですら、槍を杖代わりにしてかろうじて――という有様だ。

			（………。）

			　唯一普通にしてるのは、オレのマリナだけであった。

			「マリナは平気か？」

			　マリナは静かに首を振る。

			「すこし、おも………。」

			「おも？」

			「………。」

			「マリナ？」

			「重くない。」

			「ん？」

			「わたしは、ぜんぜん、重くない。」

			　オレのマリナは、体重的な意味での『重さ』を気にしていた。

			　そんなことを気にできるあたり、余裕はいくらかありそうだ。

			「しかしいきなりこんなんじゃ、修業のために体を動かすことも難しいんじゃ？」

			「それについては簡単じゃ。この状態でも体を動かせるようにすることが、最初の修業と言ってよい」

			　そう言うと、スケイルはジト目で補足した。

			「そもそも『重力十倍』は、この土地で十年近く修業を積んでからようやくおこなう荒行じゃ。それを受けて普通に立っているおヌシらふたりがおかしいのじゃ」

			　確かに重力十倍って言えば、元の体重が五十キロなら五百キロ。三十キロでも三百キロの負荷がかかるっていうことだもんな。

			　普通はキツいと言われたら、その通りだとは思う。

			「もしもわたしがいなければ、四人とも自らの体重で圧死しているであろうな」

			　それを言うリリーナは、四人に意識をやっていた。四人が『重くて大変』で済んでいるのは、リリーナが補佐しているからだ。

			　スケイルは言う。

			「そしてこの状態でも体を動かせるようにする方法は、筋肉をつける以外にもうひとつある」

			「なんですか？」

			「魔力を高め、流れを理解することじゃ。魔力を高めて理解し、わっちの重力魔法を軽くでも弾けば、その分、体が軽くなる」

			「なるほど」

			「そもそもこの修業は、そちらのほうがメインじゃからのぅ」

			「という感じらしいよ。ミーユ、ミリリ」

			「う、うん……」

			「わかりましたです……にゃあぁ……！」

			「その理屈だと、魔法を使えないアタシやリンは一生このままぜなぁ……?!」

			「魔法は使えないのなら、『気』で弾く、という手もあるぞい？」

			「気……ぜな？」

			「すべての命に備わっている、魂のようなものじゃ。ただし魂と違い、全身に流れておる」

			「よくわからないんだぜなぁ……！」

			　カレンは涙目になった。

			「まぁこの修業は、三二〇〇あるわっちの修業法の中でも、上から数えたほうが早いぐらいに厳しく難しいものじゃからのぅ。できん可能性のほうが高いぐらいじゃ」

			「ぜなあぁ……！」

			「それはそれとして、訓練を続けるなら『場』も変えてやろう」

			　スケイルは、くるりと踵を返す。

			「レインにマリナよ。倒れている者たちを連れてくるのじゃ」

			「はい！」

			　オレはミーユを抱きあげて、ミリリを背中におんぶした。

			「ごめん……。レイン」

			「申し訳ないですにゃあぁ……」

			「気にするなって」

			「申し訳ありません……。マリナさま」

			「ぜなあぁ……」

			　リンとカレンは、マリナが普通に運んでいた。

			「大丈夫か？」

			「うん。」

			　オレたちは、スケイルについていく。

			　

			　スケイルについていったオレたちは、神殿めいた建物の奥に入った。

			　六芒星の魔法陣が設置された神秘的な空間である。

			　部屋には四つの扉があった。

			　赤、青、白、黒だ。

			　それぞれの扉の上では、神秘的な雰囲気の砂時計が浮いている。

			　スケイルは、白い扉の前に立つと言った。

			「こっちへくるのじゃ」

			　オレたちは近寄った。スケイルが、白い扉に手を当てる。白い扉とスケイルの体が輝き始めた。扉の上の砂時計がわずかに満ちると、オレたちも輝きに包まれる。

			　ほんの一瞬、意識が飛んだ。

			　ふと気がつくとオレたちは、真っ白な空間にいた。

			　まず眼前に広がるは、真っ白な空間。地平線とも水平線とも言える永遠の空間が、ただ真っ白に広がっている。

			　地面は質量を持った雲のように独特な触感を持ち、周囲の景色と同じく真っ白だ。

			　上を見てもそこにあるのは、限りがあるのかないのかもよくわからない、空？　それも当然真っ白だ。

			　空にハテナがついているのは、本当に空なのかどうかもわからないからだ。

			　確実にわかるのは、上下左右の、すべてが真っ白な空間である、ということだけだ。

			　真っ白としか言っていないのも、真っ白としか言えないからだ。

			　あとは体全体が、若干だが重い。

			　オレとマリナは、ミーユたちを地面におろした。

			（んっ！）

			　マリナが右手を空に突き出し、ツララを放った。

			　オレもついでに、ファイアーボールを打ってみる。

			　マリナのツララもオレの炎も、真っ白な空？に吸い込まれて消えていく。

			　

			「グハアアアッ！」

			　

			　スケイルがダメージを受けた。

			　ツララを胴体に受けたかのように体が『く』の字に曲がると同時に、全身に火柱が立つ。

			　リリーナが素早くヒールを入れると、炎は消えたがピクピクしていた。虫の息というやつだ。

			「スケイルさんっ?!」

			　オレが駆け寄ると、スケイルは怒鳴った。

			「この空間は、わっちの体と連動しておるんじゃー！　空間の端にダメージを与えると、わっちにダメージが入るんじゃー！」

			「それはすいませんでした」

			（ぺこ………。）

			　オレが普通に謝ると、マリナはオレの背中に隠れながら頭をさげた。

			「そもそもどうして攻撃するんじゃ?!」

			「空間の広さが、気になったものでして」

			（こくこく。）

			「気になることはわかったが、攻撃の前に確認せんかーい！」

			　もっともすぎて反論できない。

			「いやほんと、すいませんでした。もう攻撃しないんで、この空間がなんなのか教えてください」

			「フン……」

			　スケイルは、スネながらも教えてくれた。

			「この空間は、『いびつなる聖室』と呼ばれる空間じゃ。時空がいびつにゆがんでおる。外の世界での一分が、ここでは一時間にもなる」

			「それはすごいですね」

			「しかもこの空間では、重力が外の二倍となる。わっちがおヌシらにかけた魔法の効果とあわせれば、元の二十倍になっているはずじゃ」

			「どうりで体が重いと思いました」

			「ただし欠点もある。空間の発動に、誰かの魔力を使うのじゃ」

			　スケイルがそう言った直後に、オレたちは光り輝く。

			　オレたちは、六芒星の魔法陣が地面に描かれた部屋に戻っていた。

			「術者が最初に込めた魔力が切れると、このように戻ってしまうわけじゃな。一流と呼ばれる魔術百人が丸一ヶ月はファイアーボールも使えなくなるほどの魔力を込めて、一人が一日入れるかどうかといったところじゃ。入る人数が増えれば、魔力の消費も当然、激しい」

			　それでも単純に計算すれば、六〇日分の修業になる。

			「ちなみにそれだけの魔力を込めると、砂時計はどのくらい埋まるんですか？」

			「八分の一ぐらいじゃのぅ」

			　少ないな。

			「まぁ魔力については、ワシが補充してやろう」

			　父さんが前にでて、白い扉に手を当てた。

			　確かに父さんであれば、扉の上の砂時計ぐらいは満杯にしてくれるような気がする。

			　オレが思ったその直後。

			　砂時計が爆発した。

			　ええええええええええええっ？！？！？！

			　これは予想外だった。

			　一流と呼ばれる魔術士百人が全力を込めて、八分の一しか埋まらない砂時計。

			　父さんであれば、そんな砂時計も一瞬で満杯にしてくれるだろうとは思っていた。

			　でもまさか、破壊してしまうなんて……。

			「っていうか破壊したら、どうなるの……？」

			「砂時計は、目安でしかない。壊れたとしても、異界の機能そのものが損なわれることはないが……」

			「この扉、加減が難しいのぅ」

			　そんな砂時計を壊しておいて、『手加減』とか言っているあたりは流石だ。

			「それではワシは、ここで一度去るとしよう」

			「えっ？」

			「ちょっとした準備があるのでな」

			「わかりました」

			「わっちのほうも、次の修業の準備をしておくとしようか。

			　重力十倍の状態でも全員が動けるようになったら、扉から出てくるがよい」

			　スケイルも立ち去った。

			　オレは再び、白い扉に手を当てた。

			　オレたちが輝きに包まれる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そこで一時間の修業をしても、外の時間では一分にしかならないという空間に、オレたちはいた。

			　あまり暴れると父さんにダメージがいくため派手な修業はできないが、静かなる修業ならできる。

			　そんな空間でオレたちは、修業をしていた。

			　まずは重力に慣れるまでの作業。

			　軽いスクワットや腕立て伏せから始まって、飛んだり跳ねたり。

			　三時間ほどもすると、オレはバク転やバク宙、シャドーボクシングあたりまでできるようになった。

			　しかし動きのキレは鈍い。

			　二十倍の重力を受けているわりには動けているほうだとは思うのだけれど、逆に言うとそれだけだ。

			（ディアギルムを倒す――とまではいかなくっても、古代兵器の人造人間っ子の、ティルトを抑えられるぐらいにはならないとなぁ）

			　と思いながら、ひとりで動く。

			　しかしそうやって動けるのも、今のところはオレひとり。

			「レイン………すごい。」

			　マリナはかろうじて立ってるが、ヒザがぷるぷる震えてる。

			「やっぱり重い？」

			「………おもくない。」

			　マリナはやっぱり否定した。

			「わたし、からだ、おもくない。」

			　マリナはやはり、体重を気にしていた。

			　実際マリナは、ほかの子より重い。

			　原因は、言うまでもなくおっぱいだ。

			　ほかの子よりもおっぱいが大きいマリナは、ほかの子よりも重い。

			　そしてふと気になった。

			　体重が重くなっている今では、おっぱいはどうなっているんだろう？

			　オレはマリナのおっぱいを、下から軽く持ちあげた。

		

	
		
			[image: p233.jpg]
		

	
		
			（これは……！）

			　すごかった。

			　ずっしりかつ、むんにゅりとしていた。

			　むにゅりではなく『むんにゅり』だ。

			　手にあまるほどのボリュームのおっぱいが、重みで指に食い込んでくる。

			　マリナを仰向けに寝かし、やらしい衣装の肩にかかっている紐をズラした。

			　ぷるっ……るっ、るんっ。

			　バケツプリンのような質量のおっぱいが、二十倍の重量を伴ってゆれる。

			「すごいなぁ、これは」

			　包むようにして揉んだ。オレの指が動くたび、そのおっぱいは波のようにゆれた。

			　たまらない。

			　オレはズボンをするりとおろし、マリナにオレのを挟んでもらった。

			　腰を静かに動かしていく。

			「はっ♥　あっ♥　あっ♥♥♥」

			　こんなところで盛(さか)っても、マリナはすぐに感じ始めた。

			　おっぱいの谷間が汗ばんで、ぬっちゅぬっちゅとし始める。

			「はあっ、あっ、ああっ、もっと………！　もっとおぉ………♥♥♥」

			　喘ぐマリナの表情も堪能しながら、盛大に射精した。

			　マリナの綺麗な顔に真っ白な精液がかかる。

			「はあああぁんっ………！」

			　それと同時に、マリナも達した。

			　ビクビクと全身を痙攣させて、足と足のあいだから、透明な愛液を吹く。

			「バカか……？　オマエら……」

			　離れたところで仰向けになっていたミーユが、憎まれ口を叩いた。

			「そう言うミーユは、動けるようになったのか？」

			「まだだけど……」

			「そうか」

			　オレはミーユに近寄ると、ミーユの服を脱がしにかかった。

			「おいっ！」

			「早く力を解放しないと、エロいことされちゃうぞ？」

			「最悪だなオマエ！　そういうところはちゃんと直せよ！　フツーにしてればカッコいいのに、くそばか…………あぁんっ！♥♥！」

			　口では抵抗していたミーユだが、剥き出しの乳首を摘ままれてしまうと喘いだ。

			「説得力ないなぁ」

			　オレはエスっ気のある笑みを浮かべて、ミーユのかわいいパンツを脱がした。

			「おぉ、まぁ、えぇ、なぁ……！」

			　抗議してたが気にしない。太ももを掴み、足をＭの字に開かせる。

			　足を閉じることもできなくなっている無防備でつるつるのワレメちゃんに、顔をうずめた。

			　ちろちろちろ。

			　くちゅくちゅくちゅ。

			　ずちゅ、ずちゅっ。

			　舌の先で舐めて唇でしゃぶり、透明な愛蜜をすすった。

			「はぁんッ……♥、ばかっ。

			　はあぁんッ、ばかあぁ……♥♥

			　そこっ、くゥんッ、もっと……。入り口のところ、舌でぺろぺろされるの気持ちイッ……。

			　好きッ、んッ、はぁんッ♥　好きッ、はああぁんッ！！！♥♥！！！♥♥♥」

			　ミーユは本当にかわいいなぁ。

			「っていうか早くなんとかしないと、これも挿れちゃうぞ？」

			　オレはぐちゅぐちゅになっているミーユのワレメに、チンコの先をあてがった。

			「うううう……！」

			　ミーユは両目を固く閉じ、力を出そうとがんばった。

			　でも抗えない。

			　推定四十五キロぐらいの元の体重の二十倍――およそ九百キロの自重にあえいだままだ。

			　抵抗できないミーユの中に、ゆっくりと挿れていく。痛くないよう、ゆっくりとだ。

			「はあアアッ、あァんッ！♥　いつもより重くってぇ……♥、深くってえぇ……♥♥♥」

			　完全に堕ちているところを、ぐっちゃぐっちゃとヤッてだす。

			　ミーユはしばし息を整え、ジト目で言った。

			「こういうところだけは……。もう……ほんと……」

			「イヤだった？」

			「聞くなよ……ばか」

			　スネたことを言ったミーユに、オレはやさしいキスをした。

			　かわいいミーユは、瞳を閉じてキスを受け入れた。

			　そんな調子で、ミリリのところへも寄った。

			　仰向けになっているミリリの、ツンッと立ってる乳首を、人差し指の真ん中で触れる。

			「はにゃあっ……！」

			　ミリリはわずかに、顔をしかめた。

			「イヤだった？」

			「そういうわけでは、ないのですにゃが……」

			「にゃが？」

			「ミリリにとって、ご主人さまにしていただくのは『ごほうび』ですにゃ……。

			　ちゃんとできていないことを理由に、していただいてしまいますと……」

			「えっちするのが目的になって、修業をなまけちゃいそうってこと？」

			「ですにゃ……」

			　ミリリは恥ずかしそうに頬を染めて口元を隠しつつ、こく……と小さくうなずいた。

			　かわいい。

			「そういうことなら、『ごほうびの前借り』ってことにしよう。

			　ミリリはこの修業を、成功させることができる。

			　だからその分のえっちを、今ここで先にする」

			「そういうことなら、お願いしますにゃ……」

			　ミリリは静かに目を閉じて、オレに自身の体を任せた。

			　オレは動けないミリリの足を開かせ、たっぷりと楽しんだ。

			　そんな感じで、リンやカレンともやった。

			　カレンとはいまだに本番をするタイミングが掴めなくってしていないが、口とおっぱいと太ももの素股でたっぷりご奉仕してもらったうえで、全身にぶっかけた。

			　それから普通におねだりしてきたリリーナやマリナともやって、ミーユへと戻る。

			「修業はどんな感じだ？」

			「ううぅ……」

			　ミーユは、動けないでいた。先刻オレとヤッた直後の、Ｍ字開脚のままでいる。地面に貼りつけられた様子は、標本にされた蝶のようでもあった。無防備にして無垢なつるつるのワレメからは、白い精液が垂れている。

			「起きあがれないなら、二回戦目といくか」

			　オレはミーユの膝をつかんで、挿れやすいように足を広げた。

			「いやあっ……。もう……。だめ……。いやあぁッ……」

			「だめはともかくイヤって言われると、ためらってしまうな」

			「ボクもミリリとおんなじで、レインとのエッチは、大好き……だから。

			　修業がちゃんとできないとエッチっていうのは……」

			「そういう理屈か」

			「うん……」

			　ミーユは小さくうなずいた。

			　軽い涙目でうなずく姿は、純粋にかわいい。

			「そういうことなら、えっちはお預けにしとこうか」

			　オレはミーユのほっぺたに、チュッとかわいいキスをした。

		

	
		
			　

			番外編　リンとカレンの決闘と、ミリリの苦悩。

			　

			　レインとマリナが、一度屋敷に戻ると決めた直後。

			　リンはカレンと対峙していた。

			「逃げずに勝負を受けたところだけは、特別に評価いたしましょう」

			「勝てる勝負なんだから、逃げないのは当たり前なんだぜなっ！」

			「勝てると言っても、卑怯な手を使うのでしょうがね」

			「『ひきょう』じゃないぜな！　『さくりゃく』だぜなー！」

			「どちらでもよいですね。敗北は決まっているのですから」

			「そんなふーに言えるのも、今のうちうちだけなんだぜなっ！」

			　リンは自身の槍を構えて、カレンは自身の棒を構える。リンの槍は、穂先がたんぽぽの綿毛のようになっている『たんぽ槍』だ。骨は折れるかもしれないが、聖騎士たちがいるので治癒は可能だ。

			「それではミリリ。開戦の合図をお願いします」

			「はいです……にゃあぁ」

			　どちらのことも嫌いではないミリリは、縮こまりながら旗を掲げた。

			「それでは、決闘開――――」

			「先手必勝なんだぜなあぁ―――――――――――――！」

			　開始の合図を待つこともなく、カレンが攻撃をしかけた!!

			「やっぱりですか!!」

			　予想通りだったため、リンに動揺はない。

			　が――。

			「ぜなあぁ！」

			　カレンは棒で突くと見せかけて、地面の土を蹴りあげたっ!!

			　奇襲が汚い行為なら、初手で砂かけも汚い。

			「あなたらしいですねっ！」

			　だがリンは、その対応も読んでいる。

			　自身の槍をヒュルッと回して砂を弾いた。

			「ぜなっ！」

			　カレンはすかさず、煙玉を投げた。

			　煙がもうっと湧きあがる。

			　さすがのリンも、突っ込まずにはいられなかった。

			「あなたには、まともに戦おうという気はないのですかっ?!」

			「リンが弱くなってアタシが強くなったら、いくらでもまともに戦うぜなっ！

			　だからこうしてがんばって、リンを弱めようとしてるんだぜなっ！」

			「あなたという人は……！」

			　こんな人に負けるわけにはいかない。

			　リンは決意を強く固めた。

			　目を閉じて、カレンの気配を探る。

			　気配はなかった。

			　感じなかった。

			　動く気配はもちろんのこと、足音ひとつ感じない。

			（アレでいて、気配を消す技術はすごいのですよね……）

			　リンはひしひしと思う。

			（ちゃんとした心意気で修練を積めば、かなりの戦士になれるでしょうに……）

			　リンにカレンを、褒めているつもりはない。

			　ただの純粋な評価であった。

			　自身の感覚でカレンを評価すると、そういうことになるわけだ。

			　カレンに強く当たるのも、『もったいない』と思う気持ちが、イラ立ちを生んでいるせいだった。

			　ただし本人に自覚はない。

			　それがまた、話を面倒にしている。

			　なにはともあれ。

			　感覚を鋭敏にしていたリンは、飛来してくる『それ』に気づいた。

			　目を閉じたまま棒を振る。

			　ガギンッ！

			　鈍い音が鳴り響いた。

			「今の感触…………石ですかっ?!」

			「フハハハハ！　わかったことはほめてやるぜなぁ!!」

			　つい先刻のリンは、カレンの気配を感じなかった。

			　離れていたのだから当然だった。

			（カレンはまともにしていれば、優れた戦士になる――と評価した先刻のわたくしを、刺したい気分でございますね……！）

			「カレンさま……」

			　中立のミリリも引いていた。

			「どんな手を使おうと、勝てばジャスティスなんだぜなあぁ―――！」

			　見学していた聖騎士たちも、口々にぼやいた。

			「最低だ……」

			「最低だ……」

			「最低だ……！」

			「はにゃあぁん……」

			　過去にあらゆる手段を使ってリンに勝利したミリリも、居心地悪そうにする。

			　限界まで訓練したうえでからめ手を使用するのと、からめ手だけで楽に勝とうとすることは違う。

			　そういう意味で、ミリリとカレンも別物だ。

			　少なくともリンは、そう考えている。

			　しかしミリリからすると、自分もカレンと変わらない。

			（確かにミリリは、ミリリを選んでくださったご主人さまのおためでしたら、なんでもしますにゃ……。そういう戦い方もある、と教えてくれたご主人さまは、大好きですにゃ……。好き好きですにゃ……）

			　しかしそれでも、引け目は引け目だ。

			　からめ手なしでリンと戦い、からめ手なしで勝ちたい――とも考えている。

			　そういう意味では、やはりカレンを『もったいない』と思ったりする。

			（カレンさまは、ちゃんと鍛えれば魔法なしでもリンさまと戦えそうですにゃに……）

			　実際カレンは、石投げにしても工夫をしている。

			　気配を消して位置を変え、ヒュヒュンと複数投げていく。

			　視界を封じての投石は、かなり地味だがとても強い。

			　が――。

			「わかってきましたよ――」

			　リンはぽつりとつぶやいた。

			　神経を研ぎ澄ませ、石の気配を察知して――――突く!!

			　ガゴンッ！

			　

			　ビリヤードのように突かれた石は、そのままカレンに跳ね返る！

			　そのスピードは、時速一五〇キロ！

			　

			「ぜなあぁ！」

			　カレンは咄嗟に右に動いた。

			　石は頬をチリッとかすめて、カレンの背後の木に当たる。

			　バギャアッ！

			　音が鳴り、木には大きなクレーターができた。

			「シャシャシャシャ、シャレになっていないぜなぁ！」

			「顔の形は変形しても、即死はまぬがれるかと思いまして」

			「ぜなあぁ……！」

			　カレンは恐怖でぷるぷると震えた。

			　おしっこも、ほんのすこしだけ漏らした。

			「まいったと言えば、攻撃はやめますが？」

			「まいったと言ったら、負けた気がして悔しいぜなぁ！」

			　カレンは当たり前のことを叫び、黒い玉をひゅんと投げた。

			　リンは先刻の要領で、飛んできた玉を突く。

			　

			　ばちゃああんっ！

			　

			　だがその玉は、リンに突かれた瞬間に弾けた！

			「アタシ特性の、ぬるぬる玉だぜなぁ！」

			　カレンはさらに、三玉投げた。

			「くッ！」

			　リンはすべて弾いていくが、すべて弾けてぬるぬるを浴びた。

			　カレンの気配が駆け寄ってくる。

			　咄嗟に後ろにさがろうとするが――。

			「きゃっ！」

			　ツルッとすべってころんでしまった。

			「トドメだぜなッ！」

			　尻餅をついたリンに、カレンが棒を振りおろす。

			　しかしリンは、棒の軌道を瞬時に察知。ぬるぬるの手で受け止めると同時に、カレンに足払いを入れた。

			「ぜなあぁ！」

			　カレンはころぶ。リンの上に倒れこむ。

			　ごろごろごろ。

			　ふたりは互いに取っ組みながら、地面の上をころがった。

			　最後はリンが上になる。

			「少々苦戦はさせられましたが――。わたくしの勝ちのようでございますね……」

			「戦いは、まだまだなんだぜなぁ……！」

			　カレンはギリッと歯を食い縛り――。

			　

			　口からプッと針を吐く！

			　

			　リンは反射で回避した。

			「こんなものまで仕込んでいるとは驚きでしたが……。当たらなければ意味がありま……せ…………」

			「アタシの針は、一本じゃないんだぜな……！」

			　カレンは右手で、リンに針を刺していた。

			　口から出したのは囮。当たればよいが、外れたら外れたで構わない。

			「針に塗られていたのは、イノシシも麻(ま)痺(ひ)させる毒だぜなっ！」

			「くッ……！」

			　リンの体が痺(しび)れ始めた。

			　脳が動けと言っているのに、体はまったく動いてくれない。

			　普段どうやって動いていたのか、体が忘れてしまってる。

			「効いてきたぜな♪　効いてきたぜなあぁ♪」

			　マウントを取られているカレンは、勝利の予感に口元をほころばす。

			　だがしかし。

			「ハアアアア………アアッ！」

			　リンは拳を振りおろすっ！

			「ぜなああっ?!」

			　カレンは顔を横に動かす。

			　

			　ドゴオォンッ！

			　

			　爆裂音が鳴り響く。カレンの顔のすぐに横に、リンの拳がめり込んでいた。

			「ぜな……？」

			「フフフフ、フフ……。申し訳ありません、カレンさん。どうもわたくし麻(ま)痺(ひ)毒で、力の加減もできなくなってしまったようです……」

			「ぜなぁ……?!」

			「顔が砕けてしまう可能性もございますが……」

			　とても恐ろしいことを言ったリンは、にこりとかわいい笑みを浮かべた。

			　

			「ご容赦を」

			　

			「ぜなあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　カレンの悲鳴が木霊した。

			　リンの拳が振りおろされる。

			　

			　ドゴオォンッ！

			　ドゴオォンッ！

			　ドゴオォォォォォォォンッ！

			　

			　シャレになっていなかった。

			「ぜなあぁ！　ぜなあぁあ！」

			　カレンは気の毒な悲鳴をあげて、必死に攻撃を回避した。

			「おおおお、お待ちくださいにゃあ！　カレンさまが死んでしまいますにゃあ！　死んでしまいますにゃああ！」

			　ミリリがコアラの子供のように、振りあげられたリンの腕に抱きついた。

			「死にたくなければ、降参をすればよいのです」

			「カレンさまぁ！　降参してくださいにゃあ！　降参してくださいにゃああ！」

			「降参したら、負けた気がしてイヤだぜなぁ！」

			「降参したら負けるのは、当たり前のことですにゃああ！」

			「だから降参したくないんだぜなぁ！」

			「はにゃあぁぁぁぁんっ！」

			　ミリリの悲鳴が木霊した。

			　リンは腕に力を込める。ミリリの腕は振りほどかれて、カレンに向かって拳が落ちる。

			　ドゴオォンッ！

			　カレンは回避したものの、かなりギリギリであった。拳の一部が耳をかすめて、赤く腫れてしまってる。

			「しぶといですね……。フフフフ、フフ……」

			　リンの口元に、冷たい薄ら笑いがうっすら浮かんだ。

			　ゴキブリに切れた雪女みたいに、冷たく美しい感じになってる。

			「い・い・か・げ・ん・に、し・て・く・だ・さ・い…………にゃああっ！」

			　ミリリがリンを背後から抱きしめ、引き剥がそうとがんばった。

			　しかしながら勢いあまって――。

			　

			　ズゴオォンッ！

			　

			　バックドロップを決めてしまった。

			「カレンさまも、カレンさまですにゃああっ！」

			　わりと怒っていたミリリは、[image: kao252.png]な顔で岩を錬成。カレンの顔面に投げつけた。

			「ミリリも参加なさいますか……」

			「いい度胸なんだぜな……！」

			「はにゃっ?!」

			　まさかの事態に、ミリリの肝がヒヤリと冷えた。

			「ミリリはミリリは、リンさまをお止めしようと思っただけで……」

			「動機はどうあれ、あなたは戦いに手をだした」

			「それがすべてなんだぜな……♪」

			「にゃっ、にゃっ……」

			　戦いで土にまみれたリンとカレンが、ミリリにじりじりにじりよる。

			「はにゃあぁ～～～～～～～～～～～～～～～んっ！」

			　かわいそうなミリリの、かわいそうな悲鳴が響き渡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「わたくしとしたことが、あれほどに冷静さを失ってしまうだなんて……」

			　決闘が終わったあとの、公衆浴場。

			　リンは慙(ざん)愧(き)の念に囚われながら、風呂桶に手をつきため息をついた。

			「だっだっ、大丈夫ですにゃ！　ミリリはミリリは、まったく気にしていませんにゃ！」

			「ミリリが気にしていなくても、わたくしが気にするのです……」

			「偉そうなことを言っておいて、アタシとおんなじレベルだったぜなっ！」

			「はうぅ……」

			　リンはガクリと落ち込んだ。

			「ハッハッハー、だぜなっ！」

			「おんなじレベルでしたら、カレンさまが勝ち誇るのもおかしい気がするのですがにゃ……」

			「こういう勝負は、相手を悔しくさせたほうの勝ちなんだぜなっ！」

			「はにゃあんっ?!」

			　自分を下げることで相手も下げる、必殺のカレン論法。実にロジカルに破綻した、論理的な論理と言えよう。

			「はうぅぅ……！」

			　実際、リンにはダメージだった。

			　カレンがカレンであればあるほど、『そんなカレンと互角』という事実が痛い。

			「ハッハッハー、だぜなー！」

			「にゃうぅぅ……」

			　負けてはいないはずなのに負けた気になったリンは、ミリリのような声をだしてまで落ち込んだ。

			　いい子なミリリが、リンを気遣って言った。

			「ですけどですけど、カレンさまもすごかったですにゃ！　リンさまも、そこは素直に認めればいいと思うですにゃ！」

			「確かに策略があったとはいえ、カレンさまがわたくしと互角に戦ったのは事実。認める必要はございますね……」

			「そういうリンも、アタシと互角なんだから大したものなんだぜなっ！」

			「フフフ」

			「ハッハッハー！」

			「よかったですにゃあ……！」

			　リンとカレンは楽しげに笑い、ミリリも安堵の笑みを浮かべた。

		

	
		
			[image: p255.jpg]
		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）

			最近は本が売れたおかげで、それなりにいい暮らしをしております。今日も一袋二十円近くする高級モヤシを食べました!!（二〇一八年五月現在）

			 

			イラストレーション

			ｃｃｃｐｏ（スリーシーピーオー）

			京都府出身、奈良県在住。主な仕事はソーシャルゲームイラストやゲーム原画など。趣味は釣りとサッカー観戦ですが、釣り場が遠いので最近は雑誌を眺めるだけの日々です。（二〇一八年五月現在）

		

	
		
			規(き)格(かく)外(はず)れの英(えい)雄(ゆう)に育(そだ)てられた、常(じよう)識(しき)外(はず)れの魔(ま)法(ほう)剣(けん)士(し)④

			発行日：２０１８年５月１日

			著　者：ｋ(ケー)ｔ(テイー)60

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)kt60 2017

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士④』（２０１８年５月１日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。

		

	OEBPS/image/yajirusi_ue_fmt4.png





OEBPS/image/p255_fmt.jpeg





OEBPS/image/yajirusi_sita_fmt.png





OEBPS/image/p047_fmt.jpeg





OEBPS/image/004-005_fmt.jpeg





OEBPS/image/yajirusi_sita_fmt1.png





OEBPS/image/001_fmt.jpeg





OEBPS/image/kao98_fmt.png





OEBPS/image/yajirusi_ue_fmt3.png





OEBPS/image/p204_fmt.jpeg





OEBPS/image/p233_fmt.jpeg





OEBPS/image/p103_fmt.jpeg





OEBPS/image/yajirusi_ue_fmt2.png





OEBPS/image/yajirusi_ue_fmt1.png





OEBPS/image/p173_fmt.jpeg





OEBPS/image/008_fmt.jpeg





OEBPS/image/kao76_fmt.png





OEBPS/image/kao76_fmt1.png





OEBPS/image/kao252_fmt.png





OEBPS/image/cover.jpg
9\—1'ﬁ\

EVR
)/






OEBPS/toc.xhtml

		
			
						
					表紙
				


						
					目次
				


						
					前巻までのあらすじ。
				


						
					自分たちの立ち位置を確認するレインさんたち。
				


						
					とてもおかしいリリーナさん。
				


						
					聖騎士たちと戦ってみる。
				


						
					入ってみたよ死霊都市。あとミリリともヤリました。
				


						
					死霊都市の探索。
				


						
					朽ち果てた大聖堂。その地下にあるもの。
				


						
					封印の扉。
				


						
					家に帰るその前に。
				


						
					戦い前の軽いドタバタヽ（・∀・）ﾉ
				


						
					迷路の番人（かわいそう）。
				


						
					順調すぎる迷宮攻略とがんばるマリナ。
				


						
					vs迷宮の主。
				


						
					vs四勇者。
				


						
					復活の三魔騎士と、規格外れの英雄。
				


						
					レリクス無双。
				


						
					vs三魔騎士。
				


						
					魔法を食らう騎士の最期。
				


						
					魔族皇子のディアギルム。
				


						
					七英雄ティルト、集積回路発動。
				


						
					今後の方針。
				


						
					ミーユが一番常識人。
				


						
					番外編　リンとカレンの決闘と、ミリリの苦悩。
				


						
					奥付
				


			


		
	

OEBPS/image/p030_fmt.jpeg





OEBPS/image/p159_fmt.jpeg





OEBPS/image/006-007_fmt.jpeg
[<LERRAOHE Eﬁmt
PRECPI

5 NN ;.) S 1«@?4\7‘#\,,»1\;

/s pat 25
24 AETBSI)

S~
ISt

-~





OEBPS/image/kao99_fmt.png





OEBPS/image/p082_fmt.jpeg





OEBPS/image/kao84_fmt.png





OEBPS/image/yajirusi_ue_fmt.png





OEBPS/image/002-003_fmt.jpeg





OEBPS/image/yajirusi_ue_fmt5.png





OEBPS/image/p123_fmt.jpeg
\ 'I l “ I \”
'"Nw.um
\

||||||||||

U\l"





OEBPS/image/kao220_fmt.png
I





OEBPS/image/kao63_fmt.png





